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ごあいさつ

沖縄県ＮＩＥ推進協議会会長

仲村 守和

本協議会は平成１２年（２０００年）に設立され今年で２１年目を迎えました。本会は

「教育界と新聞界が協力し、新聞教材の開発、活用の研究と普及を通して、児童生徒の情

報活用能力の育成を図ること」を目的として、ＮＩＥ（Ｎewspaper ｉn Ｅducation）活

動を推進してきました。特に、一昨年から県立学校教育課、義務教育課の指導主事が幹事

として加わり協議会組織の強化が図られました。

昨年、県議会の一般質問において、NIE の教育的意義について県教育長が答弁するなど、

昨今、ＮＩＥ活動への県民の理解も深まって参りました。これも偏に県教育委員会はじめ

市町村教育委員会や学校、ＰＴＡ、地域そして沖縄タイムス社、琉球新報社等のご理解と

ご協力によるものであります。現在、多くの学校で新聞をツールとした教育実践が推進さ

れています。

NIE 活動を実践する学校には、本会の事業の一環として、年度毎に、日本新聞協会およ

び県内新聞社と連携して、実践校の指定をし、各新聞を無償提供して実践活動を支援して

おります。

新学習要領の「アクティブラーニング」、つまり児童生徒が「主体的、能動的」に参加

する授業づくりのためにも「生きた教材」といわれる「新聞」を授業に積極的に取り入れ

てほしいと思います。新学習指導要領では「新聞活用」が全ての校種で指導すべき内容と

して位置づけられていることから不断の研究が求められています。

この度、本年度の実践指定校の実践概要が本冊子にまとめられました。実践指定校では、

コロナ禍で授業研究が困難の中にあっても、積極的に授業実践を継続しました。そこには

「新聞」を有効に活用し、楽しく有意義な授業の構築が図られ、子どもたちの生き生きと

した活動の様子が報告されています。NIE 活動を通して、児童生徒の思考力や判断力、表

現力等が培われていることは、NIE の教育的手法が児童生徒の課題解決能力の育成に大き

な効果があることを実証しています。つまり、児童生徒が「自ら学び、考えて行動する『生

きる力』の育成」が期待できます。

本報告書のねらいとするところは指定校の実践を各学校で共有化することにあります。

学習教材としての新聞活用や新聞づくりなど NIE の教育的手法を取り入れ、児童生徒の

「主体的・対話的で深い学び」を培っていく授業実践のためにも NIE 活動を各学校で推進

していただきたいと思います。

結びに、NIE 活動の実践事例としての本報告書が県内の学校や家庭、地域社会など多く

の機関で活用され本県の有為な人材育成の一助になれば幸甚に存じます。
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令和２年度 ＮＩＥ実践報告書

浦添市立牧港小学校

教 諭 宮城 和人

教 諭 平良 早美

１ はじめに

本校は、ＮＩＥ実践指定校２年目。今年度は、コロナ禍のため、取り組みが遅れてスタートした。本

校実践テーマとして、昨年度から引き続き「新聞に親しみ，主体的・対話的で深い学びの実現」を設定

した。

今年度は，６学年を実践学年として，平和学習の新聞づくりや，新聞記事の紹介，関連のコンクール

に応募することを中心に新聞を活用してきた。

２ 本校の取り組み

 学年のフロアや図書室、理科室などに NIE コーナーを設置し、新聞に親しみやすい環境作りを

行った。また、学校全体で年間を通して読売新聞ワークシートに取り組んだ。 
 

 

３ 実践事例

（１） 学年の実践

①親子で新聞を読もう ～コロナ休校中における取り組み～

今年度は新型コロナウィルス感染予防の為、 月～ 月の半ばまでの約 ヶ月半休校が続いた。そ

こで学校からの児童へ「親子で新聞記事を読もう」と題し、気になる記事について親子で意見を交換

し、自分の考えをまとめていく課題をだした。

新聞を取っていないという家庭も多かったので、学校に寄贈された琉球新報「りゅうＰＯＮ！」を

配布し、活用した。コロナ禍における家庭での時間を有効活用することができ、保護者からも好評で

あった。

NIE コーナーの設置 読売新聞ワークシート 
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アメリカの大統領選挙が 
気になるな。 

同じ記事でも東京と沖縄では

伝え方が違うね。 

大坂なおみ選手をきっかけに 
人種差別問題にも興味をもった 

アメリカ大統領選挙のゆくえは？ 

早くコロナが収まって欲しいな みんなに大人気 YOASOBI♪ 
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②平和月間の取り組み（ 月）

年生は、毎年 月に社会科見学で糸満市の「沖縄県平和祈念資料館」を訪れ沖縄戦について学習して

いく。しかし、今年度はコロナ禍のため、社会見学が中止となったため、「沖縄タイムス「ワラビー」と

琉球新報「りゅうＰＯＮ！」の沖縄戦特集号」を活用し、沖縄戦についてポスターにまとめた。

③総合的な学習での取り組み（１０月）

学期は、自分が興味を持つ課題について、複数の新聞（朝日新聞 読売新聞 琉球新報 沖縄タイム

ス）を読み比べながら気になる記事を集め、自分の考えをまとめていくことに挑戦した。 学期からの

積み重ねで、どの児童も抵抗なく新聞を読み、意欲的に学習に取り組む姿が見られた。

気になった新聞記事 
記事に対する自分の意見や考え 

家族の意見や考え 

話し合った後の自分の 
意見や考え 

ポスターの見出し

には、自分なりの

平和に対するメッ

セージを入れるよ

うに意識させた。 

沖縄戦についてわかった

ことや自分が感じたこと

をまとめさせた。ポスタ

ーを掲示し、共有するこ

とで同じ記事を選んでも

友達と違う感想や考え方

があることに気付くこと 
ができた。 

8 浦添市立 牧港小学校　9



- 3 - 
 

アメリカの大統領選挙が 
気になるな。 

同じ記事でも東京と沖縄では

伝え方が違うね。 

大坂なおみ選手をきっかけに 
人種差別問題にも興味をもった 

アメリカ大統領選挙のゆくえは？ 

早くコロナが収まって欲しいな みんなに大人気 YOASOBI♪ 

- 2 - 
 

②平和月間の取り組み（ 月）

年生は、毎年 月に社会科見学で糸満市の「沖縄県平和祈念資料館」を訪れ沖縄戦について学習して

いく。しかし、今年度はコロナ禍のため、社会見学が中止となったため、「沖縄タイムス「ワラビー」と

琉球新報「りゅうＰＯＮ！」の沖縄戦特集号」を活用し、沖縄戦についてポスターにまとめた。

③総合的な学習での取り組み（１０月）

学期は、自分が興味を持つ課題について、複数の新聞（朝日新聞 読売新聞 琉球新報 沖縄タイム

ス）を読み比べながら気になる記事を集め、自分の考えをまとめていくことに挑戦した。 学期からの

積み重ねで、どの児童も抵抗なく新聞を読み、意欲的に学習に取り組む姿が見られた。

気になった新聞記事 
記事に対する自分の意見や考え 

家族の意見や考え 

話し合った後の自分の 
意見や考え 

ポスターの見出し

には、自分なりの

平和に対するメッ

セージを入れるよ

うに意識させた。 

沖縄戦についてわかった

ことや自分が感じたこと

をまとめさせた。ポスタ

ーを掲示し、共有するこ

とで同じ記事を選んでも

友達と違う感想や考え方

があることに気付くこと 
ができた。 

8 浦添市立 牧港小学校　9



令和２年度 石垣市立崎枝小中学校 実践報告書
石垣市立崎枝小中学校
教 諭 平 哲也

１ はじめに
本校は、昨年度より日本新聞協会指定 実践校となり、 年目となる。昨年度は中学校

での実践が中心であったが、今年度は小中併置校の特色を生かし、小学１年～中学３年で日
常的な の実践を進めてきた。取り組みとしては、 ワークシートの活用、 関連の
コンクールへの出品や学校新聞コンクールへの応募を通して、意欲を高めるように努めた。

２ と校内研修との関わり
本校の校内研修主題は、『他者とかかわりながら課題解決に向かい、「問い」が生まれる

授業の工夫～教科等による「見方・考え方を働かせる」授業の改善を通して～』である。
本校は、６年前から新聞記事を読んで、その記事の要約や感想を発表する集会の機会を設
けている。この取り組みをさらに充実させることで、校内研修主題である「他者とかかわ
りながら課題解決に向かう力」を高められると考え、実践を行った。

３ コーナーの設置
令和 年５月より職員室を中心に全国

紙 紙・県紙 紙・地元紙１紙の新聞を
閲覧できるコーナーを設置した。（図１）
職員室設置の理由は、今年度から小中

併置校の特色を生かすため、小学校も
認定を受けた。そのため、小学校の

先生方や中学校の先生方にも気軽に新聞
を読んでもらい、授業で活用できる雰囲
気作りとして設置した。

（図１） コーナー
４ 実践の内容
（１）ワークシートの活用
今年度、小学部（小学 年生～ 年生）で初めて 実践を行った。取り組みとしては、

各新聞社が提供しているワークシートの活用を中心に行った。その際、あまり新聞を読んだ
ことのない児童が新聞に対する抵抗感をできるだけなくすこと、新聞を活用した実践経験
のない職員にも、すぐに取り組みやすいと言った利点を伝え、実践に取りかかった。
ワークシートの活用は、新型コロナウイルスの感染拡大防止のための一斉休校中の課題

- 4 - 
 

（２）その他の実践

「理科と 」

・５年「天気の変化」で、天気図を比べた。

・５年「台風と天気の変化」で新聞の台風記事（写真）の連日の被害等を比べた。

・理科系の記事を掲示した。

「図書館廊下に コーナー」を設定

４ 成果と課題

○成果

・学校全体で、読売新聞のワークシートに取り組むことができた。

・読売新聞のワークシートの「 」記事で、地球の環境問題や人権問題に対する意識が高まった。

・ の取り組みを通して、読解力が身についた。

○課題

・コロナ禍で時数が減ったことによって、実践する時数の確保が難しかった。

・県紙と本土紙を比べながら読ませる意識を持たせたかったが中々取り組む時間がなかった。

 

 

 
 

新聞が読める棚を作成 
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児童生徒は時間をかけて新聞から気に入った写真を探し、模造紙に貼り、写真の下にその
写真を選んだ理由を記入した。その後、他の児童生徒や職員が写真の下にシールを貼り、作
品の感想を話し合った。（図６）

つめは、新聞スクラップ作品づくり。短い時間であったが、一人一人がまとめていた。
初めてスクラップ作品作りに挑戦した小学 ， 年生であったが、中学生に負けず、記事の
要約や自分の意見をワークシートに記入していた。（図７）

（図７）児童生徒の新聞スクラップ作品
（３）社会科新聞作成
本校では、毎年 月に中学校全学年で「社会科新聞」に取り組んでいる。社会科新聞作成

を通して、身近な地域に目を向け、その地域の課題や将来像を自分事として考える機会とし
て、これまで社会科の授業や夏休みの補習等で取り組んだ。（図８）

（図８）中学生の社会科新聞
（４）発表集会

本校が６年前から実践している発表集会は、毎月１回、水曜日に行われる。中学生
は、３カ月に 度のペースで発表場面が設定されている。今年度も、生徒は自分が興味
ある記事を切り抜き、内容を要約した後、その記事に対する自分の感想や意見を専用の
ワークシートにまとめた。その後、原稿を各担任と内容を確認し合い、集会で発表し
た。（図９）

として各家庭に配布し、新聞記事に親しむように配慮した。さらに、学校再開後から朝の
帯タイムや各教科の時間に各担任が児童の発達段階を考慮し、実施した。実施後は、教室
の背面掲示板に掲示し、実施したことを足跡として残るようにした。（図２）
ワークシートは最新ニュースを扱っていることもあり、児童生徒ともにワークシート

の内容が各家庭で購読している新聞、テレビのニュース・インターネットニュースで見聞
きした内容と同じだと話す回数が増えた。昨年から継続したことで、ワークシート活用で
の効果が確実に出ている。

（図２）小学 ， 年教室の掲示物

（図３）小学１年生 （図４）小学２年生の発表 （図５）小学 ， 年生

（２）一斉休校中の取組
本校では、一斉休校中だが家庭の事情で学校への登

校を希望している児童生徒が数名いた。その児童生徒
が密にならず、楽しく学習できるようにと体育館を解
放し、休校中の課題を解くなどの学習支援を行った。
その際、 実践を２つ行った。
１つめは、新聞記事で掲載されている写真の中で自

分が気に入った写真を貼って共感をしてくれる人に
投票してもらう「崎枝写真コンテスト」を実施した。
全国紙では定期的に美しい景観が紙面を飾ることが
あり、写真をきっかけに読むのに抵抗感があった全国
紙を読む児童生徒が増えた。

（図６）崎枝写真コンテスト
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月 日掲載 月 日掲載 月 日掲載
（図 ）沖縄タイムス【わたしの主張 あなたの意見】

月 日掲載 月 日掲載 月 日掲載
（図 ）琉球新報【僕の主張 私の意見】

（図 ）学習発表会での掲示

（図９）小学 年生、中学２年生・中学３年生の発表

（５）『第 回いっしょに読もう！新聞コンクール』への応募
昨年度、新聞記事に対して家族や友達にインタビューしたことで、自分の考えが深

まったとの感想があり、好評であった新聞コンクールへ今年度も応募した。今年度は、
小学６年生から中学３年生の５名が応募した。結果、学校奨励賞を受賞した。（図 ）

（図 ）児童生徒の作品と学校奨励賞

（６）『第 回沖縄県新聞スクラップコンテスト』への応募
沖縄タイムス社主催「第 回沖縄県新聞スクラップコンテスト」に小学 年生と中学

生が応募した。残念ながら受賞には至らなかったが、児童生徒は自分の体験と新聞記事を
重ね合わせるなど、応募により 効果が出ていると感じた。

（７）新聞記事投稿
児童生徒や担任の先生方に呼びかけて、学校行事の振り返りの作文を新聞投稿した。さら

に掲載された投書を集めて、学習発表会などで掲示している。掲載された児童生徒を褒める
場として、また他の児童生徒のお手本として活用している。（図 ）（図 ）（図 ）

中学３年生中学２年生小学６年生
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（９）八重山毎日新聞社の取材
現在、石垣市では本校と小学校１校が日本新聞協

会指定の「 」実践校である。 月の新聞週間企
画として、地元紙「八重山毎日新聞社」から の
取り組み状況の取材を受けた。取材では、小学部の
各学級で行われている授業を紹介し、 の効果を
伝えることができた。（図 ）

（図 ）八重山毎日新聞
年 月 日（金）掲載記事

『新聞週間企画 教育現場に新聞を
実践指定校の取り組み』

（ ）『しんぶんの“ワッ！”スゴロク』に挑戦！
日本新聞協会より『しんぶんの“ワッ！”スゴロク』が本校に届いた。新聞を活用する授

業の前提として、新聞を使って“楽しい”と実感できる教材である。さっそく、小学 ， 年
生、中学生全員でスゴロクを体験した。スゴロクには様々な工夫がなされており、新聞記
事を読むことだけでなく、紙飛行機、紙鉄砲など小学生低学年でも楽しめるようになって
いる。スゴロクを体験した後、どの児童生徒も、もう一度スゴロクをしたいと話すほど盛
り上がることができた。（図 ）

（図 ）しんぶんの“ワッ！”スゴロクで楽しんでいる児童生徒

（ ）アンケート結果 （小学 年生～中学 年生）
これまで 年間 を実践してきたが、その教育効果を確認する一手法としてアンケー

トを全児童生徒対象に実施した。アンケートの質問項目は、過去の 実践報告書（
年沖縄県 実践報告書１４ページ 宜野座高校の実践報告）を参考に作成した。

（８）りゅう ！題字コンテストへの応募
琉球新報社の『りゅう ！題字コンテス

ト』へ中学１年生が応募した。この生徒は、絵
が描くのが好きで社会科新聞のイラストも素
晴らしかったので、応募を勧めてみたところ初
挑戦で特別賞を受賞することができた。（図 ）

（図 ）琉球新報社
『りゅう ！題字コンテスト』
特別賞受賞作品

（８）新聞を活用した授業の実践
新聞を活用した授業を国語と社会科で行った。（図 ）（図 ）

（図 ）首里城火災の記事を教室後ろに貼り、授業の導入で使った社会科授業

（図 ）
新聞の社説を比較して読
む国語科授業
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琉球新報社の『りゅう ！題字コンテス

ト』へ中学１年生が応募した。この生徒は、絵
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晴らしかったので、応募を勧めてみたところ初
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質問７：実際に 授業を受けた後の感想を教えてください。

・新聞の必要性を感じた
・新聞を少し読むようになった（ 人）
・新聞が分かりやすくなった
・手紙を書くのが楽しかった
・読むことで、いろんな情報を知ることができた
・自宅で新聞は読めないけど、日ごろの情報が分かって、どうすればいいか考えるように
なった

質問５： 授業に対するイメージ
楽しそう（３７％）
まあまあ楽しそう（１８％）
仕方ない（２７％）
なんとも思わない（１８％）

質問６： 授業は必要だと思い
ますか。

とても思う（０％）
思う（１００％）
あまり思わない（０％）
思わない（０％）
分からない（０％）

【考察】ネットや から情報を入手していることが背景にあり、速報性の割合が高
い。しかし、日ごろの授業等で生徒から、ネットからの情報をそのまま信頼し
ているという話を聞くことがあり、情報リテラシーの育成が急務だと感じる。

【考察】 授業に対して１００％が肯定的な意見があり、 を実践して良かった
と思えた結果となった。

【考察】 授業に対してのイメージは約半数が楽しそうと肯定的な意見であったが、
教師がやるから仕方ない・なんとも思わないと否定的な意見が半数近くあり、
イメージが二分されているのが課題である。

質問１：家に新聞がありますか
常にある（４０％）
たまにある（１０％）
ない（５０％）

質問２：新聞に対するイメージ
楽しそう（３６％）
興味がなかった（４６％）
日ごろから新聞を読んでいた（９％）
その他（９％）読みたかったけど、

家に新聞がなかった

質問３：情報の入手手段（上位３つ選択

ネット（３１％）
（８％）

（３４％）
新聞（８％）
友達の話（１５％）
その他（４％）親からの話

質問４：情報について重要と考える項目
（上位３つ選択）

速報性（２３％）
信頼性（２３％）
一覧性（２０％）
双方向性（８％）
詳報性（１７％）
解説性（９％）

【考察】約半数の児童生徒は新聞を
読むことができる環境にあ
ることが分かった。

【考察】新聞に対するイメージは、興味がないが約半数あるなど、新聞を身近に感じて
いないと感じた。

【考察】入手手段はネットや が ％を超えるなど、小中学生の環境が想像できる。
新聞からの情報の入手手段が８％と、低い割合となっているのが課題である。
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（上位３つ選択）

速報性（２３％）
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ることが分かった。

【考察】新聞に対するイメージは、興味がないが約半数あるなど、新聞を身近に感じて
いないと感じた。

【考察】入手手段はネットや が ％を超えるなど、小中学生の環境が想像できる。
新聞からの情報の入手手段が８％と、低い割合となっているのが課題である。

18 石垣市立 崎枝小中学校　19



令和２年度 実践報告

新聞を活用した主体的・対話的な活動を通して

沖縄県立具志川高等学校

校 長 冨 里 一 公

教 諭 澤 岻 良 子

１ はじめに

「雲外蒼天」令和２年度、本校が掲げた学校スピリットである。この言葉の意味は、雲を突き抜けた

その先には、青空が広がっているということ。転じて、努力して苦しみを乗り越えれば、すばらしい

世界が待っているといったことを指している。このスピリットのもと、この 年間、学習指導に取り

組んできた。

本校は、 実践校として、前年度に引き続き 年目となり、授業、学校活動において、新聞を活

用した新たな取り組み実施してきた。近年、また情報化社会の進展にともない、 を活用する子ど

もたちが増えモラルの低下や人間関係の希薄化が問題視される中で、自分の考えを表現し伝える力を

身につけるためには何が必要かを考えた。そこで、子どもたちの周りで起きている地域、日本、世界

情勢に興味・関心を持ち社会との繋がりを認識させ、主体的・対話的な深い学びによる授業を実施す

ることで、自身の考えを表現し相手へ伝える力が身につけられるのではないかと考え、 を取り入

れ、新聞を活用した授業展開の工夫に取り組んだ。

２ コーナーの設置と充実

全校生徒が新聞を読めるよう、生徒会室前へ新聞コーナーを設置しイスに座り自由に読み話し合い

のできるスペースを設置 図１

全国版の新聞、県内版の新聞を分け、今日の新聞の紹介をし、誰でも手に取り、読める新聞コーナー

の設置は、 年生をはじめ、全学年の生徒たちの新聞活用の場となった。

図１ 新聞コーナー

３．実践内容

（１） 新聞を活用した授業の工夫【地理 】

地理 の授業では、毎時間、生徒による気になるニュース１分間スピーチを取り入れている。

新聞を読み、気になるニュースや出来事を、用紙にまとめ、授業の始めに、調べた内容を１分にまと

めて発表をする。発表内容を、それぞれがワークシートにまとめる。友人が気になるニュースを、全体

で共有することで、さらに興味関心の持てるような取り組みへとなった。

令和２年度は、スペースを拡大！！

多くの生徒が、新聞を手に取り読む姿

が見られました。

多くの生徒が、新聞を手に取り、

読む姿が見られた。

・去年より新聞に興味を持った（ 人）

質問８： 授業が必要だと思った理由を教えてください。

・ニュースなどで見逃した情報を知ることができる
・新聞の大切さに気付くことができた
・トランプ大統領のことが知れるから
・役に立つから
・ＮＩＥ授業を受けることで、新聞を上手に解説してくれるから
・いろんな情報が知ることができるから
・ワークシートが新聞を読むより簡単だった（ 人）

４ 成果と課題
（１）成果

〇『第 回いっしょに読もう新聞コンクール』（主催：財団法人日本新聞協会）
学校奨励賞 石垣市立崎枝小中学校

〇小中全学年で取り組むことで、どの児童・生徒も新聞に関心を持つようになり、日常
会話の中でニュースの話題が出るようになった。

〇第 回いっしょに読もう新聞コンクール」の応募の際、新聞記事に対して、家族や
友達にインタビューしたことで、自分の考えが深まったとの感想があった。

○小中連携を通して、 年間の学びをつなぐ 活動を実践することできた。特に、ワ
ークシートの活用等で小学校担任と児童の発達段階を考慮するなどの共通認識・共通
実践を行うことができた。

（２）課題
●今年度は小中学校共通実践の最初の年ということもあり、ワークシートを中心に実
践を行った。今後は、ワークシート以外の取組を日常的に行うことが必要だと感じる。

●中学校の社会科・国語科・英語科（小学校外国語活動）では 実践をすることがで
きたが、まだ不十分と感じる。その他教科の授業でも を活用できるよう、研究
を重ねる必要がある。

【考察】 授業の感想では肯定的な意見が多く、 を実践して良かったと思えた
結果となった。

【考察】 授業の必要性についても肯定的な意見が多く、 を実践して良かった
と思えた結果となった。
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（３） ｢慰霊の日｣に向けた平和学習｢沖縄戦と平和メッセージ｣作成【平和学習】

統一 「慰霊の日について」は学校全クラスで子ども新聞「慰霊の日特集」ワラビーとりゅ

うぽんポンを活用し、沖縄戦について学び、その後に、｢沖縄戦といまある私たちの平和｣という題で

平和メッセージ作成し新聞社へ寄稿した。 図 、図

自分の考えを文章にし、その想いを全体へと呼びかける文章作成は、生徒たちにとって、｢想いをど

う伝えたらいいのか、わからない｣等、改めて｢平和｣を考え、何度も対話を重ねた主体的に活動する授

業となった。

図 琉球新報

図７ 沖縄タイムス

（２） 新聞を活用した授業【現代社会・倫理】

「読む・要約する・考える・意見を記入する・伝え合う（聴く・話す）の授業展開」

新聞に目を通し、気になる記事をじっくり読み、切り取り、 要約しまとめる（図 、図 ）

グループで、各自が選んだ新聞の｢要約｣、｢意見･感想｣を一人ずつ発表する。発表を聞いて、一つの

記事についてグループでそれぞれが意見を伝え合う。

最後に｢クラスの皆にも伝えたいニュースランキング｣をグループごとに付け、 位に選ばれた生徒

は、全体でその記事を発表し、それぞれが意見を述べ合う 図４ 。

また、 を取り入れ新聞の内容と関連する項目を抜き出し、意見を述べる授業展開の工夫（図５）

図２ 新聞ワークシート

図３ 新聞活用した授業 図４ 新聞記事を紹介し意見を述べ合う

図５ ｓと新聞活用した授業

①記事を読む

② の１７目

標と関連項目を考

え記す

③意見を述べる
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また、 を取り入れ新聞の内容と関連する項目を抜き出し、意見を述べる授業展開の工夫（図５）
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高校切抜き新聞部門優良賞（ ）

（６）夏休みの課題【新聞スクラップ・いっしょに読もう新聞コンクール】

本校では、毎年、夏休みの課題として、日頃から社会に関心を持ってもらいたいと、新聞の切り抜き、

意見、感想をワークシート記入するスクラップ新聞の作成や、いっしょに読もう新聞コンクール等を実施

している。

いっしょに読もう新聞コンクール奨励賞

（４）新聞を活用した授業【 ・総合的な学習の時間】

気になる記事を読み、要約、意見感想を書く。ｸﾞﾙｰﾌﾟ 名で自分が気になる記事の要約、意見を伝え

た後に、分野ごとにまとめて貼り出し、クラス全体で共有した。

授業終了後、自分が気になる分野を見て意見を述べ合っている様子が見られた。

（５）スクラップコンテスト【総合現代社会】

高校切抜き新聞部門優良賞（ ）
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2020 年度 NIE 実践報告書 
ヒューマンキャンパス高等学校 

校長：仲地 暁 
教諭：當山 由佳 

儀間 奈央 
 

1.はじめに 
本校では、2019 年度から NIE 実践指定校に認定され、通信制高校初の実践校となる。スクーリングで全国

の生徒と関わる中で、全国紙と地方紙を通して沖縄についての興味関心に繋げるとともに、新聞を活用した授

業で新聞を身近に感じ、それぞれの地元でも新聞の活用ができるよう実践を進めた。インターネットが普及

し、生徒が情報収集するには、専らスマートフォンやパソコンを使用し、自分の興味関心のある分野だけとい

う限定的な現状だが、この NIE を通して新聞から広い視野を養っていけるよう取り組んでいる。 
 
2.本校の取り組み 
①NIE アドバイザー宮城通就教諭（辺士名高校）による職員対象 NIE 校内研修 

１：新聞の構成や特長について

２：学習指導要領との関係について（大学共通テストとの関連含む）

３：全国紙と地方紙の違い

～ ワークその１ 「違いを発見しよう」（ 分程度）～

・読み比べればできる、 種類の学びの紹介

（『これならできる！新聞活用 入門ガイド』（日本新聞協会）より）

４：第 回全国 大会（宇都宮大会） 報告（高校編）

５：新聞活用授業事例の紹介（『新聞授業 ガイドブック』（朝日新聞）より）

６：～ ワークその２ 「沖縄のよさをアピール」（ 分程度）～

７：まとめ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
②家庭科室での新聞記事の掲示 
 
 
 
 
 
 
 

琉球新報 沖縄ﾀｲﾑｽ 年 月 日付

４ 実践の最終報告 新聞活用とアンケート結果

新聞を活用した取り組み通して、１月にアンケートを実施した。（３年生４ｸﾗｽ、 年生 ｸﾗｽ対象）

新聞を活用して、｢自分の考えを表現し伝えることができる｣の肯定的回答が ％と、 月アンケート

と比べると大きく増えた（図 ）。

また、「新聞、資料、視聴覚教材に触れることで、そのことについて関心をもち考えることができま

したか。」という問いに、８割が「新聞で社会情勢に触れ、また課題を解決するために話し合い意見を

出し合うことで自分の考えが明確になった」等という肯定的な回答であった。 授業実践を通して、

生徒の受け身的な学びの姿勢が主体的な学びの姿勢へと変わり、自分の考えを表現する力を育成する

ことができたのではないかと考える。

図 「自分の意見や考えを表現し友人に伝える」検証結果

５．まとめと今後の課題

新聞を活用することで、生徒がより社会に関心を持ち、より主体的・対話的学習へと繋がることを私

自身も実際に感じることができた。これからも新聞も取り入れながら、主体的・対話的な学習方法を研

究し、学習者である子どもたちが興味・関心を持って授業に臨むことができるよう、工夫・改善しなが

ら 教育に携わっていきたい。

検検証証前前

検検証証後後

自自分分のの考考ええをを表表現現しし伝伝ええるるここととががででききるる
ああててははままるる

どどちちららかかとといいええばばああ
ててははままるる
どどちちららかかとといいええばばああ
ててははままららなないい
ああててははままららなないい
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2020 年度 NIE 実践報告書 
ヒューマンキャンパス高等学校 

校長：仲地 暁 
教諭：當山 由佳 

儀間 奈央 
 

1.はじめに 
本校では、2019 年度から NIE 実践指定校に認定され、通信制高校初の実践校となる。スクーリングで全国

の生徒と関わる中で、全国紙と地方紙を通して沖縄についての興味関心に繋げるとともに、新聞を活用した授

業で新聞を身近に感じ、それぞれの地元でも新聞の活用ができるよう実践を進めた。インターネットが普及

し、生徒が情報収集するには、専らスマートフォンやパソコンを使用し、自分の興味関心のある分野だけとい

う限定的な現状だが、この NIE を通して新聞から広い視野を養っていけるよう取り組んでいる。 
 
2.本校の取り組み 
①NIE アドバイザー宮城通就教諭（辺士名高校）による職員対象 NIE 校内研修 

１：新聞の構成や特長について

２：学習指導要領との関係について（大学共通テストとの関連含む）

３：全国紙と地方紙の違い

～ ワークその１ 「違いを発見しよう」（ 分程度）～

・読み比べればできる、 種類の学びの紹介

（『これならできる！新聞活用 入門ガイド』（日本新聞協会）より）

４：第 回全国 大会（宇都宮大会） 報告（高校編）

５：新聞活用授業事例の紹介（『新聞授業 ガイドブック』（朝日新聞）より）

６：～ ワークその２ 「沖縄のよさをアピール」（ 分程度）～

７：まとめ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
②家庭科室での新聞記事の掲示 
 
 
 
 
 
 
 

琉球新報 沖縄ﾀｲﾑｽ 年 月 日付

４ 実践の最終報告 新聞活用とアンケート結果

新聞を活用した取り組み通して、１月にアンケートを実施した。（３年生４ｸﾗｽ、 年生 ｸﾗｽ対象）

新聞を活用して、｢自分の考えを表現し伝えることができる｣の肯定的回答が ％と、 月アンケート

と比べると大きく増えた（図 ）。

また、「新聞、資料、視聴覚教材に触れることで、そのことについて関心をもち考えることができま

したか。」という問いに、８割が「新聞で社会情勢に触れ、また課題を解決するために話し合い意見を

出し合うことで自分の考えが明確になった」等という肯定的な回答であった。 授業実践を通して、

生徒の受け身的な学びの姿勢が主体的な学びの姿勢へと変わり、自分の考えを表現する力を育成する

ことができたのではないかと考える。

図 「自分の意見や考えを表現し友人に伝える」検証結果

５．まとめと今後の課題

新聞を活用することで、生徒がより社会に関心を持ち、より主体的・対話的学習へと繋がることを私

自身も実際に感じることができた。これからも新聞も取り入れながら、主体的・対話的な学習方法を研

究し、学習者である子どもたちが興味・関心を持って授業に臨むことができるよう、工夫・改善しなが

ら 教育に携わっていきたい。

検検証証前前

検検証証後後

自自分分のの考考ええをを表表現現しし伝伝ええるるここととががででききるる
ああててははままるる

どどちちららかかとといいええばばああ
ててははままるる
どどちちららかかとといいええばばああ
ててははままららなないい
ああててははままららなないい
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（２）国語 
科目：現代文 B 

 
〇 全国の新聞を見比べよう 
本校の SC で各都道府県の生徒に、自分の地域の新聞について知っていることを発表。 授業を受けた生徒の

中で、実際に家で新聞を取っているは半数以下と、新聞になじみがない生徒がほとんどであった。 
まずは地方紙（沖縄タイムス・琉球新報）と全国紙の違い、新聞の見出しの特徴や重要性を考えた。 
 
【全国紙と地方紙（沖縄タイムス・琉球新報）の違い】 
・ 同じ日の新聞でも、一面に取り上げられている記事に違いがある。 
・ 沖縄の新聞はカラフル 
・ テレビ欄のチャンネル数が自分たちの地域よりも少ない 
・ テレビ欄を見るとすでに放送された番組が沖縄では遅れて放送されている 
・ 全国紙は広告が多い 
・ 沖縄の新聞は動物や自然に関する記事が多い 
・ 基地問題などが全国紙よりも多く取り上げられている 
 
 
 
 
 
 
 
〇 新聞スクラップを作ろう 
まとめる題材のテーマをくじで引き、そのテーマの中から気になる記事をスクラップし、各項目を書いていき

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
3.実践後の成果と課題 
成果 
 
・生徒が活字に触る機会となり、全国紙と地方紙の違いから伝達される情報のちがいや面白さに気付くことがで

きた。 
・県内外の生徒と授業を行う中で、地元紙との違いを自然に話しはじめ、交流のきっかけになった。 
 
 
 

③授業実践（英語・国語・家庭科・情報） 
 
（１）英語  
１．教材 ・県内新聞（2 社） ・パワーポイント ・ワークシート 
２．単元設定の理由 

・沖縄の文化や歴史になじみのない生徒に、沖縄の新聞を通して沖縄を感じてほしい。 
・比較級を使って、自分の住む地域との違いを表現することを目標とした。 

３．本時の目標 
ア、比較級を使って、自分の住む地域との違いを表現する。 
イ、実際の新聞を使って沖縄をテーマにポスターを作成する。 

４．本時の展開 
時間 指導過程 生徒の学習活動 指導上の留意点 評価方法 
5 分 warm-up 

① 担当教員

の自己紹

介 
② 自己紹介 

担当教員の自己紹介を英語

で聞いて理解する。 
 
英語での月の言い方を確認

し、それぞれの誕生日を英語

で答える。 

英語の授業に入りや

すい雰囲気づくりに

努める。 
答えられない生徒に

は教員の英語を繰り

返して言うように指

導。 

 

15 分 文法指導 ① 自分の県のいいところ

を日本語で答える。 
② 沖縄と自分の県の違い

をパワーポイントにて

確認する。 
③ 比較級の表現を確認す

る。 

日本語でもいいので

発話を促す。 
 
生徒の興味を引く項

目にする。 
 
机間巡視 

 

25 分 ポスター作成 沖縄をテーマに新聞紙を切

り抜きポスターを作成する。 
できる生徒は英語でタイト

ルを記載する。 
 

机間巡視  

5 分 まとめ、講評 本時の感想を書く。 机間巡視  
 
５．おわりに 
お悔やみ欄やエイサーの写真を発見したり、生徒は楽しんで沖縄の文化に触れることができたようであった。 
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（２）国語 
科目：現代文 B 

 
〇 全国の新聞を見比べよう 

本校の SC で各都道府県の生徒に、自分の地域の新聞について知っていることを発表。 授業を受けた生徒の

中で、実際に家で新聞を取っているは半数以下と、新聞になじみがない生徒がほとんどであった。 
まずは地方紙（沖縄タイムス・琉球新報）と全国紙の違い、新聞の見出しの特徴や重要性を考えた。 
 
【全国紙と地方紙（沖縄タイムス・琉球新報）の違い】 
・ 同じ日の新聞でも、一面に取り上げられている記事に違いがある。 
・ 沖縄の新聞はカラフル 
・ テレビ欄のチャンネル数が自分たちの地域よりも少ない 
・ テレビ欄を見るとすでに放送された番組が沖縄では遅れて放送されている 
・ 全国紙は広告が多い 
・ 沖縄の新聞は動物や自然に関する記事が多い 
・ 基地問題などが全国紙よりも多く取り上げられている 
 
 
 
 
 
 
 
〇 新聞スクラップを作ろう 

まとめる題材のテーマをくじで引き、そのテーマの中から気になる記事をスクラップし、各項目を書いていき

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
3.実践後の成果と課題 
成果 
 
・生徒が活字に触る機会となり、全国紙と地方紙の違いから伝達される情報のちがいや面白さに気付くことがで

きた。 
・県内外の生徒と授業を行う中で、地元紙との違いを自然に話しはじめ、交流のきっかけになった。 
 
 
 

③授業実践（英語・国語・家庭科・情報） 
 
（１）英語  
１．教材 ・県内新聞（2 社） ・パワーポイント ・ワークシート 
２．単元設定の理由 
・沖縄の文化や歴史になじみのない生徒に、沖縄の新聞を通して沖縄を感じてほしい。 
・比較級を使って、自分の住む地域との違いを表現することを目標とした。 

３．本時の目標 
ア、比較級を使って、自分の住む地域との違いを表現する。 
イ、実際の新聞を使って沖縄をテーマにポスターを作成する。 

４．本時の展開 
時間 指導過程 生徒の学習活動 指導上の留意点 評価方法 
5 分 warm-up 

① 担当教員

の自己紹

介 
② 自己紹介 

担当教員の自己紹介を英語

で聞いて理解する。 
 
英語での月の言い方を確認

し、それぞれの誕生日を英語

で答える。 

英語の授業に入りや

すい雰囲気づくりに

努める。 
答えられない生徒に

は教員の英語を繰り

返して言うように指

導。 

 

15 分 文法指導 ① 自分の県のいいところ

を日本語で答える。 
② 沖縄と自分の県の違い

をパワーポイントにて

確認する。 
③ 比較級の表現を確認す

る。 

日本語でもいいので

発話を促す。 
 
生徒の興味を引く項

目にする。 
 
机間巡視 

 

25 分 ポスター作成 沖縄をテーマに新聞紙を切

り抜きポスターを作成する。 
できる生徒は英語でタイト

ルを記載する。 
 

机間巡視  

5 分 まとめ、講評 本時の感想を書く。 机間巡視  
 
５．おわりに 
お悔やみ欄やエイサーの写真を発見したり、生徒は楽しんで沖縄の文化に触れることができたようであった。 
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（４）情報 
科目： 社会と情報 
■実施単元名       

情報社会の課題と情報モラル

■単元設定の理由       

情報化によって生活の利便性が向上していること、それに伴って新たな問題も多く発生していること

を理解する。

■学習目標（本時のねらい）      

情報を発信する際、個人の適切な判断の重要性について理解し、情報社会に積極的に参画するために

必要な情報モラルを身に着ける

■本時の展開       

展開 学習活動 指導上の留意点 使用教材等

導入（ 分
・号令、ワークシート配布、出席確認、自己紹介、

沖縄の地名について

ニュースや身近な話題を用いて

説明することを事前に説明。

展開（

分）

＜バカッター（バイトテロ）について＞
一度 上に保存された写真は

消すことができないということ

を意識させる。

軽はずみな言動を投稿することによって起こるトラ

ブルについて事例をあげながら炎上の末路について

説明する。

〈新聞記事とフェイクニュース〉

新聞記事よりもネットのフェイクニュースのほうが

刺激的な内容で、人々の関心を引きやすい。安易に

情報に惑わされず、自分で正しい判断できるように

意識させる。

新聞記事とフェイクニュースを

比較しながら情報の違いを見て

いく。

＜フェイクニュースについて＞

伝言ゲーム体験を通して、人から人へ情報が伝わる

過程で起きる情報の欠落、転換を体験させる。

普段目にしている情報について、鵜呑みにするので

はなく

正しい情報であるかどうかの検証を行う（クリティ

カルシンキング）姿勢を身につける。

一人ひとり情報の認識には差が

あるということを意識させる。

まとめ 分 ・ワークシート回収、号令

 
 
 
 
 
 
 

（３）家庭科 
科目：家庭基礎      
■■実実施施単単元元名名       

第４節消費生活 （ ）消費者の権利と責任 ア消費者問題

■■単単元元設設定定のの理理由由       

社会の変化とともに私たちの消費生活も変化してきている。消費生活の特徴を理解し、自立した消費者をめざす

ため本単元を設定した。

■■学学習習目目標標（（本本時時ののねねららいい））      

インターネットの普及や高齢化に伴い、若者や高齢者は悪質商法に特に注意が必要であることを理解し、はっき

りと断ること、すぐに契約しないこと等、また、契約してしまった際の対処法を知り、被害を最大限に防ぐことがで

きるようにする。

■■本本時時のの展展開開       

展開 学習活動 指導上の留意点 使用教材等

導入

分）

① 出席の確認をする。

②フィットネスボールを見せ、どこで（どのように）買ったか

予想する。
※フィットネスボール以外でも可

② 商品の販売（購入）方法をできるだけ挙げる。 ワークシート

③ 本時の学習目標を知る。

【消費者問題への対応ができるようになる】

展開

分）

④ 店舗販売と無店舗販売に分類しそれぞれの特徴を知 教科書

り、インターネットショッピングの利点と注意点を挙げる。 ワークシート

⑤ インターネットショッピング等の普及により、近年無店

舗販売が増えていることに気づく。

⑥ 体験したことがあったり、知っている悪質商法を挙げ

る。

⑧若者がねらわれやすい悪質商法を知る。 教科書

【ネットのリスク、本当に理解していますか？】 （福岡県消費生活ｾﾝﾀｰ）

まとめ

（ 分）

⑨インターネットの普及や高齢化に伴い、若者や高齢者は

特に注意が必要であると理解し、対処法を考える。
ワークシート

●情報をうのみにしない

⑩新聞からジャドママークを探し、印をつける。 ●根拠のない請求に応じない

●はっきりと断る

●すぐに契約しない

●消費生活センターに相談する
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（４）情報 

科目： 社会と情報 
■実施単元名       

情報社会の課題と情報モラル

■単元設定の理由       

情報化によって生活の利便性が向上していること、それに伴って新たな問題も多く発生していること

を理解する。

■学習目標（本時のねらい）      

情報を発信する際、個人の適切な判断の重要性について理解し、情報社会に積極的に参画するために

必要な情報モラルを身に着ける

■本時の展開       

展開 学習活動 指導上の留意点 使用教材等

導入（ 分
・号令、ワークシート配布、出席確認、自己紹介、

沖縄の地名について

ニュースや身近な話題を用いて

説明することを事前に説明。

展開（

分）

＜バカッター（バイトテロ）について＞
一度 上に保存された写真は

消すことができないということ

を意識させる。

軽はずみな言動を投稿することによって起こるトラ

ブルについて事例をあげながら炎上の末路について

説明する。

〈新聞記事とフェイクニュース〉

新聞記事よりもネットのフェイクニュースのほうが

刺激的な内容で、人々の関心を引きやすい。安易に

情報に惑わされず、自分で正しい判断できるように

意識させる。

新聞記事とフェイクニュースを

比較しながら情報の違いを見て

いく。

＜フェイクニュースについて＞

伝言ゲーム体験を通して、人から人へ情報が伝わる

過程で起きる情報の欠落、転換を体験させる。

普段目にしている情報について、鵜呑みにするので

はなく

正しい情報であるかどうかの検証を行う（クリティ

カルシンキング）姿勢を身につける。

一人ひとり情報の認識には差が

あるということを意識させる。

まとめ 分 ・ワークシート回収、号令

 
 
 
 
 
 
 

（３）家庭科 
科目：家庭基礎      
■■実実施施単単元元名名       

第４節消費生活 （ ）消費者の権利と責任 ア消費者問題

■■単単元元設設定定のの理理由由       

社会の変化とともに私たちの消費生活も変化してきている。消費生活の特徴を理解し、自立した消費者をめざす

ため本単元を設定した。

■■学学習習目目標標（（本本時時ののねねららいい））      

インターネットの普及や高齢化に伴い、若者や高齢者は悪質商法に特に注意が必要であることを理解し、はっき

りと断ること、すぐに契約しないこと等、また、契約してしまった際の対処法を知り、被害を最大限に防ぐことがで

きるようにする。

■■本本時時のの展展開開       

展開 学習活動 指導上の留意点 使用教材等

導入

分）

① 出席の確認をする。

②フィットネスボールを見せ、どこで（どのように）買ったか

予想する。
※フィットネスボール以外でも可

② 商品の販売（購入）方法をできるだけ挙げる。 ワークシート

③ 本時の学習目標を知る。

【消費者問題への対応ができるようになる】

展開

分）

④ 店舗販売と無店舗販売に分類しそれぞれの特徴を知 教科書

り、インターネットショッピングの利点と注意点を挙げる。 ワークシート

⑤ インターネットショッピング等の普及により、近年無店

舗販売が増えていることに気づく。

⑥ 体験したことがあったり、知っている悪質商法を挙げ

る。

⑧若者がねらわれやすい悪質商法を知る。 教科書

【ネットのリスク、本当に理解していますか？】 （福岡県消費生活ｾﾝﾀｰ）

まとめ

（ 分）

⑨インターネットの普及や高齢化に伴い、若者や高齢者は

特に注意が必要であると理解し、対処法を考える。
ワークシート

●情報をうのみにしない

⑩新聞からジャドママークを探し、印をつける。 ●根拠のない請求に応じない

●はっきりと断る

●すぐに契約しない

●消費生活センターに相談する

   
 
 
 

30 ヒューマンキャンパス高等学校　31



新聞（新報・タイムス）から学ぶ 
魅力ある広報紙づくり

ヒント・アイディアがいっぱいだ 
広報紙（学校だより、学級だより、保健だより、PTA新聞） 
（報告） 広域通信制 学校法人佐藤学園 ヒューマンキャンパス高校 校長 仲地暁 

 趣旨：任された学校経営・学級経営のアカウンタビリティーは信頼頼関係構築の重

要要件だ、その手法の一つに広報紙発行がある。

魅力ある通信発行での教師と生徒、生徒同士に信頼関係の強化に努める。

講習会のメニュー

①読みやすい記事・素早く正確に伝える記事は・・・

５ １ の簡潔な文で、結論から書き、分かりやすく伝える。

②読みたくなる「タイトル」「見出し」は・・・・・

読者をひきつける読みたくなる見出しが勝負、新聞にヒントあり

③感動・共感する「見出し」は・・・・・・・

読者をうならせる見出しのコツ・サンプル収集

④時には、遊び心があるギャグ（笑い のある見出しで・・・・

親しみが広がる見出しのネタは、実はそこにあった。

⑤写真効果的な使い方は・・・・・

一枚の写真が百行の記事に匹敵する、表情みえる瞬間を捉える

⑥効果的なレイアウトは・・・・

バランスとれた美しい形のレイアウトは、読みやすい

⑦その他 目からうろこ・・・

新聞にはだれも教えなかったアイデァ、ヒントがいっぱいだ。

年度の実績

①ヒューマンキャンパス高校全国「学習センターだより」コンクール講評

②東村高江小学校校内研修（学校通信・学級だより・保健だより）

③名護市大北小学校 学年研修（学年通信・学級だより）

④北部地区教育研修センター（北部地区小中校長・学級担任・養護教諭）

事業評価（受講者アンケート、感想より）

①学級だより発行の工夫の研修会は初めてだ、編集発想が目からウロコだった

②身近かな新聞には、通信・たよりの編集のアイディア・ヒントがいっぱいだ

③保護者から、発行する学級だよりが大きな期待され、読まれる紙面にしたい

④写真の効果（貴重な場面写真、記録としての写真）で価値高い紙面を目指す

⑤感動いいアンテナで、児童生徒の良い面を発信し、相乗効果を図りたい

⑥学級内の好ましい信頼関係構築に学級だより発行は有効であることが分かった

④ 授業以外での活用

教学 Zoom 会議

毎月１回実施。全国にある直営校舎（16 校舎）と Zoom をつなぎ、今後の方針の確認やそれぞれの校舎の運営状

況の発表を行う会議。そこで、毎回出される課題（通称：MVP テーマ）についてそれぞれの校舎の取り組みを

発表し、優秀な校舎を表彰する。

第 7 回 教学 Zoom 会議 MVP のテーマ：「2020 年度 学習センター便り 傑作選について」

新聞の活用：各学習センターの「センターだより」について校長先生から新聞を画面共有し、

新聞の見出しや写真の活用方法のレクチャーや作成のアドバイスを行う。

名護学習センター（提出用）
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新聞（新報・タイムス）から学ぶ 
魅力ある広報紙づくり

ヒント・アイディアがいっぱいだ 
広報紙（学校だより、学級だより、保健だより、PTA新聞） 
（報告） 広域通信制 学校法人佐藤学園 ヒューマンキャンパス高校 校長 仲地暁 

 趣旨：任された学校経営・学級経営のアカウンタビリティーは信頼頼関係構築の重

要要件だ、その手法の一つに広報紙発行がある。

魅力ある通信発行での教師と生徒、生徒同士に信頼関係の強化に努める。

講習会のメニュー

①読みやすい記事・素早く正確に伝える記事は・・・

５ １ の簡潔な文で、結論から書き、分かりやすく伝える。

②読みたくなる「タイトル」「見出し」は・・・・・

読者をひきつける読みたくなる見出しが勝負、新聞にヒントあり

③感動・共感する「見出し」は・・・・・・・

読者をうならせる見出しのコツ・サンプル収集

④時には、遊び心があるギャグ（笑い のある見出しで・・・・

親しみが広がる見出しのネタは、実はそこにあった。

⑤写真効果的な使い方は・・・・・

一枚の写真が百行の記事に匹敵する、表情みえる瞬間を捉える

⑥効果的なレイアウトは・・・・

バランスとれた美しい形のレイアウトは、読みやすい

⑦その他 目からうろこ・・・

新聞にはだれも教えなかったアイデァ、ヒントがいっぱいだ。

年度の実績

①ヒューマンキャンパス高校全国「学習センターだより」コンクール講評

②東村高江小学校校内研修（学校通信・学級だより・保健だより）

③名護市大北小学校 学年研修（学年通信・学級だより）

④北部地区教育研修センター（北部地区小中校長・学級担任・養護教諭）

事業評価（受講者アンケート、感想より）

①学級だより発行の工夫の研修会は初めてだ、編集発想が目からウロコだった

②身近かな新聞には、通信・たよりの編集のアイディア・ヒントがいっぱいだ

③保護者から、発行する学級だよりが大きな期待され、読まれる紙面にしたい

④写真の効果（貴重な場面写真、記録としての写真）で価値高い紙面を目指す

⑤感動いいアンテナで、児童生徒の良い面を発信し、相乗効果を図りたい

⑥学級内の好ましい信頼関係構築に学級だより発行は有効であることが分かった

 
④ 授業以外での活用 
 
教学 Zoom 会議 
毎月１回実施。全国にある直営校舎（16 校舎）と Zoom をつなぎ、今後の方針の確認やそれぞれの校舎の運営状

況の発表を行う会議。そこで、毎回出される課題（通称：MVP テーマ）についてそれぞれの校舎の取り組みを

発表し、優秀な校舎を表彰する。 
 
第 7 回 教学 Zoom 会議 MVP のテーマ：「2020 年度 学習センター便り 傑作選について」 
 
新聞の活用：各学習センターの「センターだより」について校長先生から新聞を画面共有し、 

新聞の見出しや写真の活用方法のレクチャーや作成のアドバイスを行う。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

名護学習センター（提出用） 
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「確かな学力を身に付け，主体的に学び合い高め合う生徒の育成」

～新聞を活用した授業実践を通して～

糸満市立糸満中学校

校長 伊井 秀治

教諭 新垣 孝子

與那嶺紀子

１ はじめに

本校は，平成２９年度よりＮＩＥ実践

指定校として授業改善につなげる実践に

取り組んでいる。今年度も，沖縄県ＮＩ

Ｅ推進協議会指定実践校として，前年度

同様，各教科でＮＩＥの手法や新聞を活

用しながら授業改善に取り組み，その他

にも「持続可能な開発のための教育（Ｅ

ＳＤ 」や「海洋教育パイオニアスクー

ル」の実践校として取り組んできた。

本校の校内研究の主題である『確かな

学力を身に付け，主体的に学び合い高め

合う生徒の育成』を目指した授業改善の

中から新聞を活用した の取り組みを

紹介する。

２ ＮＩＥコーナーの設置

県内外６社の新聞を各学年と図書室に新聞閲覧コーナーを設け，生徒が自由に新聞を

閲覧できるようにした。また，６社の新聞を各学年に割り振ることで，多くの新聞に触れ

ることができた。各学級でも新聞記事を掲示するスペースを作り工夫して取り組んだ。今

年度もＳＤＧｓに関連するコーナーを設置し，新聞で紹介されるＳＤＧｓに関する記事を

閲覧できるようにした。

【SGDｓに関する記事のコーナー】 【新聞閲覧コーナー】
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「確かな学力を身に付け，主体的に学び合い高め合う生徒の育成」

～新聞を活用した授業実践を通して～

糸満市立糸満中学校

校長 伊井 秀治

教諭 新垣 孝子

與那嶺紀子

１ はじめに

本校は，平成２９年度よりＮＩＥ実践

指定校として授業改善につなげる実践に

取り組んでいる。今年度も，沖縄県ＮＩ

Ｅ推進協議会指定実践校として，前年度

同様，各教科でＮＩＥの手法や新聞を活

用しながら授業改善に取り組み，その他

にも「持続可能な開発のための教育（Ｅ

ＳＤ 」や「海洋教育パイオニアスクー

ル」の実践校として取り組んできた。

本校の校内研究の主題である『確かな

学力を身に付け，主体的に学び合い高め

合う生徒の育成』を目指した授業改善の

中から新聞を活用した の取り組みを

紹介する。

２ ＮＩＥコーナーの設置

県内外６社の新聞を各学年と図書室に新聞閲覧コーナーを設け，生徒が自由に新聞を

閲覧できるようにした。また，６社の新聞を各学年に割り振ることで，多くの新聞に触れ

ることができた。各学級でも新聞記事を掲示するスペースを作り工夫して取り組んだ。今

年度もＳＤＧｓに関連するコーナーを設置し，新聞で紹介されるＳＤＧｓに関する記事を

閲覧できるようにした。

【SGDｓに関する記事のコーナー】 【新聞閲覧コーナー】
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③国語 前田佐綾香 教諭

【中学３年 「 年の世界を変えるために私から提案します」】

新聞記事を活用し，ＳＤＧｓの視点から現代社会に関する問題について考える授

業を行った。複数の記事を読み現代の社会問題についてグループ活動をしながら把

握し，解決策を考え作文にまとめた。

新聞記事から現在の社

会情勢を把握し，自ら解決

策を考え作文にまとめた。

授業の中で書いた作文を

新聞に投稿し，掲載された。

琉球新報 ２０２０年（令和２年）１０月９日掲載

３ 実践の内容

（１）新聞を活用した特設授業の実施

教科の特性に合わせ，ＮＩＥの手法や新聞の記事を活用した授業に取り組んだ。１

月 日（水）に，ＮＩＥアドバイザーを招き，公開授業・授業研究会を行った。以

下，実際に教科で取り組んだ実践事例を紹介する。

①学級活動 前田佐綾香 教諭

【中学３年 「スマホから考えるＳＤＧｓ」】

３年生の学級活動の授業で「ＳＤＧｓ」

と「ＮＩＥの視点」を取り入れた授業を

行った。スマホの原材料の供給地である

コンゴ民主共和国の「紛争鉱物」の問題

に焦点を当て，「紛争鉱物」や「児童労

働」の問題とスマホを使って便利な生活

をしている私たちの関係について新聞記

事から問題を深く理解し，自分たちにで

きることを考えた。（図１）

②社会 小波津カヨ子 教諭

【中学２年「ＳＤＧｓ×ＮＩＥ～身近な

ＳＤＧｓを探そう」】

２学年の社会科の授業では，一人１部

ずつ新聞を配布し，新聞記事から気にな

ったニュースを探した。その選んだニュ

ースが「ＳＤＧ 」とどのように関わって

いるかを「ＳＤＧｓスタートブック」を

活用しながら考えた。また，自分が選ん

だ記事とＳＤＧｓの関わりについて考

え，グループで考えを交流した。（図２）

図１ 授業の様子

図２ 授業の様子

【学級での新聞コーナー】 【図書室の閲覧コーナー】
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③国語 前田佐綾香 教諭

【中学３年 「 年の世界を変えるために私から提案します」】

新聞記事を活用し，ＳＤＧｓの視点から現代社会に関する問題について考える授

業を行った。複数の記事を読み現代の社会問題についてグループ活動をしながら把

握し，解決策を考え作文にまとめた。

新聞記事から現在の社

会情勢を把握し，自ら解決

策を考え作文にまとめた。

授業の中で書いた作文を

新聞に投稿し，掲載された。

琉球新報 ２０２０年（令和２年）１０月９日掲載

３ 実践の内容

（１）新聞を活用した特設授業の実施

教科の特性に合わせ，ＮＩＥの手法や新聞の記事を活用した授業に取り組んだ。１

月 日（水）に，ＮＩＥアドバイザーを招き，公開授業・授業研究会を行った。以

下，実際に教科で取り組んだ実践事例を紹介する。

①学級活動 前田佐綾香 教諭

【中学３年 「スマホから考えるＳＤＧｓ」】

３年生の学級活動の授業で「ＳＤＧｓ」

と「ＮＩＥの視点」を取り入れた授業を

行った。スマホの原材料の供給地である

コンゴ民主共和国の「紛争鉱物」の問題

に焦点を当て，「紛争鉱物」や「児童労

働」の問題とスマホを使って便利な生活

をしている私たちの関係について新聞記

事から問題を深く理解し，自分たちにで

きることを考えた。（図１）

②社会 小波津カヨ子 教諭

【中学２年「ＳＤＧｓ×ＮＩＥ～身近な

ＳＤＧｓを探そう」】

２学年の社会科の授業では，一人１部

ずつ新聞を配布し，新聞記事から気にな

ったニュースを探した。その選んだニュ

ースが「ＳＤＧ 」とどのように関わって

いるかを「ＳＤＧｓスタートブック」を

活用しながら考えた。また，自分が選ん

だ記事とＳＤＧｓの関わりについて考

え，グループで考えを交流した。（図２）

図１ 授業の様子

図２ 授業の様子

【学級での新聞コーナー】 【図書室の閲覧コーナー】
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沖縄タイムス ２０２１年（令和３年）１月２４日掲

載

琉球新報（りゅうＰＯＮ） ２０２１年（令和３年）３月１１日掲載

④英語 久山智恵子 教諭

【中学１年「英字新聞の活用」】

「英字新聞から東京ディズニーランドの

新情報を読み取る」授業で，生徒は，ペア

で英字新聞の （見出し）と記事本

文を読み，東京ディズニーランドの新しい

料金について読み取った。単語や文法など

の知識が多くない 年生が英字新聞を読み

取ることは簡単なことではないが，辞書で

単語の意味を調べたり，ペアで意味を推測

したりしながら取り組んだ。（図３）

⑤国語 神山千影 教諭

【中学１年「新聞を読み取り自分の考えを

書く」】

世界の飢餓，人口集中，廃プラスチッ

クなどについて書かれた５つの新聞記事の

うち１つを各グループに配布し読み解い

ていった。記事本文及び図やグラフなど

から情報を正確に読み取り自分の考えを

ワークシートにまとめた。（図４）

⑥体育 伊佐常克 教諭

【中学２年「オリンピック開催について思

いを伝える」】

新聞記事にある世論調査と本校で実施

したアンケートを比較し，東京オリンピッ

ク・パラリンピックを安全に開催する方法

や自分たちにできることを考えた。また，

本校卒業生のカヌー選手，當銘孝仁選手へ

の応援メッセージも書いた。（図５）

⑦数学 辻由加里 教諭

【中学２年「鬼滅の刃」の興行収入を予想

する】

「鬼滅の刃」の興行収入をグラフに表

し予想するという授業では，「千と千尋の

神隠し」「君の名は」の興行収入の記事

（グラフ）を参考に，「鬼滅の刃」の興行

収入の増加量（グラフの傾き）を求め，

今年度の収入額を割り出した。（図６）

図３ 授業の様子

図４ 授業の様子

図５ 授業の様子

図６ 授業の様子
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沖縄タイムス ２０２１年（令和３年）１月２４日掲

載

琉球新報（りゅうＰＯＮ） ２０２１年（令和３年）３月１１日掲載

④英語 久山智恵子 教諭

【中学１年「英字新聞の活用」】

「英字新聞から東京ディズニーランドの

新情報を読み取る」授業で，生徒は，ペア

で英字新聞の （見出し）と記事本

文を読み，東京ディズニーランドの新しい

料金について読み取った。単語や文法など

の知識が多くない 年生が英字新聞を読み

取ることは簡単なことではないが，辞書で

単語の意味を調べたり，ペアで意味を推測

したりしながら取り組んだ。（図３）

⑤国語 神山千影 教諭

【中学１年「新聞を読み取り自分の考えを
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⑥体育 伊佐常克 教諭
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⑦数学 辻由加里 教諭
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図３ 授業の様子

図４ 授業の様子

図５ 授業の様子

図６ 授業の様子
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（２）『はがき新聞』の活用

①社会科の授業や総合的な学習の時間の中で，調べたことや伝えたいことを『はが

き新聞』にまとめ発表した。発表後は，学年フロアーに掲示し情報を発信した。

②海人科（海洋教育）の授業では，海の環境問題について考える講演会やビーチク

リーンを行い，海洋ごみによる汚染の現状を学んだ。調べたことや感じたことなど

を『はがき新聞』にまとめた。発表後は，学年フ

ロアーに掲示し情報を発信した。

②②中中部部地地方方のの産産業業      

中部地方で盛んな産業

について調べまとめる。

①①慰慰霊霊のの日日をを迎迎ええてて      

身近な人から聞いたこと

や調べたことをまとめる。

③③東東北北地地方方のの産産業業      

東北地方で盛んな産業

について調べまとめる。

沖縄タイムス 年（令和２年） 月 日（木）掲載

⑧道徳 前田 佐綾香 教諭

【中学３年「生命のバトン 東日本大震災か

ら 年」】

中学校最後の道徳の授業を体育館で学年一

斉に行った。東日本大震災から１０年とな

り，当時まだ幼く震災の記憶がほとんどない

生徒たちは，新聞記事から当時の様子を知る

ことでより震災の悲惨さや生命の尊さについ

て考えることができた。資料は，「おもかげ

復元師の震災絵日記」を使い授業をした。ま

た，最後の道徳の授業ということで 学年職員全員での朗読もあり，生徒の感想に

は，生命の尊さについて深く考えられることができたという記述が多かった。（図

７）

図７ 授業の様子

琉球新報 ２０２１年（令和３年）３月１１日掲載
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（５） 新聞投稿に挑戦

学習の感想や学期はじめの抱負など，新聞投稿に挑戦した。投稿のねらいは，自

分の考えを持ち表現することである。生徒は限られた字数で自分の伝えたいことを

相手にわかりやすく書くための工夫をしながら「書く力・表現する力」を高めた。

今年度は，休校中に生徒自身が自ら投稿している記事もあり，新聞投稿が生徒の身

近なものになってきている。

琉球新報 ２０２０年１１月２１日 琉球新報 ２０２０年６月５日 琉球新報 ２０２０年７月２８

日

沖縄タイムス ２０２０年１１月２日

日

沖縄タイムス ２０２０年８月９日

（３） 平和学習で（りゅうＰＯＮ！）の活用

６月の道徳の授業では，全校一斉授業とし

て，子ども新聞（りゅうＰＯＮ！）を活用し

た平和学習の授業を実施した。新聞記事の戦

争体験を読み，そこから体験者の伝えたいメ

ッセージを読み取り，自分自身が「語り継ぎ

部」として発信していくことをねらいとし

た。（図８）

（４） 社会科新聞作成

授業や夏休みを活用して社会科新聞に

取り組んだ。生徒は，新聞作成に必要な

条件や見出しの決め方を学び，個人で決

めたテーマをもとに限られた字数の中で

どう伝えるかを工夫して作成していた。

作品は，「中学校社会科新聞コンクー

ル」に出展している。その結果，琉球新

報社長賞１名，金賞 名，銀賞 名，

銅賞 名と多数の生徒が入賞した。（図

９）

図９ 琉球新報社長賞作品

図８ 授業の様子

沖縄タイムス 年（令和２年）７月 ２日（日）掲載
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令和２年度 与那国小学校 実践報告書
与那国町立与那国小学校

教諭 知念 誠
１ はじめに
本校は，昨年度より沖縄県 推進協議会指定実践校として の実践に取り組んで

いる。前年度は，５学年を中心に実践に取り組みを行ってきたが，今年度は，昨年度の実
践を活かし他学年でも の実践にチャレンジして取り組んだ。試行錯誤しながらの取り
組みではあったが，新聞に触れ，親しむことを重視し，各教科と関連させた新聞を授業の
中で活用するように心がけた。また，昨年度同様に 関連のコンクールに応募し意欲を
高めるように努めた。

【【図図書書室室のの ココーーナナ】】
２ 本校での取り組み
・沖縄タイムス，琉球新報，八重山毎日新聞の３紙を活用
・図書室に コーナーの設置，掲示板の活用
・教科と関連させた新聞の作成【３年・５年・６年】
・新聞関連コンクールへの応募【５年・６年】
・新聞を活用した授業の実施【１年・６年】
・読売新聞ワークシート通信の活用【１年・６年】

３ 実践事例
（１） コーナーの設置＆掲示板の活用

全児童が新聞に触れ に関われることができるよう，図書室に新聞コーナーを設置。
また，図書委員会が図書室の掲示板を季節ごとに新聞を活用した掲示を行うことで、全学
年が掲示板の新聞に興味をもって読んでいた。

【１２月 新聞ツリー】 【２月 節分＆バレンタイン】

４．成果・課題

【成果】

・各学年フロアー，図書室に新聞の閲覧コー

ナーを設置したことで，生徒が日常的に新聞

に触れることができた。

・公開授業研究会に向けて，全職員で授業づ

くりをし，新聞を活用した教材の開発ができ

た。

・生徒自身が休校中に家庭から新聞投稿をす

るなど，新聞が生徒の身近なものになってき

ている。

【課題】

・特設授業が多いので，各教科等の年間指導

計画に位置付けることで，見通しをもって授

業に取り入れることが必要である。

・ＮＩＥに関する校内研修を計画し，職員全

体で授業づくりについて更に深めていく必要

がある。

琉球新報 ２０２０年４月２７日

琉球新報 ２０２０年１１月１８日

沖縄タイムス ２０２０年１２月１日

沖沖縄縄県県中中学学校校文文化化祭祭でで紹紹介介ししたた展展示示
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（３）新聞を活用した授業の実施
①１学年の取り組み
国語の授業で新聞を活用し，カタカナ探し集めで語彙を広げることができた。ま

た，「きこえてきたよ、こんなことば」の学習では，新聞の気になる写真を選んで，
写真から聞こえてきた言葉を吹き出しに書いてお話を作った。お話を作る際は，「い
つ」「どこで」「誰が」「何を」しているかを意識させ授業を行った。

【【カカタタカカナナ探探しし集集めめ】】

【【新新聞聞写写真真をを使使っったたおお話話づづくくりり】】

②６学年の取り組み
コロナ禍で落ち込んだ地域経済を活性

化しようと、各市町村で販売してい「プ
レミアム商品券」のプレミアム率に注目
させ算数で「割合」の授業を行った。プ
レミアム率が１０～１００％が並ぶ中，
地元与那国町だけ「９００％」との表示
にびっくりの児童でした。授業展開で
は，他の市町村のプレミアム率と比較し
ながら学習することができました。地元
の身近な話題を教材に活用することで，
子ども達も楽しみながら授業に参加する
ことができた。また，八重山毎日新聞の
取材を受け， の良さを伝えることが
できた。取材に来た記者さんにも質問
し，記事の書き方や文章を短くまとめる
方法等を学ぶことができた。

【【１１００／／１１７７ 八八重重山山毎毎日日新新聞聞掲掲載載】】

（２）教科と関連させた新聞の作成
①３学年・５学年の取り組み
３学年は社会科「わたしたちの町の歩み」の学習で，自分達の住む地域の学習を行

い，実際に地域の資料館を見学して新聞を作成した。５学年は社会科「水産業のさか
んな地域」について学習した後，校外学習で与那国町の漁協を見学して北海道の漁業
と与那国町の漁業の違いを新聞にまとめ作成した。新聞作りの際は，学年の実態に応
じて「５ 」「題名」「見出し」「リード文」などを意識させて新聞作りを行った。
理科の学習でも，学習のまとめとしてグループで新聞作成を行った。

【【３３年年生生】】 【【５５年年生生】】 【【理理科科のの学学習習】】

③６学年の取り組み
新聞を「読む」ことから「作る」ことへもつなげていった。社会科の学習のまとめ

や夏休みの自由研究等を新聞にまとめる活動を行った。６年生は，昨年度から新聞に
まとめる活動を行っており，見出しの工夫の必要性や，記事の内容のわかりやすさ，
誰もが楽しんで読めることを意識させた。コンクールは，５・６年生全員で取り組み
昨年度以上に賞を受賞する児童が多く，意欲を高めることができた。
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②６学年の取り組み
コロナ禍で落ち込んだ地域経済を活性

化しようと、各市町村で販売してい「プ
レミアム商品券」のプレミアム率に注目
させ算数で「割合」の授業を行った。プ
レミアム率が１０～１００％が並ぶ中，
地元与那国町だけ「９００％」との表示
にびっくりの児童でした。授業展開で
は，他の市町村のプレミアム率と比較し
ながら学習することができました。地元
の身近な話題を教材に活用することで，
子ども達も楽しみながら授業に参加する
ことができた。また，八重山毎日新聞の
取材を受け， の良さを伝えることが
できた。取材に来た記者さんにも質問
し，記事の書き方や文章を短くまとめる
方法等を学ぶことができた。

【【１１００／／１１７７ 八八重重山山毎毎日日新新聞聞掲掲載載】】

（２）教科と関連させた新聞の作成
①３学年・５学年の取り組み
３学年は社会科「わたしたちの町の歩み」の学習で，自分達の住む地域の学習を行

い，実際に地域の資料館を見学して新聞を作成した。５学年は社会科「水産業のさか
んな地域」について学習した後，校外学習で与那国町の漁協を見学して北海道の漁業
と与那国町の漁業の違いを新聞にまとめ作成した。新聞作りの際は，学年の実態に応
じて「５ 」「題名」「見出し」「リード文」などを意識させて新聞作りを行った。
理科の学習でも，学習のまとめとしてグループで新聞作成を行った。

【【３３年年生生】】 【【５５年年生生】】 【【理理科科のの学学習習】】

③６学年の取り組み
新聞を「読む」ことから「作る」ことへもつなげていった。社会科の学習のまとめ

や夏休みの自由研究等を新聞にまとめる活動を行った。６年生は，昨年度から新聞に
まとめる活動を行っており，見出しの工夫の必要性や，記事の内容のわかりやすさ，
誰もが楽しんで読めることを意識させた。コンクールは，５・６年生全員で取り組み
昨年度以上に賞を受賞する児童が多く，意欲を高めることができた。
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（５）新聞スクラップ
興味をもった新聞の記事や写真をスクラップし，ワークシートに貼って記事を選んだ

理由や感想，友達との意見を交流して自分の考えを深めることができました。学年の実
態に応じて実践することができた。高学年では，数多くの情報の中から自分に必要なも
のだけを選ぶ取る力がつき，自分のなりの思いや考えをもつようになった。

【【１１年年生生のの実実践践】】 【【３３年年生生のの実実践践】】

【【６６年年生生のの実実践践】】

３ 成果と課題
（１）成果

①日常的に新聞に触れることで，日常会話の中にニュースの話題がでるようになり，
子ども達に社会性が身についた。

②記事に対して問題意識を持つようになり，多角的な視点から自分なりの答えをもつ
ようになった。

③ 関連のコンクールにおいて多くの賞を受賞したことで意欲向上にも繋がった。
（２）課題

① 活動をさらに学校全体へ広げていく方法。また，保護者，地域への広げ方。
②日々の授業や教材科に向けて，効果的に を取り入れるための工夫。
③職員の異動により，実践者が変わるので，学校内での今後の継続方法。
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（４）読売新聞ワークシート通信
６年生は，昨年度に引き続き週末の家庭学習として読売新聞ワークシート通信を活用
した。最新のニュースが多く扱われていて，児童も意欲的に取り組んだ。ワークシー
トの解答は，全体で意見交流を交えて行い，いろんな視点で考え深めることができ
た。１年生は，親子で宿題として取り組み，楽しんで学ぶことができた。

【【６６年年生生】】 【【１１年年生生】】

（５）コラージュ川柳
新聞から７文字・５文字の言葉を切り抜き組み合わせ「５・７・５」の川柳を作っ

て発表した。言葉を探しながら記事を読んで，楽しく活動することができた。また，
学級で賞を決めることで意欲的になりたくさんの作品を仕上げることができた。

【【学学級級ででのの金金賞賞作作品品】】

気気ににななるるニニュューーススがが多多くく扱扱わわれれてて、、
児児童童もも意意欲欲的的にに取取りり組組んんだだ。。

語語句句のの意意味味調調べべををししたたりり，，読読めめなないい
漢漢字字にに読読みみ仮仮名名をを書書いいたたりりししてて学学習習
ししてていいるる児児童童ももいいたた。。
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学級で賞を決めることで意欲的になりたくさんの作品を仕上げることができた。
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令和２年度 実践報告書

名護市立久辺小学校

教諭 大城 英樹

１１ ははじじめめにに

本校は、平成２８年度より校内研修と関連付けて 活動を実践してきた。今年度の校内研修の主題は

「自分の考えをもち、表現する児童の育成」サブテーマ、「書く力」を高める指導の工夫改善を通してであ

る。研修主題に迫るために、今年度は特に新聞を通して新たな知識を深めるだけではなく、記事に対して

自分の考えをもち、その考えを発信することで「書く力」の向上を目指してきた。今年度の国語科を中心

に各教科で取り組んだ実践を紹介する。

２２ 本本校校ででのの取取りり組組みみ

・高学年で「琉球新報」「沖縄タイムス」、中学年で「朝日小学生新聞」、低学年で「ワラビー」を活用。

・新聞と関連するコンクールへの応募や児童作文などを県紙へ投稿。

・ タイムを設け、新聞に親しむ活動を行う。

・授業と関連付けた取り組み。

３３ 新新聞聞ににふふれれるる環環境境づづくくりり

・校長先生手作りの新聞棚を図書館に設置した。県内 社の新聞を月毎に整理し、いつでも必要な新聞

を探し出せるようにした。

・新聞を通して児童が地域とのつながりを感じることができるように、校長先生が児童玄関付近に、地

域に関する記事を掲示した。

・ 推進協議会から頂いた「しんぶん台ちゃん」を図書館に設置。

・児童作成新聞を廊下に掲示。

校校長長先先生生のの手手作作りりのの新新聞聞棚棚

廊廊下下にに掲掲示示さされれたた学学校校のの記記事事

廊廊下下にに掲掲示示さされれたた地地域域のの記記事事

「「ししんんぶぶんん台台ちちゃゃんん」」でで新新聞聞をを読読むむ児児童童
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（２）中学年の取り組み

➀ はがき新聞

総合「まちたんけん新聞の作成」

３年生の総合的な学習の時間では、地域に目を向け「まちたんけん」

を実施している。地域について調べたことまとめるために、はがき新

聞を活用した。３年生は新聞を書くという経験があまりない。実施に

あたってまず始めに、はがき新聞について、高知新聞社 推進室に

よる「作ろう！はがき新聞」の資料を活用して理解させた。資料にあ

る「夏の目標新聞」を視写し、その後、自分の『夏の目標新聞』を書

かせることで、紙面構成や文章の書き方を掴むことができていた。モ

デルを視写し、書く活動は有効的であったと考える。学んだことを「ま

ちたんけん新聞」にまとめる際には、進んでまとめていた。しかし、

見出しに「何をかけばいいのか」思い浮かばない児童も多く見られた

ため、「一番伝えたいことを短く書くこと」を意識させる必要性を感じた。

②新聞づくり（教科・総合）

４年国語科「新聞を作ろう」の学習

では、総合的な学習と関連させ「食」

について調べて分かったことをグルー

プ新聞にまとめた。

新聞に載せる記事を選び、割り付け

を考え、見出しをたて、記事を書いて

いった。また、読む人にわかりやすく

つたえるために、グループごとにイン

タビューをしたり、アンケートなどを

とったり、写真やイラストなどを入れ

るなどの工夫を行った。各グループの

新聞を見比べることでお互いの良さを見つけ、新聞づくりの楽しさを味わっていた。そして、そこで学

んだことを活かし、様々な場面で、調べて分かったことなどを個人の新聞にまとめることができた。

③ タイム（毎週木曜日）

タイムでは、各クラスに配布される子ども新

聞 を個人で読み、その中から気になる記事（最新

情報・面白い・気になる・伝えたいなど）を見つけ、

友達と情報交換し交流する活動を行った。選んだ記

事は掲示し、他の人の選んだ記事も読みあうように

した。初めはほとんどの児童が好きな記事しか読ま

なかったが、いろいろな話題に触れることで、読む

ことの幅を広げ、自分の考えを持ち、友達の考えを

知る機会となった。

福福祉祉体体験験新新聞聞新新聞聞づづくくりり（（食食ににつついいてて））

ままちちたたんんけけんんははががきき新新聞聞

記記事事をを切切りり取取きき、、

感感想想をを書書くく
交交流流すするる様様子子

４４ 実実践践事事例例

（１）低学年の取り組み

➀はがき新聞

生活科「町たんけん」

２年生活科の授業において、はがき新聞製作に取り組ん

だ。自分の住んでいる町を探検し、新しいことを発見した

り、実際に働く人々から話を聞き、内容を絞って新聞にまと

めた。初めのうちは、少ない文字数の中でまとめることに苦

戦していた児童だが、回数を重ねていくうちに伝えたいこ

とだけをピックアップできるようになった。

学級活動「新年の目標」

三学期の始め、新年の目標を立てる活動としてはがき新聞に

取り組んだ。今年の目標を立てることで、３年生に向けての意識

づけをさせるねらいである。学習面や生活面の観点で、頑張りた

いことを考えさせることで、具体的に活動ができるようにした。

主体的に活動にむかい、ひとつの作品として作り上げることが

できた。

② 新聞投稿
１年生は入学当初、文章を書くことに苦手意識のある児童が

多かった。しかし、身近にいる高学年の作文が新聞に掲載され

たことで興味をもち、徐々に新聞に親しむようになってきた。

国語の学習で作文を書く機会があり、それを新聞に投稿した

いと意欲的に取り組んでいた。掲載される事で達成感を味わい、

次への意欲にもつながっていった。また、掲載された記事につ

いては、全児童が通る廊下の一角に掲示されていたことで、他

学年の書いた文章を読んだり、感想を共有したりするなど、自

然と交流が生まれ次なる意欲へと発展した。

ははががきき新新聞聞はは教教室室のの側側面面掲掲示示

生生活活科科「「町町たたんんけけんん新新聞聞」」

新新年年のの目目標標「「ははががきき新新聞聞」」

廊廊下下にに掲掲示示さされれたた児児童童のの投投稿稿記記事事
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（２）中学年の取り組み

➀ はがき新聞

総合「まちたんけん新聞の作成」

３年生の総合的な学習の時間では、地域に目を向け「まちたんけん」

を実施している。地域について調べたことまとめるために、はがき新

聞を活用した。３年生は新聞を書くという経験があまりない。実施に

あたってまず始めに、はがき新聞について、高知新聞社 推進室に

よる「作ろう！はがき新聞」の資料を活用して理解させた。資料にあ

る「夏の目標新聞」を視写し、その後、自分の『夏の目標新聞』を書

かせることで、紙面構成や文章の書き方を掴むことができていた。モ

デルを視写し、書く活動は有効的であったと考える。学んだことを「ま

ちたんけん新聞」にまとめる際には、進んでまとめていた。しかし、

見出しに「何をかけばいいのか」思い浮かばない児童も多く見られた

ため、「一番伝えたいことを短く書くこと」を意識させる必要性を感じた。

②新聞づくり（教科・総合）

４年国語科「新聞を作ろう」の学習

では、総合的な学習と関連させ「食」

について調べて分かったことをグルー

プ新聞にまとめた。

新聞に載せる記事を選び、割り付け

を考え、見出しをたて、記事を書いて

いった。また、読む人にわかりやすく

つたえるために、グループごとにイン

タビューをしたり、アンケートなどを

とったり、写真やイラストなどを入れ

るなどの工夫を行った。各グループの

新聞を見比べることでお互いの良さを見つけ、新聞づくりの楽しさを味わっていた。そして、そこで学

んだことを活かし、様々な場面で、調べて分かったことなどを個人の新聞にまとめることができた。

③ タイム（毎週木曜日）

タイムでは、各クラスに配布される子ども新

聞 を個人で読み、その中から気になる記事（最新

情報・面白い・気になる・伝えたいなど）を見つけ、

友達と情報交換し交流する活動を行った。選んだ記

事は掲示し、他の人の選んだ記事も読みあうように

した。初めはほとんどの児童が好きな記事しか読ま

なかったが、いろいろな話題に触れることで、読む

ことの幅を広げ、自分の考えを持ち、友達の考えを

知る機会となった。

福福祉祉体体験験新新聞聞新新聞聞づづくくりり（（食食ににつついいてて））

ままちちたたんんけけんんははががきき新新聞聞

記記事事をを切切りり取取きき、、

感感想想をを書書くく
交交流流すするる様様子子

４４ 実実践践事事例例

（１）低学年の取り組み

➀はがき新聞

生活科「町たんけん」

２年生活科の授業において、はがき新聞製作に取り組ん

だ。自分の住んでいる町を探検し、新しいことを発見した

り、実際に働く人々から話を聞き、内容を絞って新聞にまと

めた。初めのうちは、少ない文字数の中でまとめることに苦

戦していた児童だが、回数を重ねていくうちに伝えたいこ

とだけをピックアップできるようになった。

学級活動「新年の目標」

三学期の始め、新年の目標を立てる活動としてはがき新聞に

取り組んだ。今年の目標を立てることで、３年生に向けての意識

づけをさせるねらいである。学習面や生活面の観点で、頑張りた

いことを考えさせることで、具体的に活動ができるようにした。

主体的に活動にむかい、ひとつの作品として作り上げることが

できた。

② 新聞投稿
１年生は入学当初、文章を書くことに苦手意識のある児童が

多かった。しかし、身近にいる高学年の作文が新聞に掲載され

たことで興味をもち、徐々に新聞に親しむようになってきた。

国語の学習で作文を書く機会があり、それを新聞に投稿した

いと意欲的に取り組んでいた。掲載される事で達成感を味わい、

次への意欲にもつながっていった。また、掲載された記事につ

いては、全児童が通る廊下の一角に掲示されていたことで、他

学年の書いた文章を読んだり、感想を共有したりするなど、自

然と交流が生まれ次なる意欲へと発展した。

ははががきき新新聞聞はは教教室室のの側側面面掲掲示示

生生活活科科「「町町たたんんけけんん新新聞聞」」

新新年年のの目目標標「「ははががきき新新聞聞」」

廊廊下下にに掲掲示示さされれたた児児童童のの投投稿稿記記事事
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５５ 成成果果とと課課題題

（１） 成果

・はがき新聞づくりから、新聞づくりへ段階的に取り組ませることで、児童が負担に感じることが少な

くなり、意欲的に取り組むようになった。

・ と関連づけた書く活動により、児童が自分の考えを表現できるようになった。

・新聞記事の時数の多さから読むことに抵抗感あった児童が、継続した取り組むことで、興味のある記

事以外にも目を向けるようになった。

・継続して取り組むことで、活字に慣れ、長文も読めるようになってきた。

・ 活動を取り入れることにより、児童間の交流が盛んになった。

（２） 課題

・校内目標を定め、定期的に情報を共有する時間を設けたい。

・ について学ぶ研修を行い、全教師が共通理解を図りながら進める必要がある。

（発達段階に応じて、段階的に 活動を実施したい。）

・教師主導の活動から、子ども達が主体となった活動へと導くための指導の工夫・改善。

・児童の実態把握をもとにした指導計画の工夫・改善。

（３）高学年の取り組み

➀➀教教科科ととのの関関連連（（国国語語））

国語の学習『「町じまん」をすいせんしよう』で

は、名護市のよさを互いに推薦し合った。そのよさ

をさらに名護市以外の方々へ発信しようということ

で、新聞づくりを行った。「新聞で地域の魅力を伝え

る。」という目的意識をもつことで、児童は意欲的に

取り組んでいた。実際に、現地に行ってインタビュー

や写真を撮ってくるなど自主的に取り組み、地域の

よさを実感し、地域に対してさらに理解を深めたよ

うである。作成した新聞が「琉球新報主催学校新聞コンクール」において、

沖縄県学びをつくる研究会会長、金賞、銀賞を受賞することができ、 活

動に関する意欲が更に高まった。また、新聞づくりを行う４年生へ新聞づく

りを伝える活動では、自分たちの工夫や作成する際のポイントなどを紹介

することで、自信をもつことができたようである。

②② 教教科科ととのの関関連連（（社社会会））

タイムに読売ワークシート通信を活用した。社会科の授業と関連し

たワークシートを活用することで、今、社会で何がおきているのか学習内容

と関連付けながら知識を深めることができた。最新の情報や社会の様子を

知ることで、授業での学びと生活を関連づけることができ授業に対する意

欲も高まったようである。

③ タイムでの取り組み

毎週木曜日の タイムでは、県紙から各自好

きな記事を選び、大切なところや自分が興味をも

ったことなどに線を引く活動を行った。翌日の朝

の時間にその記事を要約し、記事に対する自分の

考えを書く活動を設定した。年間を通して取り組

むことで、記事を要約するだけではなく、記事を通

して考えた自分の考えを書くことができるように

なった。自分で記事を選ぶことで、興味・関心を高

めるだけではなく、自分の考えをもちやすいと感

じた。

町町じじままんん新新聞聞 年年生生とと交交流流のの様様子子

読読売売ワワーーククシシーートト通通信信

記記事事をを選選びび切切りり取取るる様様子子

児児童童のの ノノーートト

要要約約

自自分分のの考考

ノノーートトのの感感想想よよりり
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・継続して取り組むことで、活字に慣れ、長文も読めるようになってきた。

・ 活動を取り入れることにより、児童間の交流が盛んになった。

（２） 課題

・校内目標を定め、定期的に情報を共有する時間を設けたい。

・ について学ぶ研修を行い、全教師が共通理解を図りながら進める必要がある。

（発達段階に応じて、段階的に 活動を実施したい。）

・教師主導の活動から、子ども達が主体となった活動へと導くための指導の工夫・改善。

・児童の実態把握をもとにした指導計画の工夫・改善。

（３）高学年の取り組み

➀➀教教科科ととのの関関連連（（国国語語））

国語の学習『「町じまん」をすいせんしよう』で

は、名護市のよさを互いに推薦し合った。そのよさ

をさらに名護市以外の方々へ発信しようということ

で、新聞づくりを行った。「新聞で地域の魅力を伝え

る。」という目的意識をもつことで、児童は意欲的に

取り組んでいた。実際に、現地に行ってインタビュー

や写真を撮ってくるなど自主的に取り組み、地域の

よさを実感し、地域に対してさらに理解を深めたよ

うである。作成した新聞が「琉球新報主催学校新聞コンクール」において、

沖縄県学びをつくる研究会会長、金賞、銀賞を受賞することができ、 活

動に関する意欲が更に高まった。また、新聞づくりを行う４年生へ新聞づく

りを伝える活動では、自分たちの工夫や作成する際のポイントなどを紹介

することで、自信をもつことができたようである。

②② 教教科科ととのの関関連連（（社社会会））

タイムに読売ワークシート通信を活用した。社会科の授業と関連し

たワークシートを活用することで、今、社会で何がおきているのか学習内容

と関連付けながら知識を深めることができた。最新の情報や社会の様子を

知ることで、授業での学びと生活を関連づけることができ授業に対する意

欲も高まったようである。

③ タイムでの取り組み

毎週木曜日の タイムでは、県紙から各自好

きな記事を選び、大切なところや自分が興味をも

ったことなどに線を引く活動を行った。翌日の朝

の時間にその記事を要約し、記事に対する自分の

考えを書く活動を設定した。年間を通して取り組

むことで、記事を要約するだけではなく、記事を通

して考えた自分の考えを書くことができるように

なった。自分で記事を選ぶことで、興味・関心を高

めるだけではなく、自分の考えをもちやすいと感

じた。

町町じじままんん新新聞聞 年年生生とと交交流流のの様様子子

読読売売ワワーーククシシーートト通通信信

記記事事をを選選びび切切りり取取るる様様子子

児児童童のの ノノーートト

要要約約

自自分分のの考考

ノノーートトのの感感想想よよりり
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令和２年度 緑風学園 実践報告

１１．． ははじじめめにに
小中一貫校である緑風学園は、これまで１～９学年で日常的なＮＩＥの積極的な実践を進めてきた。取

り組みとしては、親子でつながる新聞スクラップノート、低学年では新聞遊びや新聞読み聞かせ等を通

して新聞に親しむこと、高学年・中学部では新聞を活用することを通して伝え合う力を高めるＮＩＥフリー

トークなど「思いや考えを伝え合う力」の育成を図ってきた。

２２．． をを通通ししててつつけけたたいい力力

児童生徒の実態から設定した育てたい３つの力

① 自分の思いや考えを伝え合う力 思考力・判断力・表現力

② 自分の思いや考えを書きまとめる力 書く力

③ 社会の出来事に関心を持ち、調べる力 （つながる力）

３３．． 「「ＮＮＩＩＥＥのの日日常常化化」」ににおおけけるる取取りりくくみみ
・今回はコロナ禍にあって実施できなかったが、これまでは保護者に について知ってもらうた

めに、 月の授業参観日などに の説明資料を配付した。

・新聞購読の年間計画を立てる際にはどの月にも新聞に触れられるようにした。また、学習や行事と

の関連性も意識し、重点的に多くの新聞を注文する月を設定した。

・ コーナーを設定し、新聞活動の足跡を見る場、親しむ場をつくった。

・朝の タイムには、学年の発達段階に応じて新聞を活用した実践を行った。

４４．． 具具体体的的実実践践

テーマ「思いや考えを伝え合う子どもの育成～ＮＩＥの日常化を通して～」

コーナー フリートークに活用した思考ツール等の掲示
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り組みとしては、親子でつながる新聞スクラップノート、低学年では新聞遊びや新聞読み聞かせ等を通

して新聞に親しむこと、高学年・中学部では新聞を活用することを通して伝え合う力を高めるＮＩＥフリー

トークなど「思いや考えを伝え合う力」の育成を図ってきた。

２２．． をを通通ししててつつけけたたいい力力

児童生徒の実態から設定した育てたい３つの力

① 自分の思いや考えを伝え合う力 思考力・判断力・表現力

② 自分の思いや考えを書きまとめる力 書く力

③ 社会の出来事に関心を持ち、調べる力 （つながる力）

３３．． 「「ＮＮＩＩＥＥのの日日常常化化」」ににおおけけるる取取りりくくみみ
・今回はコロナ禍にあって実施できなかったが、これまでは保護者に について知ってもらうた

めに、 月の授業参観日などに の説明資料を配付した。

・新聞購読の年間計画を立てる際にはどの月にも新聞に触れられるようにした。また、学習や行事と

の関連性も意識し、重点的に多くの新聞を注文する月を設定した。

・ コーナーを設定し、新聞活動の足跡を見る場、親しむ場をつくった。

・朝の タイムには、学年の発達段階に応じて新聞を活用した実践を行った。

４４．． 具具体体的的実実践践

テーマ「思いや考えを伝え合う子どもの育成～ＮＩＥの日常化を通して～」

コーナー フリートークに活用した思考ツール等の掲示
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を取り入れた授業実践 国語 年「提案文を書こう」
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ＮＩＥコーナーへの展示
朝の の時間に使うスクラップノート。３年生からスタートしている。週末に持ち帰り、記事に対する自分の考え

を書いたり保護者と話し合ったりする。保護者にも一緒に考えてもらい、考えのコメントを書いてもらう。 の時間に

は、このノートを用いながらフリートーキング等を行う。

保護者のコメント

記事を選んだ理由

自分の意見や感想

新聞記事を選んだり、記事について友達と話したりしている様子
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を取り入れた授業実践 国語 年「提案文を書こう」
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ＮＩＥコーナーへの展示
朝の の時間に使うスクラップノート。３年生からスタートしている。週末に持ち帰り、記事に対する自分の考え

を書いたり保護者と話し合ったりする。保護者にも一緒に考えてもらい、考えのコメントを書いてもらう。 の時間に

は、このノートを用いながらフリートーキング等を行う。

保護者のコメント

記事を選んだ理由

自分の意見や感想

新聞記事を選んだり、記事について友達と話したりしている様子
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日本新聞協会主催「第１１回 いっしょに読もう新聞コンクール」

優秀学校賞受賞

３年生以上のほぼ全員が自分の記事を見つ

け、意見をもって友達と話し合い、文にまとめ

コンクールに応募することができた。

各種コンクールへの挑戦と掲示

沖縄県知事賞、タイムス社社長賞等、多くの児童生徒が受賞した。

図書館前の掲示板に入賞作品を掲示している様子
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年度 コザ中学校 ＮＩＥ実践報告書

                                                                 沖縄市立 コザ中学校

                                                                 校 長  島村 一司

                                                                 主幹教諭  松田美奈子

１．はじめに

昨年度（2019）から沖縄県ＮＩＥ実践指定校の指定を受け、ＮＩＥ実践校指定２年目となった。

ＮＩＥを授業改善や授業力向上の手立てのひとつとして、相互に連動させながら各教科や領域など

の教育活動に取り入れていくことを共通理解全体認識とした。２年目なので、昨年度の成果と課題

を踏まえ、ＮＩＥの理論と実践、啓蒙、「ＮＩＥの日常化」を意識しながら進めていくこととした。

２．ＮＩＥ推進テーマ

    「主体的・対話的で深い学びを育むＮＩＥの実践」

      ～主体的に学び合い、自己肯定感や自他理解を高める授業づくりを通して～

３．学力向上推進テーマ

    「夢や希望の実現に向かって歩み続ける生徒の育成」

      ～キャリア教育の視点で取り組む学習活動を通して～

４．校内研修テーマ

    「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」

      ～新学習指導要領に則した年間指導計画の作成～

５．おもな取組

（１）新聞の設置

      ・ＮＩＥ用新聞は各新聞社ごとに職員室にある専用箱に入れ、１か月が経過したら図書館に

移動し、授業時に生徒が検索・閲覧ができるように仕分けした。

      ・本校独自で購読している県内紙（琉球新報・沖縄タイムス）は最初は職員室で閲覧できる

ようにしている。その１カ月後に図書館に移動させ、ＮＩＥ用新聞と区別して誰でも閲覧

・コピー・貸し出しができるように共通確認をこまめに行いながら、新聞が身近な存在と

なるよう設置場所や新聞を開きたくなるような仕組みや周辺環境を構築してきた。

成果と課題

【成果】
・ 関連のコンクールにおいて多くの児童生徒が作品の応募をし、受賞をすることで意欲の向上につな
がった。
・新聞の記事に対して友達同士やクラス全体で話し合うことで、考えを広げたり深めたりすることができ
た。
・朝のＮＩＥの活動の時間を週時程の中に入れ、各学年の発達段階に応じた新聞を活用した活動を行うこ
とができた。
【課題】
・コロナ禍にあり、例年行っている４月の授業参観時の保護者に について知ってもらう説明等を行うこ

とができなかったので、次年度はできるように計画していく。

・時代の変化に伴い、新聞購読のない家庭が多くなり、学校でのみ新聞と関わる児童生徒が多くなり、い
かに新聞に親しませていくか工夫が必要である。

・ 年間の学びをつなぐ 活動の一層の充実

（各学年の発達段階をとらえ、共通確認・共通実践を行う）

新聞投稿
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年度 コザ中学校 ＮＩＥ実践報告書

                                                                 沖縄市立 コザ中学校

                                                                 校 長  島村 一司

                                                                 主幹教諭  松田美奈子
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かに新聞に親しませていくか工夫が必要である。
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６．生徒の変容・成果・課題

（１）生徒の変容①最初の頃は新聞のしくみや特徴が分からず、興味がある面（スポーツ）や写

真、広告面ばかりを見る生徒が多かったが、見出しの特徴・リード文の役割 

など新聞の特性や特徴を教師が説明した後は、他の面も読む生徒が徐々に増え

た。

                ②落ち着きのない生徒が少しずつ落ち着いてきた。

                ③自分で考える前に友人や教師にすぐ質問し早急に答えを知りたがる生徒が、ま

ず自分で考えてから、その後、友人に質問するようになった。

                ④ペア学習やグループ学習を苦手にしていた生徒が小さい声ではあるが、グルー

プでの話し合いや意見交換に参加することができるようになった。

                ⑤生徒からの質問が増え、意欲・関心が高まり、質問のレベルが上がった。

                  （例）当初は「全部分からない」という質問から「○○は分かるけど、□□の

この部分が分からない」という具体的な質問になった。

（２）成果      ①集中力が高まった。

②時間管理能力が格段に向上した。（タイムマネジメント）

                ②思考力・判断力・表現力が高まった。

                ③各コンクール・コンテストへの応募についても、コロナ禍ではあるが、入賞者

さらに上位入賞者が出て、生徒から生徒への称賛のようすが多数見られた。入

賞しなかった生徒が入賞した生徒にグータッチをしたり、自分のことのように

喜んでいる姿が見られた。

特に「第１１回いっしょに読もう！新聞コンクール」全国奨励賞受賞・県奨励

賞・県入選（計女子３名）では、本人や家族が大喜びし、和やかな表彰式とな

った。また、沖縄タイムスの記事を執筆した記者から取材を受け、大きな自信

につながった。

さらに、「第１０回しんぶん感想文コンクール」優秀賞・入選賞では本人や保

護者から取組応募への感謝の言葉があった。

                ⑥理由や根拠を書くことを苦手にしている生徒が減った。

                ⑦コミュニケーション力、分析力、問題発見・解決力が身についた。

                ⑧文章を要約して書く、「要約力」が向上した。

（３）課題      ①全教科・領域で実践することができなかった。

                ②ＮＩＥに関して、職員の温度差があり、新聞を活用することに「難しい」「面

倒だ」と考えている職員もいる。

                ③どのような新聞記事を教材化するかということに頭を悩ませている職員が多い

ので、各教科の年間計画や単元目標、評価規準をもとに、教材づくりの輪を広

                  げる必要がある。
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（２）校内研修

      ①オリエンテ―ション「ＮＩＥ入門～ＮＩＥで身に着く力・教育的効果・記事の教材化～」

        （４月２日 講師：松田美奈子主幹教諭 ＮＩＥアドバイザー）

      ②ＮＩＥ研修会「ＮＩＥ講座 ～新聞のしくみと特徴・見出し当てワークショップ～」 

（１２月２１日 講師：安里 努記者 沖縄タイムス社 ＮＩＥ事業推進室室長）

（３）実践教科・領域と内容

      ①社会：ゆるキャラ、都道府県調べ、２０２０年度１０大ニュース

      ②美術：点描画（りゅうＰＯＮ！に掲載されている原画をもとに色塗り作業を実施）

③道徳：平和の継承者としてできること ～平和実現への発信～（平和ツイートづくり）

            ：沖縄戦について考えよう（全学年・全学級）

            ：新聞投稿記事コラムを活用して、思いやりの心について実践した。（ＴＴ授業）

      ④総合的な学習の時間：「職業調べ」（１・２年）

⑤学活：夢と目標、キャリア教育（りゅうＰＯＮ！掲載：動物看護師のシゴト）                    

：「第１０回しんぶん感想文コンクール取組み」（１年全学級 １年１学級はＴＴ）

（４）その他

      ①「学推だより」

          ・職員向けに発行

          ・内容は学力向上や授業改善に関する記事を掲載し、記事の要約や記事から読み取れる

こと、記事のキーワード等を入れ、授業づくりのヒントになるよう心がけて作成した。 

・学推関連の記事を抜粋し、記事の「キーワード」から職員への発問を掲載し、発行者

側からの一方通行にならないよう、職員の意識高揚をねらった。発問に関して、職員

からの記述があったものは、校長や教頭に目を通してもらった。

      ②「キャリア教育だより」

          ・職員向けに発行

          ・内容は、本校の方針である「中学校３年間を見据えたキャリア教育」を意識しながら、

学活の授業で実践できる新聞記事を抜粋し、記事の要約、記事から読み取れること、

記事の「キーワード」をもとに職員への発問を掲載した。発問への回答を記述し、職

員から「キャリア教育だより」を預かり、校長や教頭に目を通してもらった。

  ③「ドリカムだより」（全生徒に配付）

          ・生徒、保護者向けに発行・・・記事を活用し、家庭で行うキャリア教育

          ・学力向上や進路・キャリア教育関連の記事を掲載し、学校と家庭が連携・連動して学

力向上やキャリア教育を進めていく目的で作成した。家庭で、日頃から「卒業後の進

路」「夢を持つこと」「具体的な目標を立てて実行・継続すること」を意識させ、記

事のキーワードをもとに、親子への問いも掲載し、回答させた。
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６．生徒の変容・成果・課題
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た。

                ②落ち着きのない生徒が少しずつ落ち着いてきた。

                ③自分で考える前に友人や教師にすぐ質問し早急に答えを知りたがる生徒が、ま

ず自分で考えてから、その後、友人に質問するようになった。

                ④ペア学習やグループ学習を苦手にしていた生徒が小さい声ではあるが、グルー

プでの話し合いや意見交換に参加することができるようになった。

                ⑤生徒からの質問が増え、意欲・関心が高まり、質問のレベルが上がった。

                  （例）当初は「全部分からない」という質問から「○○は分かるけど、□□の
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                ②思考力・判断力・表現力が高まった。
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（２）校内研修

      ①オリエンテ―ション「ＮＩＥ入門～ＮＩＥで身に着く力・教育的効果・記事の教材化～」
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・学推関連の記事を抜粋し、記事の「キーワード」から職員への発問を掲載し、発行者

側からの一方通行にならないよう、職員の意識高揚をねらった。発問に関して、職員

からの記述があったものは、校長や教頭に目を通してもらった。

      ②「キャリア教育だより」

          ・職員向けに発行

          ・内容は、本校の方針である「中学校３年間を見据えたキャリア教育」を意識しながら、

学活の授業で実践できる新聞記事を抜粋し、記事の要約、記事から読み取れること、

記事の「キーワード」をもとに職員への発問を掲載した。発問への回答を記述し、職

員から「キャリア教育だより」を預かり、校長や教頭に目を通してもらった。

  ③「ドリカムだより」（全生徒に配付）

          ・生徒、保護者向けに発行・・・記事を活用し、家庭で行うキャリア教育

          ・学力向上や進路・キャリア教育関連の記事を掲載し、学校と家庭が連携・連動して学

力向上やキャリア教育を進めていく目的で作成した。家庭で、日頃から「卒業後の進

路」「夢を持つこと」「具体的な目標を立てて実行・継続すること」を意識させ、記
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８．写真資料 

「職業調べシート」：記事にある職業に向い        「職業調べシート」：グループで意見を集約

ている性格を書き出しています！                 し、今、私達がすべきことを記入中！

道徳「今どきの高校生」ワークシート記入        道徳「今どきの高校生」グループ協議

道徳「今どきの高校生」グループの意見を        道徳「今どきの高校生」グループの意見を

集約しています                                ホワイトボードに書き出しています

- 4 -

７．写真資料

 

第 10 回しんぶん感想文コンクール取組み         第 10 回しんぶん感想文コンクール取組み

※気になった記事を切り取っています！          ※記事を読んで、選んだ理由を記入中！

    「職業調べシート」記入のようす               「職業調べ＋αシート」に取組みの様子

※記事を選び、職業の特徴等を記入中！         ※職業調べシートの２枚目（発展学習）

「職業調べｼｰﾄ」友人に取材し、記入中！           「職業調べシート」グループ協議中！
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８．写真資料

「職業調べシート」：記事にある職業に向い        「職業調べシート」：グループで意見を集約

ている性格を書き出しています！                 し、今、私達がすべきことを記入中！

道徳「今どきの高校生」ワークシート記入        道徳「今どきの高校生」グループ協議
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集約しています                                ホワイトボードに書き出しています
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７．写真資料

 

第 10 回しんぶん感想文コンクール取組み         第 10 回しんぶん感想文コンクール取組み

※気になった記事を切り取っています！          ※記事を読んで、選んだ理由を記入中！
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９．写真資料

道徳「今どきの高校生」グループの意見を       道徳「今どきの高校生」全グループの意見が

  発表しています                                ホワイトボードで提示されています

第 11 回「いっしょに読もう！新聞コンクール      第 11 回「いっしょに読もう！新聞ｺﾝｸｰﾙ」

入賞者（左：喜屋武楓花さん・上地美羽さん      上位入賞者の生徒が県内２紙の記者から取材

・奥間美海さん）                              を受けています

校内研「ＮＩＥ研」講師：安里努氏（ﾀｲﾑｽ）       校内研「ＮＩＥ研」記事からｷｰﾜｰﾄﾞ検索中！
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第 11 回「いっしょに読もう！新聞コンクール      第 11 回「いっしょに読もう！新聞ｺﾝｸｰﾙ」

入賞者（左：喜屋武楓花さん・上地美羽さん      上位入賞者の生徒が県内２紙の記者から取材

・奥間美海さん）                              を受けています

校内研「ＮＩＥ研」講師：安里努氏（ﾀｲﾑｽ）       校内研「ＮＩＥ研」記事からｷｰﾜｰﾄﾞ検索中！

68 興南中学校・高等学校　69



示

70 興南中学校・高等学校　71



示

70 興南中学校・高等学校　71



令和２年度  

 県立宜野座高等学校 NIE実践報告書  
  

                                  沖縄県立宜野座高等学校   
                                                                      教諭 比嘉  啓信                                 

教諭 齊藤    憲 

教諭 多和田 真士  
                                        
１ はじめに 

  昨年度から、沖縄県 NIE 協会の実践指定校として取り組みを進めて、はや２年締めの年になった。本校

で NIEの実践を教諭間で連携しながら組織的に取り組みはじめたのは、平成２９年度からである。２年間

日本新聞協会より、県立高校として初めて NIE実践研究指定校認定を受け、実践をすすめてきた。当初は

取り組みについてなかなか要領を得ず、試行錯誤を繰り返しながらであったが、県の推進協議会の皆様

の支援・ご協力を頂きながら、有意義に２年間の実践を行うことができた。２年間の実践の中で、特に、

生徒達が県内外の新聞を閲覧する機会を得ることができたのは、非常に大きな経験であった。ただでさ

え、家庭での新聞購読率が低下している中で、県内紙以外の新聞を購読する機会のほとんどない生徒達

が、県内外の新聞を読み比べる経験ができ、そこから色々な意見や考えを各自が紡ぎ出し、それらを交

わす経験ができたのは非常に大きかった。あわせて、２年目の実践では、「『主体的・対話で深い学び』

を NIE 教育を通して実践することがどのようにしたらできるのか」ということを目標にしながら実践を進

めた。その中で、主権者教育と NIE を絡めて実践を構想する中で、「主体的・対話的で深い学び」の実践

に対して、NIEという教育手法のもつ可能性に関し多くの手応えを感じることができた。 

それらの実践を踏まえ、昨年度からは、県 NIE協会指定校としての実践の広がりを模索してきた。特に

１年目は、新しい NIE 教育の可能性について、本校が２０１８年度より２０２０年度までの３年間指定を

受ける「キャリア教育推進事業研究協力校」との絡みの中で、「生徒のキャリア発達に対して NIE 教育が

いかに効果を持つか」という点に着目し実践を進めた。 

あわせて、２年目の今年は、新しく始まる教科「公共」との関連も含めた授業実践構想を柱に取り組

みを進めてきた。あらたに導入される予定の「公共」に関しては、詳細な部分はまだ分からず手探りの

ところもある。しかし、新学習指導要領で示された「公共」の目標では、学校教育法の学力の３要素

（「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力等」、「主体的に学習に取り組む態度」）を出発点にして、育

成することを目指す「公民としての資質・能力」が列挙されているので、それらを踏まえ、本校では最

終年度となる今年度、上記、公民としての資質・能力」の育成にあたり、「公共」の目標をふまえた実践

の展開にも取り組んでみた。特に、（１）「現代の諸課題を捉え考察し、選択・判断するための手掛かり

となる概念や理論」について理解し、「諸資料から、倫理的主体などとして活動するために必要となる情

報を適切かつ効果的に調べまとめる技能」の習得を目指すこと、（２）「現実社会の諸課題の解決に向け

て、選択・判断の手掛かりとなる考え方や公共的な空間における基本的原理」を活用し、「事実を基に多

面的・多角的に考察し公正に判断する力」や「合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを
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令和２年度  

 県立宜野座高等学校 NIE実践報告書  
  

                                  沖縄県立宜野座高等学校   
                                                                      教諭 比嘉  啓信                                 

教諭 齊藤    憲 

教諭 多和田 真士  
                                        
１ はじめに 

  昨年度から、沖縄県 NIE 協会の実践指定校として取り組みを進めて、はや２年締めの年になった。本校

で NIEの実践を教諭間で連携しながら組織的に取り組みはじめたのは、平成２９年度からである。２年間

日本新聞協会より、県立高校として初めて NIE実践研究指定校認定を受け、実践をすすめてきた。当初は

取り組みについてなかなか要領を得ず、試行錯誤を繰り返しながらであったが、県の推進協議会の皆様

の支援・ご協力を頂きながら、有意義に２年間の実践を行うことができた。２年間の実践の中で、特に、

生徒達が県内外の新聞を閲覧する機会を得ることができたのは、非常に大きな経験であった。ただでさ

え、家庭での新聞購読率が低下している中で、県内紙以外の新聞を購読する機会のほとんどない生徒達

が、県内外の新聞を読み比べる経験ができ、そこから色々な意見や考えを各自が紡ぎ出し、それらを交

わす経験ができたのは非常に大きかった。あわせて、２年目の実践では、「『主体的・対話で深い学び』

を NIE 教育を通して実践することがどのようにしたらできるのか」ということを目標にしながら実践を進

めた。その中で、主権者教育と NIE を絡めて実践を構想する中で、「主体的・対話的で深い学び」の実践

に対して、NIEという教育手法のもつ可能性に関し多くの手応えを感じることができた。 

それらの実践を踏まえ、昨年度からは、県 NIE協会指定校としての実践の広がりを模索してきた。特に

１年目は、新しい NIE 教育の可能性について、本校が２０１８年度より２０２０年度までの３年間指定を

受ける「キャリア教育推進事業研究協力校」との絡みの中で、「生徒のキャリア発達に対して NIE 教育が

いかに効果を持つか」という点に着目し実践を進めた。 

あわせて、２年目の今年は、新しく始まる教科「公共」との関連も含めた授業実践構想を柱に取り組

みを進めてきた。あらたに導入される予定の「公共」に関しては、詳細な部分はまだ分からず手探りの

ところもある。しかし、新学習指導要領で示された「公共」の目標では、学校教育法の学力の３要素

（「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力等」、「主体的に学習に取り組む態度」）を出発点にして、育

成することを目指す「公民としての資質・能力」が列挙されているので、それらを踏まえ、本校では最

終年度となる今年度、上記、公民としての資質・能力」の育成にあたり、「公共」の目標をふまえた実践

の展開にも取り組んでみた。特に、（１）「現代の諸課題を捉え考察し、選択・判断するための手掛かり

となる概念や理論」について理解し、「諸資料から、倫理的主体などとして活動するために必要となる情

報を適切かつ効果的に調べまとめる技能」の習得を目指すこと、（２）「現実社会の諸課題の解決に向け

て、選択・判断の手掛かりとなる考え方や公共的な空間における基本的原理」を活用し、「事実を基に多

面的・多角的に考察し公正に判断する力」や「合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを
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（３）警察庁主催 大切な命を守る作文コンクール  

広報相談課長賞 大濵
おおはま

 陸人
り く と

（３年） 

（４）令和２年度 税に関する高校生の作文 

   名護税務署長賞 浦崎
うらさき

 彩
あや

夏
か

（１年） 

 

４ 実践事例報告  

（１）齊藤 憲（３年 倫理）  

 昨年度のこの実践報告のまとめで、生徒の「読解力の不足」を解消する手段として NIEに取り組む旨を

述べた。その問題意識は、次の 2点を達成させたいという点にある。 

① 教科書とは違いゴシック強調のない資料から、5W1Hなど基本的な情報を正確に把握し、まとめる 

② 把握した問題に対して、自分なりに問いを深め、自らの意見を述べる 

 これは、冒頭で比嘉が述べた、「公共」を見据えての実践課題（1）（2）と通底するものである。以上を

ふまえ、今年度 3年生の「倫理」の授業において行った実践を報告したい。 

 

［1］ 授業の概要 

＜授業科目・単元＞ 倫理 「生命倫理」 

 ～「自己決定」、「SOL」と「QOL」、「尊厳死」と「安楽死」、「緩和ケア」、「リヴィング・ウィル」～ 

 

＜学習の目標＞ 

 ＊ゴシック強調のない文章を自分で熟読し、必要な情報を把握する力を養う。 

 ＊「哲学者の道具箱」を活用し、テーマについて思考を深める課程を体験する。 

 ＊対話を通じて考えを整理し、記事の要点と自らの意見を区別しながら説明する能力を養う。 

 ＊テーマについて、自らの意見をまとめる。 

 

＜授業対象クラス＞ 3年生普通科 2クラス 2020年 11月中～下旬に実施 

 

＜使用新聞教材＞ 京都 ALS女性に対する嘱託殺人をめぐる報道 

  資料① 『朝日新聞』2020 年 7月 24日および 7月 25日の事件報道 

  資料② 『沖縄タイムス』2020年 7月 25日の事件についての社説 

  資料③ 『琉球新報』2020 年 8月 10日～9月 21日の連載「「安楽死」を問う」1～5 

議論する力」を育成すること、を柱に取り組んでみた。今回は、その１年間の取り組みの様子を概観し

てみたい。（比嘉 啓信）  
 

２ 本校の取り組み（主なもの）  

  【３年生】 

①「比嘉 啓信：地理 B・政治経済/日々の授業内容との関連から（『中印国境問題から考える』、『コロ

ナ特措法について』、『コロナによる雇い止め問題から考える』など）、『自己の進路との関連から（進

路との関連記事の検索、記事の要約まとめ→意見・感想の交流→それらを受けて、各自で自己の意

見・考えを再考するとりくみを繰り返し実施）など） 

 ②「齊藤 憲：倫理/「生命倫理」～「自己決定」、「SOL」と「QOL」、「尊厳死」と「安楽死」、「緩和ケ

ア」、「リヴィング・ウィル」を焦点に～」（以下、掲載の実践例参照） 

③「いっしょに読もう新聞コンクール」（夏季休業中の課題として）  
  ④「新聞感想文」（夏季休業中の課題として）  
  【２年生】 

①「多和田真士：世界史 B/各単元で扱う国々の現在の社会情勢をより身近に感じさせる狙いから、最新

の新聞記事を活用し、授業に取り組む」（以下、掲載の実践例参照） 

②「いっしょに読もう新聞コンクール」（夏季休業中の課題として）  
  ③「新聞感想文」（夏季休業中の課題として）  

 ④「玉元大輔：選択化学/化学的な観点から、歴史的建造物の「赤」の発色のメカニズムを理解する。

首里城と「久志弁柄」に関する新聞記事の基本的な事項を要約する。再建時に、再建前の色と違って

も旧王国時代の塗料を使うべきか、また、文化財をめぐる細部への「こだわり」について、自らの意

見を述べる。」（以下掲載の実践例参照） 

  【1 年生】 

    ①「いっしょに読もう新聞コンクール」（夏季休業中の課題として）  
  ②「新聞感想文」（夏季休業中の課題として）  

③「比嘉啓信/現代社会：『再生医療の発達と人間の尊厳について考える』、『匿名を利用した SNSでの誹

謗中傷事件から考える』など」 

 

３ 成果（主なもの）  

（１）いっしょに読もう新聞コンクール（主催：財団法人日本新聞協会）  
     ①全国学校奨励賞（２年連続受賞） 

    ②沖縄県 NIE 推進協議会長賞  島田
し ま だ

 ひまり（２年）  

（２）第１０回 新聞スクラップコンテスト（主催：沖縄タイムス社） 

【新聞感想文部門】 
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（４）令和２年度 税に関する高校生の作文 
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４ 実践事例報告  

（１）齊藤 憲（３年 倫理）  

 昨年度のこの実践報告のまとめで、生徒の「読解力の不足」を解消する手段として NIEに取り組む旨を

述べた。その問題意識は、次の 2点を達成させたいという点にある。 

① 教科書とは違いゴシック強調のない資料から、5W1Hなど基本的な情報を正確に把握し、まとめる 

② 把握した問題に対して、自分なりに問いを深め、自らの意見を述べる 

 これは、冒頭で比嘉が述べた、「公共」を見据えての実践課題（1）（2）と通底するものである。以上を

ふまえ、今年度 3年生の「倫理」の授業において行った実践を報告したい。 

 

［1］ 授業の概要 

＜授業科目・単元＞ 倫理 「生命倫理」 

 ～「自己決定」、「SOL」と「QOL」、「尊厳死」と「安楽死」、「緩和ケア」、「リヴィング・ウィル」～ 

 

＜学習の目標＞ 

 ＊ゴシック強調のない文章を自分で熟読し、必要な情報を把握する力を養う。 

 ＊「哲学者の道具箱」を活用し、テーマについて思考を深める課程を体験する。 

 ＊対話を通じて考えを整理し、記事の要点と自らの意見を区別しながら説明する能力を養う。 

 ＊テーマについて、自らの意見をまとめる。 

 

＜授業対象クラス＞ 3年生普通科 2クラス 2020年 11月中～下旬に実施 

 

＜使用新聞教材＞ 京都 ALS女性に対する嘱託殺人をめぐる報道 

  資料① 『朝日新聞』2020 年 7月 24 日および 7月 25日の事件報道 

  資料② 『沖縄タイムス』2020 年 7月 25日の事件についての社説 

  資料③ 『琉球新報』2020 年 8月 10日～9月 21日の連載「「安楽死」を問う」1～5 

議論する力」を育成すること、を柱に取り組んでみた。今回は、その１年間の取り組みの様子を概観し

てみたい。（比嘉 啓信）  
 

２ 本校の取り組み（主なもの）  

  【３年生】 

①「比嘉 啓信：地理 B・政治経済/日々の授業内容との関連から（『中印国境問題から考える』、『コロ

ナ特措法について』、『コロナによる雇い止め問題から考える』など）、『自己の進路との関連から（進

路との関連記事の検索、記事の要約まとめ→意見・感想の交流→それらを受けて、各自で自己の意

見・考えを再考するとりくみを繰り返し実施）など） 

 ②「齊藤 憲：倫理/「生命倫理」～「自己決定」、「SOL」と「QOL」、「尊厳死」と「安楽死」、「緩和ケ

ア」、「リヴィング・ウィル」を焦点に～」（以下、掲載の実践例参照） 

③「いっしょに読もう新聞コンクール」（夏季休業中の課題として）  
  ④「新聞感想文」（夏季休業中の課題として）  
  【２年生】 

①「多和田真士：世界史 B/各単元で扱う国々の現在の社会情勢をより身近に感じさせる狙いから、最新

の新聞記事を活用し、授業に取り組む」（以下、掲載の実践例参照） 

②「いっしょに読もう新聞コンクール」（夏季休業中の課題として）  
  ③「新聞感想文」（夏季休業中の課題として）  

 ④「玉元大輔：選択化学/化学的な観点から、歴史的建造物の「赤」の発色のメカニズムを理解する。

首里城と「久志弁柄」に関する新聞記事の基本的な事項を要約する。再建時に、再建前の色と違って

も旧王国時代の塗料を使うべきか、また、文化財をめぐる細部への「こだわり」について、自らの意

見を述べる。」（以下掲載の実践例参照） 

  【1 年生】 

    ①「いっしょに読もう新聞コンクール」（夏季休業中の課題として）  
  ②「新聞感想文」（夏季休業中の課題として）  
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３ 成果（主なもの）  

（１）いっしょに読もう新聞コンクール（主催：財団法人日本新聞協会）  
     ①全国学校奨励賞（２年連続受賞） 

    ②沖縄県 NIE 推進協議会長賞  島田
し ま だ

 ひまり（２年）  

（２）第１０回 新聞スクラップコンテスト（主催：沖縄タイムス社） 

【新聞感想文部門】 
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報道の内容を検証する姿勢を持たせる意図で、P4C（Philosophy for children）で用いられるという

「哲学者の道具箱」（事前に配布済み）を用いた問いの例を授業者から提示した。しかし、内容的にも時

間的にも、生徒自ら「道具箱」を用いて読みを深める段階にまでは進めなかった。 

 

＜授業Ⅲ＞ 資料③・・・『琉球新報』の連載 1～5 

冒頭で、ALSの疑似体験として、文字盤を視線だけで追ってメッセージを伝える活動をした。伝える

側・読み取る側を交換しながら意欲的に取り組んでいたのはよかったが、レクリエーションのようになっ

ていた。この活動のまとめとして、我々は普段どおりのコミュニケーションに「戻る」ことができるが、

ALS はそうではないことを認識してほしい、と伝えたが、扱うテーマの深刻さを生徒に意識づけできてい

たかどうかについては反省している。 

 後半は、ジグソー法の第 1段階として、数人のグループに分かれて連載の 1回分について読み進める活

動をした。黙読 → 音読 → 要約 → 批判的吟味 → 自分の意見の順にワークシートに沿って進めさせ

た。意欲的な生徒が集まったグループとそうでないグループで活動の質に大きな違いが出てしまい、効果

的な介入ができなかった。 

 

＜授業Ⅳ＞ 資料③・・・『琉球新報』の連載 1～5 

 冒頭は第 1段階のグループで集まり、内容の確認をした。続いて、ジグソー法の第 2段階として、連載

の各記事担当が集まるグループを再編成し、プレゼンテーションをさせた。 

 授業の時期の問題もあって欠席が多く、ⅢにいなかったがⅣに参加した生徒、またはその逆などがい

て、あまり有効な活動にならなかったグループもあった。とはいえ、連載の筆者の主張の紹介と自分の意

見の表明、という形式については、ほとんどの生徒が意識して実践できていた点はある程度評価できる。 

 最後に、他の記事（生徒には担当記事のみ配布）についてのプレゼンもふまえて、今回の授業のまとめ

をワークシートに記入させた。予想通り、“本人が望むなら”“何もできないなら苦しいだけ”といった理

由づけでの「安楽死」肯定論が多く見られた。ただ、数人は、多様な視点に触れて、この問題を自分に関

わるものとして考えようとする姿勢を示してくれた。以下に、いくつか生徒の感想を挙げておく。 

 

＊「私が今回の ALS患者の事件について学んで、授業で初めて ALSについて知り、この事件の安楽死に賛

成でした。患者の苦しみは本人にしかわからないし、本人が望むのならその通りにすべきだという考えし

かありませんでした。なので、犯人が罪に問われる理由がわかりませんでした。ですが、ALS患者の方の

意見を新聞記事で読んで、患者の気持ちは移り変わりしやすく、命は自分だけの命ではないという意見に

心を打たれました。 

もし身近な人、もしくは自分が ALSになってしまったら、相手や自分の意見を尊重していきたいです。

また、安楽死の法律について日本はもっと見直すべきだと思った。新聞にも記載されていたように、ALS

患者の中には生きろと言われるのが死ぬより辛いと感じている人もいるといっていたので、他の国を参考

にして本人の意志が尊重されるようにしていってほしいと思った。」 

 

＊「ALSという病気について、たびたびニュースや新聞で見ますが、実感がわかないというのが私の考え

ていることです。実際に目の前で見ていないのでどれだけ苦しいのか、どれだけつらいのか、新聞やニュ

ースを見ているだけではわかりませんでした。私は実際に目で見て、その人に聞いて、体験を聞いてみた

いと思っています。安楽死について、私は五分五分です。理由としては、安楽死をすることにより、苦し

みから救われることになる。しかし、これは自殺だ、と岡部さんと久坂部さんは言っています。私もその

意見には賛成です。ですが、本当に自殺と言っていいのかと思う私もいます。その人の意見としては自殺

 授 業 概 要 

Ⅰ 

＊ALS、日本における「安楽死」条件について発問 

＊資料①とワークシートを配布。上記の発問の答えを記事から探して記入する。また今回の事

件について 5W1H の観点で基本事項を整理し、理解する。 

Ⅱ 

＊前回のワークシートについて、基本事項を確認する。 

＊資料②を配布して、今回の事件についての一つの意見を把握させる。社説を要約する。 

＊「哲学者の道具箱」（生徒には事前に配布済み）を活用しながら、資料について授業者が読み

を深める実演をする。 

＊この事件について、どんな論点があるのかを確認する。 

Ⅲ 

＊ペアで ALS 疑似体験（文字板を視線で追って意志を伝達） 

＊ジグソー法①-1 

生徒を A～Eの 5グループ（A-1、A-2のように各 2班）に区分し、今回は記号ごとのグループ

に着席させる。 

各記号には資料③の連載のうちの 1回を配布し、グループで読み進める。その際に、「哲学者

の道具箱」の活用を促す。 

Ⅳ 

＊ジグソー法①-2 

別グループでの発表に向けて、資料の説明 1分 30秒、自分の意見 30秒の計 2 分間のプレゼ

ンテーションを準備し、今回のグループ内で予行を行う。 

＊ジグソー法② 

 生徒を A～Eが揃うように 5人グループで着席させる。 

 A～Eそれぞれが、自らの担当する記事について準備した 2分間のプレゼンテーションを行

う。発表者以外は、内容をメモするとともに「哲学者の道具箱」を利用して質問をする。 

＊授業のまとめとして、テーマについて 400字で自らの意見を述べる（提出）。 

 

［2］実践の様子 

＜授業Ⅰ＞ 資料①・・・『朝日新聞』の事件報道記事 

「ALSについて知っていること」や「日本で安楽死が認められる条件」などについて発問し、自分なり

の答えを書かせた後、記事を読ませて正確な内容をまとめさせるのが前半。後半は、ワークシートの 5W1H

にしたがって、事件の概要をつかませる作業をした。 

自分で読み進めて、表を埋めることができる生徒は半分弱。机間巡視や声かけで促しても、意欲がわか

ない生徒もいた。生徒の認知の領域にも配慮して、資料の読み方の指導方法を改善する必要がある。 

 

＜授業Ⅱ＞ 資料②・・・『沖縄タイムス』の社説 

ワークシートに従って、まずは黙読を、つづいてペアでの音読を指示し、重要と思われる箇所の抜き出

しを行う。さらに、ペアで共同して段落ごとの要約を行わせた。黙読・音読の両方を課した理由は、認知

における聴覚優位および視覚優位の生徒双方を想定したからである。ただ、音読は、互いの音声に集中で

きる環境とはいいがたいため、あまり効果はみられなかった。また、丁寧な読みを促すために、社説の段

落ごとの要約を行わせたが、これも特に効果的であったとはいえず、真面目に取り組むペアの生徒の内容

を書き写すだけの生徒も散見された。 
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また、安楽死の法律について日本はもっと見直すべきだと思った。新聞にも記載されていたように、ALS

患者の中には生きろと言われるのが死ぬより辛いと感じている人もいるといっていたので、他の国を参考
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ースを見ているだけではわかりませんでした。私は実際に目で見て、その人に聞いて、体験を聞いてみた
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みから救われることになる。しかし、これは自殺だ、と岡部さんと久坂部さんは言っています。私もその

意見には賛成です。ですが、本当に自殺と言っていいのかと思う私もいます。その人の意見としては自殺
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＊「哲学者の道具箱」（生徒には事前に配布済み）を活用しながら、資料について授業者が読み

を深める実演をする。 

＊この事件について、どんな論点があるのかを確認する。 
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＊ペアで ALS疑似体験（文字板を視線で追って意志を伝達） 

＊ジグソー法①-1 

生徒を A～Eの 5グループ（A-1、A-2のように各 2班）に区分し、今回は記号ごとのグループ

に着席させる。 

各記号には資料③の連載のうちの 1回を配布し、グループで読み進める。その際に、「哲学者

の道具箱」の活用を促す。 
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別グループでの発表に向けて、資料の説明 1分 30秒、自分の意見 30秒の計 2 分間のプレゼ

ンテーションを準備し、今回のグループ内で予行を行う。 
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 生徒を A～Eが揃うように 5人グループで着席させる。 

 A～Eそれぞれが、自らの担当する記事について準備した 2分間のプレゼンテーションを行

う。発表者以外は、内容をメモするとともに「哲学者の道具箱」を利用して質問をする。 

＊授業のまとめとして、テーマについて 400字で自らの意見を述べる（提出）。 

 

［2］実践の様子 

＜授業Ⅰ＞ 資料①・・・『朝日新聞』の事件報道記事 

「ALSについて知っていること」や「日本で安楽死が認められる条件」などについて発問し、自分なり

の答えを書かせた後、記事を読ませて正確な内容をまとめさせるのが前半。後半は、ワークシートの 5W1H

にしたがって、事件の概要をつかませる作業をした。 

自分で読み進めて、表を埋めることができる生徒は半分弱。机間巡視や声かけで促しても、意欲がわか

ない生徒もいた。生徒の認知の領域にも配慮して、資料の読み方の指導方法を改善する必要がある。 

 

＜授業Ⅱ＞ 資料②・・・『沖縄タイムス』の社説 

ワークシートに従って、まずは黙読を、つづいてペアでの音読を指示し、重要と思われる箇所の抜き出

しを行う。さらに、ペアで共同して段落ごとの要約を行わせた。黙読・音読の両方を課した理由は、認知

における聴覚優位および視覚優位の生徒双方を想定したからである。ただ、音読は、互いの音声に集中で

きる環境とはいいがたいため、あまり効果はみられなかった。また、丁寧な読みを促すために、社説の段

落ごとの要約を行わせたが、これも特に効果的であったとはいえず、真面目に取り組むペアの生徒の内容

を書き写すだけの生徒も散見された。 
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と考えきれますが、本当に苦しい人、つらい人にとっては、解放される一番の幸福だと私は考えます。安

楽死については良いとも悪いとも言いきれません。ですが、安楽死の考え方については人それぞれなの

で、これと決めつけてはいけないと思います。」 

 

［3］ 総括 

充分に準備したとはいえない授業ではあったが、正確な読解・情報把握と発信、および自分の意見の表

明という目的に照らして、適切な題材ではあったと考えて 

いる。ただ、正確な資料読解を指導するスキル、こちらの 

設定したテーマに生徒を引きつける仕掛けが決定的に不足 

していたと反省している。NIEの先行事例に学んで、次年 

度以降の改善に繋げていきたい。 
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「哲学者の道具箱」 
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ワークシート no.4 
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「３」総括 

現在起きている出来事をとりあげることにより、“これまでの歴史が現代をつくる”という学習目標に

は到達することはできたのではないかと感じた。他方で、生徒一人一人の「興味・関心」を促すために彼

らの身近な出来事として捉えされることができなかったことと、彼らの考える力を押し上げるために必要

な力を引き出すための働きかけが不十分だったことを反省している。 

しかし、若い世代に注目が高い SNSのアプリに関する現代の問題などをとりあげ、互いに共有できる共

通の関心を持つことで、テーマについて、自らの意見をまとめ発表するという学習目標は非常に良いクラ

スの環境の中で達することができたのではないかと感じた。その中でも、補助教材としてタブレットを使

い問題の背景にある複雑な情報や歴史的要因などの情報をより正確に選別し探求するよう誘導するという

こちら側の働きかけは、普段読み慣れていない「新聞」を読み進めるうえで非常に効果的だったと感じ

た。次年度以降も、タブレットを補助教材として積極的に活用していきたい。 

（２）多和田実践 

各単元で扱う国々の現在の社会情勢をより身近に感じさせる狙いから、最新の新聞記事を活用し、授業に

取り組んだ。 

 

［１］授業の概要 

＜授業科目・単元＞ 世界史 B 

「古代オリエント世界」「中国文明」「南北アメリカ文明」 

 

＜学習目標＞ 

＊タブレットを活用し、文章の内容を理解するために必要な情報を選別する力を養う。 

＊グループ活動を通じて他者の考えに触れ、自らの考えを広げる能力を養う。 

＊テーマについて、自らの意見をまとめ発表する。 

＊現代の社会問題と今までの歴史の関連性を理解する。 

 

＜授業対象クラス＞ 2年生普通科 3クラス 2020年 6月中、11月中 

 

＜使用新聞教材＞  

資料①『沖縄タイムス』 2020 年 6月 12日「奴隷商人の像各地で撤去 英 黒人暴行死事件を機に」 

資料②『琉球新報』 2020年 9月 29日「Tik Tok配信継続 米地裁判断、禁止差し止め」 

 

「２」生徒の回答例（ワークシートから） 
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［3］ 総括 

 教科の特性を生かした着眼の授業であり、首里城焼失 1年後、また「久志」という本校の通学区域に関

連する記事を素材としていることから、生徒も身近に感じられたのではないかと思われる。 

生徒の回答からも、これまでおそらく考えたことのないテーマについて、自分なりの言葉を紡ぎ出そう

としている様子が窺える。本校では、進路指導部が主導して、教科横断型授業の取り組みが行われている

が、この授業も、それと軌を一にする面がある。いわゆる「社会科」にとどまらないこうした NIEの取り

組みは、新しい指導要領の下でも、重要な部分を占めていくものと想像される。 

現在は各教諭の裁量で新聞記事の選定等が行われているため、同じテーマを異なる教科で重複して扱う

ことになる恐れもある。ただ、本校のような規模の学校であれば、相互の連絡調整でそうした問題は回避

できるともいえる。他教科ともこれまで以上に連携して、高校の学びの中で社会の動きを日常的に扱う体

制を作りたい。 

 

７ 課題と展望  

今年度は、「１．はじめに」で述べた課題意識をもとに、新聞記事をもとに社会的課題・問題に対する

自己の見解・意見をできるだけ多くの人と交流させながら、他の人がどのような社会的課題や問題に興

味・関心を持っているのかということを起点に自分の興味・関心や課題意識を相対化する作業を取り入れ

るようにしてみた。もちろん、その過程で、そうした課題意識や自己の見解・意見をよりわかりやすく伝

える力の育成にもフォーカスした実践を意識した。最初は、ぎこちない部分もあったが、回数をこなして

いくうちに、自己の見解や意見に対する肯定的な評価や意見を受け取ることで自信が持てるようになった

生徒も増え、自己の見解や意見に対する意見（時には反論も含めて）をもらうことで、改めて自己の認識

や考え・意見を問い直し、焼き直す作業を試みる様子も見られた。昨年度も同じようなことを書いたが、

本校の生徒達、特に学力の上での下位層は、日常的に自分の考えや意見をまとめて話すことを不得手とす

ると同時に、その作業に対してかなり消極的な反応をすることが多い。これもこれまでの経験の積み重ね

によるものであろうが、これまでの色々な学習経験や生活体験等から形づくられた意識なども影響してい

るその心理的な（ある意味、強固な）壁を、いかに揺り動かし、崩し、外部に心を自由に解放していくこ

とができるようになるかどうかが、これからの学習の質の転化や学習意欲の自己展開において、非常に重

要な鍵となる。このような変化が生徒に出ていることからも分かるように、NIE教育実践には、その可能

性があるとあらためて意識させられた 1年であった。あわせて、生徒達の進路実現に向けた学力をいかに

向上させていくかという点で、「読みを深める力」、そして、それをもとにした「自分の考えや思いを“わ

かりやすく伝える”力」の育成においても NIE教育実践が持つ魅力は非常に大きい。今後も、NIE教育実

践のもつ魅力だけでなく、それらをもとに上記のような課題を持つ生徒達へのアプローチの方法を工夫

し、より効果的で実践的な取り組みを進めていけるよう、４年間の実践内容を精査し、来年度以降も精力

的に NIE教育に取り組んでいきたい。 

最後に、これまで、この４年間、本校の NIE教育活動に支援を下さった多くの皆様に、この場をお借り

して感謝申し上げます。【比嘉 啓信】  

  
今年度は、意識して新聞を素材とする授業を構想してみたが、生徒の関心・意欲をうまく喚起できない 

（３）他教科（化学）での実践 

［1］ 授業の概要 

＜実践者＞ 玉元 大輔 教諭（理科、化学） 

 

＜学習の目標＞ 

 ＊化学的な観点から、歴史的建造物の「赤」の発色のメカニズムを理解する。 

 ＊首里城と「久志弁柄」に関する新聞記事の基本的な事項を要約する。 

 ＊再建時に、再建前の色と違っても旧王国時代の塗料を使うべきか、また、文化財をめぐる細部への 

「こだわり」について、自らの意見を述べる。。 

 

＜授業対象クラス＞ 2年生普通科 化学基礎選択者（3クラス） 2020年 11月 2日 

 

＜使用新聞教材＞ 「首里正殿への「県産の赤」検討」、『沖縄タイムス』 2020年 10月 31日 

 

［2］ 生徒の回答より 

＜設問 2：首里城の再建時には久志弁柄を採用してほしいですか？ 久志弁柄を用いた場合、首里城の外

観など与える影響も含めて、100 字以上でまとめなさい。＞ 

 

 

 

 

 

 

＜設問 3：首里城の火災から 1年が経ちますが、首里城や琉球の美術工芸品について、そのつくりやこだ

わりに対して、あなたの意見を書いてください。。＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

86 沖縄県立 宜野座高等学校　87



 

 

 

 

 

 

［3］ 総括 

 教科の特性を生かした着眼の授業であり、首里城焼失 1年後、また「久志」という本校の通学区域に関

連する記事を素材としていることから、生徒も身近に感じられたのではないかと思われる。 

生徒の回答からも、これまでおそらく考えたことのないテーマについて、自分なりの言葉を紡ぎ出そう

としている様子が窺える。本校では、進路指導部が主導して、教科横断型授業の取り組みが行われている

が、この授業も、それと軌を一にする面がある。いわゆる「社会科」にとどまらないこうした NIEの取り

組みは、新しい指導要領の下でも、重要な部分を占めていくものと想像される。 

現在は各教諭の裁量で新聞記事の選定等が行われているため、同じテーマを異なる教科で重複して扱う

ことになる恐れもある。ただ、本校のような規模の学校であれば、相互の連絡調整でそうした問題は回避

できるともいえる。他教科ともこれまで以上に連携して、高校の学びの中で社会の動きを日常的に扱う体

制を作りたい。 

 

７ 課題と展望  

今年度は、「１．はじめに」で述べた課題意識をもとに、新聞記事をもとに社会的課題・問題に対する

自己の見解・意見をできるだけ多くの人と交流させながら、他の人がどのような社会的課題や問題に興

味・関心を持っているのかということを起点に自分の興味・関心や課題意識を相対化する作業を取り入れ

るようにしてみた。もちろん、その過程で、そうした課題意識や自己の見解・意見をよりわかりやすく伝

える力の育成にもフォーカスした実践を意識した。最初は、ぎこちない部分もあったが、回数をこなして

いくうちに、自己の見解や意見に対する肯定的な評価や意見を受け取ることで自信が持てるようになった

生徒も増え、自己の見解や意見に対する意見（時には反論も含めて）をもらうことで、改めて自己の認識

や考え・意見を問い直し、焼き直す作業を試みる様子も見られた。昨年度も同じようなことを書いたが、

本校の生徒達、特に学力の上での下位層は、日常的に自分の考えや意見をまとめて話すことを不得手とす

ると同時に、その作業に対してかなり消極的な反応をすることが多い。これもこれまでの経験の積み重ね

によるものであろうが、これまでの色々な学習経験や生活体験等から形づくられた意識なども影響してい

るその心理的な（ある意味、強固な）壁を、いかに揺り動かし、崩し、外部に心を自由に解放していくこ

とができるようになるかどうかが、これからの学習の質の転化や学習意欲の自己展開において、非常に重

要な鍵となる。このような変化が生徒に出ていることからも分かるように、NIE教育実践には、その可能

性があるとあらためて意識させられた 1年であった。あわせて、生徒達の進路実現に向けた学力をいかに

向上させていくかという点で、「読みを深める力」、そして、それをもとにした「自分の考えや思いを“わ

かりやすく伝える”力」の育成においても NIE教育実践が持つ魅力は非常に大きい。今後も、NIE教育実

践のもつ魅力だけでなく、それらをもとに上記のような課題を持つ生徒達へのアプローチの方法を工夫

し、より効果的で実践的な取り組みを進めていけるよう、４年間の実践内容を精査し、来年度以降も精力

的に NIE教育に取り組んでいきたい。 

最後に、これまで、この４年間、本校の NIE教育活動に支援を下さった多くの皆様に、この場をお借り

して感謝申し上げます。【比嘉 啓信】  

  
今年度は、意識して新聞を素材とする授業を構想してみたが、生徒の関心・意欲をうまく喚起できない 

（３）他教科（化学）での実践 

［1］ 授業の概要 

＜実践者＞ 玉元 大輔 教諭（理科、化学） 

 

＜学習の目標＞ 

 ＊化学的な観点から、歴史的建造物の「赤」の発色のメカニズムを理解する。 

 ＊首里城と「久志弁柄」に関する新聞記事の基本的な事項を要約する。 

 ＊再建時に、再建前の色と違っても旧王国時代の塗料を使うべきか、また、文化財をめぐる細部への 

「こだわり」について、自らの意見を述べる。。 

 

＜授業対象クラス＞ 2年生普通科 化学基礎選択者（3クラス） 2020年 11月 2日 

 

＜使用新聞教材＞ 「首里正殿への「県産の赤」検討」、『沖縄タイムス』 2020年 10月 31日 

 

［2］ 生徒の回答より 

＜設問 2：首里城の再建時には久志弁柄を採用してほしいですか？ 久志弁柄を用いた場合、首里城の外

観など与える影響も含めて、100 字以上でまとめなさい。＞ 

 

 

 

 

 

 

＜設問 3：首里城の火災から 1年が経ちますが、首里城や琉球の美術工芸品について、そのつくりやこだ

わりに対して、あなたの意見を書いてください。。＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

86 沖縄県立 宜野座高等学校　87



【沖縄県ＮＩＥ推進協議会組織（２０２０年度）】
＜会長＞ 仲村守和（元沖縄県教育長）
＜副会長＞ 与那嶺一枝（沖縄タイムス社編集局長）

松元剛（琉球新報社編集局長）
＜顧問＞ 山内彰（元沖縄県教育長）

武富和彦（沖縄タイムス社代表取締役社長）
玻名城泰山（琉球新報社代表取締役社長）

＜ＮＩＥアドバイザー＞
甲斐崇（西原町教育委員会指導主事）
佐久間洋（恩納村立恩納小学校教頭）
國吉美穂（興南中・高等学校教諭）
松田美奈子（沖縄市立コザ中学校主幹教諭）
宮城英誉（名護市立大宮小学校教諭）
比嘉美保（沖縄県立桜野特別支援学校教諭）
宮城通就（沖縄県立辺土名高等学校教諭）

＜事務局長＞高良利香（琉球新報社編集局 推進室長）
※事務局は沖縄タイムス社と琉球新報社が２年交代で担当

＜会員社＞琉球新報社▷沖縄タイムス社▷宮古毎日新聞社（那覇支社）▷八重山毎日新聞
（那覇支局）▷朝日新聞社（那覇総局）▷毎日新聞社（那覇支局）▷読売新聞社（那覇支局）
▷日本経済新聞社（那覇支局）▷共同通信社（那覇支局）▷時事通信社（那覇支局）

【沖縄県ＮＩＥ運動の経過】
＜１９９６年（平成８年）＞
「沖縄県ＮＩＥ連絡会」結成
７月２５日 第１回ＮＩＥ全国大会（東京都） 。新聞社員２名、県教育庁指導主事２名

が参加
＜１９９９年（平成１１年）＞
日本新聞教育文化財団によるＮＩＥ実践指定校に那覇市立松島小、同古蔵中、県立首里

東高。※翌年以降の実践指定校は別紙一覧表に掲載
＜２０００年（平成１２年）＞
２月２６日 県ＮＩＥ連絡会を母体に「沖縄県ＮＩＥ推進協議会」設立総会。全国３３番

目。初代会長に津留健二元教育長。事務局を沖縄タイムス社に設置
７月２７日 ＮＩＥ全国大会（神奈川県）参加

＜２００１年（平成１３年）＞
３月１６日 県ＮＩＥ推進協議会総会。津留会長再任

ままであった。総合的な学習の時間でも新聞切り抜きを用いた相互プレゼンテーションに取り組ませた

が、これも生徒の活動を活性化させることができなかった。つまり、授業者が材料を与える形式でも、生

徒が自ら材料を選ぶ形式でも、不首尾に終わったといえる。 

 スクロール・タップ・音声入力に長けた世代にとっての、新聞という媒体への馴染みのなさも原因の一

つであると考える。この課題を解消するには、授業者として、より丁寧に新聞をどう読むかを教えること

が必要であろうと感じているところである。 

 次年度は、新聞の中に現れる数量的なデータ、特にグラフや表に着目させて、「読む」「考える」「話す」

活動ができないか、検討してみたい。【齊藤 憲】  
 

今年度は単元の内容をより身近に感じさせることで、歴史に対する「興味・関心」を引き出すことを特

に意識した。新聞教材を使い、各国の現代的な情勢を理解することがそれらを作る今までの歴史に対する

見方や考え方などをあらゆる方向からより効果的に刺激することを予想していた。補助教材としてタブレ

ット教材を使いより深い文章の内容理解にも努めたが、「新聞」を使うことが生徒の授業の中での活き活

きとした活動を促す教材にはならなかった。それは授業者側が生徒に新聞を読むことの重要性や価値など

を伝えることができていないからであろうと感じた。次年度は、新聞だけでなく webなどにあふれるあら

ゆる情報などを用いて新聞とそれらを比較させながら、選別させることに力を入れていきたい。その活動

を通して生徒自らの意思で新聞の価値を見つけてほしいと思う。【多和田 真士】 
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【沖縄県ＮＩＥ推進協議会組織（２０２０年度）】
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＜事務局長＞高良利香（琉球新報社編集局 推進室長）
※事務局は沖縄タイムス社と琉球新報社が２年交代で担当
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（那覇支局）▷朝日新聞社（那覇総局）▷毎日新聞社（那覇支局）▷読売新聞社（那覇支局）
▷日本経済新聞社（那覇支局）▷共同通信社（那覇支局）▷時事通信社（那覇支局）

【沖縄県ＮＩＥ運動の経過】
＜１９９６年（平成８年）＞
「沖縄県ＮＩＥ連絡会」結成
７月２５日 第１回ＮＩＥ全国大会（東京都） 。新聞社員２名、県教育庁指導主事２名

が参加
＜１９９９年（平成１１年）＞
日本新聞教育文化財団によるＮＩＥ実践指定校に那覇市立松島小、同古蔵中、県立首里

東高。※翌年以降の実践指定校は別紙一覧表に掲載
＜２０００年（平成１２年）＞
２月２６日 県ＮＩＥ連絡会を母体に「沖縄県ＮＩＥ推進協議会」設立総会。全国３３番

目。初代会長に津留健二元教育長。事務局を沖縄タイムス社に設置
７月２７日 ＮＩＥ全国大会（神奈川県）参加

＜２００１年（平成１３年）＞
３月１６日 県ＮＩＥ推進協議会総会。津留会長再任

ままであった。総合的な学習の時間でも新聞切り抜きを用いた相互プレゼンテーションに取り組ませた

が、これも生徒の活動を活性化させることができなかった。つまり、授業者が材料を与える形式でも、生

徒が自ら材料を選ぶ形式でも、不首尾に終わったといえる。 

 スクロール・タップ・音声入力に長けた世代にとっての、新聞という媒体への馴染みのなさも原因の一

つであると考える。この課題を解消するには、授業者として、より丁寧に新聞をどう読むかを教えること

が必要であろうと感じているところである。 

 次年度は、新聞の中に現れる数量的なデータ、特にグラフや表に着目させて、「読む」「考える」「話す」

活動ができないか、検討してみたい。【齊藤 憲】  
 

今年度は単元の内容をより身近に感じさせることで、歴史に対する「興味・関心」を引き出すことを特

に意識した。新聞教材を使い、各国の現代的な情勢を理解することがそれらを作る今までの歴史に対する

見方や考え方などをあらゆる方向からより効果的に刺激することを予想していた。補助教材としてタブレ

ット教材を使いより深い文章の内容理解にも努めたが、「新聞」を使うことが生徒の授業の中での活き活

きとした活動を促す教材にはならなかった。それは授業者側が生徒に新聞を読むことの重要性や価値など

を伝えることができていないからであろうと感じた。次年度は、新聞だけでなく webなどにあふれるあら

ゆる情報などを用いて新聞とそれらを比較させながら、選別させることに力を入れていきたい。その活動

を通して生徒自らの意思で新聞の価値を見つけてほしいと思う。【多和田 真士】 
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大城浩統括官にＮＩＥへの一層の理解と連携を要請
４月 財団指定の実践校「奨励枠」に県内から初めて北中城村立北中城小学校、宜野湾小

学校（ともに０９年度指定）を推薦し、認定される
５月１４日 ＮＩＥワークショップ（沖縄タイムス社で）
６月１日 県独自指定校制度が発足。協議会が４校を指定し、沖縄タイムス・琉球新報２

紙を提供開始。１０年度はうるま市立比嘉小学校、豊見城市立豊見城中学校（以上０９年財
団指定校）、うるま市立石川中学校、与那原町立与那原中学校（以上新規）
６月５日 九州地区事務局長会議・アドバイザー会議（熊本市）に与那嶺功事務局長、兼

松力アドバイザー出席
６月２９日 県ＮＩＥ推進協議会総会。山内会長再任
７月２９日 ＮＩＥ全国大会（熊本県）参加
１１月６日 第４回県ＮＩＥ実践フォーラム開催（沖縄タイムス社で）。教育関係者、保

護者ら２００人が参加した。越来小が国語の公開授業。記念講演は作家の大城貞俊さん（琉
球大学准教授）。兼松力教諭（ＮＩＥアドバイザー）、古波津聡越来小教諭、山城銀子小禄南
小校長、奥村敦子沖縄タイムス社学芸部デスク、佐藤ひろこ琉球新報社教育担当キャップを
パネリストに、佐久間洋宜野湾小教諭をコーディネーターにシンポジウム「新学習指導要領
とＮＩＥ」を行った
＜２０１１年（平成２３年）＞
２月９日 日本新聞教育文化財団の枝元一三コーディネーターを招いた特別講演会「新

学習指導要領とＮＩＥ」（主催＝読谷中、喜名小、共催＝県ＮＩＥ推進協議会）を読谷中学
校体育館で開催。村内の教職員ら約１２０人が参加した
２月１０日 金武正八郎県教育長に要請活動。山内会長、中根学沖縄タイムス社編集局長、

玻名城泰山琉球新報社編集局長、兼松アドバイザーらがＮＩＥ活動への理解と協力を要請
した
４月 ２０１０年６月にパイロット事業としてスタートした沖縄タイムス社と琉球新報

社による県指定校制度の継続を確認。５校を上限に指定予定
６月１７日 県ＮＩＥ推進協議会総会。事務局が琉球新報社へ
７月２４日 ＮＩＥ全国大会（青森県）。教師・事務局１３人、取材記者４人が参加
８月２日 ＮＩＥアドバイザー就任要請。山内会長らが４校訪問
９月１４日 日本新聞協会ＮＩＥ専門部会で仲程俊浩氏、佐久間洋氏、甲斐崇氏のＮＩＥ

アドバイザー認定が了承される
１０月１７日 日本新聞協会主催「第２回いっしょに読もう！新聞コンクール」の地域審

査（琉球新報社で）
１１月１２日 第５回県ＮＩＥ実践フォーラム（那覇市立小禄南小学校で）。全２６学級

で公開授業。保護者６００人を含む７５０人が参加
１２月１０日 県中学校総合文化祭。中学生が速報発行、両新聞社が支援。ＮＩＥ展示ブ

７月２６日 ＮＩＥ全国大会（兵庫県）参加
＜２００２年（平成１４年）＞
４月５日 県ＮＩＥ推進協議会総会。津留会長再任
８月１日 ＮＩＥ全国大会（北海道）参加

＜２００３年（平成１５年）＞
３月２７日 県ＮＩＥ推進協議会総会。会長に渡久地政吉元那覇市教育長。事務局を琉球

新報社へ
７月３１日 ＮＩＥ全国大会（島根県）参加

＜２００４年（平成１６年）＞
７月 日本新聞教育文化財団が「ＮＩＥアドバイザー」制度を発足。県内から兼松力教諭

が認定される
７月２９日 ＮＩＥ全国大会（新潟県）参加

＜２００５年（平成１７年）＞
３月２０日 「日本ＮＩＥ学会」が発足
４月２７日 県ＮＩＥ推進協議会総会。渡久地会長再任。事務局を沖縄タイムス社へ
７月２８日 ＮＩＥ全国大会（鹿児島県）参加
１１月７日 初めての「ＮＩＥ週間」実施

＜２００６年（平成１８年）＞
５月２５日 県ＮＩＥ推進協議会総会。渡久地会長再任
７月２７日 ＮＩＥ全国大会（茨城県）参加

＜２００７年（平成１９年）＞
県ＮＩＥ推進協議会総会。会長に山内彰元県教育長。事務局を琉球新報社へ
７月２６日 ＮＩＥ全国大会（岡山県）参加
１１月１０日 「沖縄県ＮＩＥ実践フォーラム」を初開催（琉球新報社で）

＜２００８年（平成２０年）＞
７月３１日 ＮＩＥ全国大会（高知県）参加
１１月８日 第２回県ＮＩＥ実践フォーラム開催（沖縄タイムス社で）

＜２００９年（平成２１年）＞
４月１７日 ＮＩＥ実践中間報告会（琉球新報社で）
５月９日 ＮＩＥワークショップ（琉球新報社で）
５月１８日 県ＮＩＥ推進協議会総会。山内会長再任。事務局を沖縄タイムス社へ
７月３０日 ＮＩＥ全国大会（長野県）参加
１０月３１日 第３回県ＮＩＥ実践フォーラム開催（琉球新報ホールで）

＜２０１０年（平成２２年）＞
３月５日 ＮＩＥ実践最終報告会（沖縄タイムス社で）
３月８日 山内会長、岸本沖縄タイムス社長、高嶺琉球新報社長らが県教育長を訪問し、
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大城浩統括官にＮＩＥへの一層の理解と連携を要請
４月 財団指定の実践校「奨励枠」に県内から初めて北中城村立北中城小学校、宜野湾小

学校（ともに０９年度指定）を推薦し、認定される
５月１４日 ＮＩＥワークショップ（沖縄タイムス社で）
６月１日 県独自指定校制度が発足。協議会が４校を指定し、沖縄タイムス・琉球新報２

紙を提供開始。１０年度はうるま市立比嘉小学校、豊見城市立豊見城中学校（以上０９年財
団指定校）、うるま市立石川中学校、与那原町立与那原中学校（以上新規）
６月５日 九州地区事務局長会議・アドバイザー会議（熊本市）に与那嶺功事務局長、兼

松力アドバイザー出席
６月２９日 県ＮＩＥ推進協議会総会。山内会長再任
７月２９日 ＮＩＥ全国大会（熊本県）参加
１１月６日 第４回県ＮＩＥ実践フォーラム開催（沖縄タイムス社で）。教育関係者、保

護者ら２００人が参加した。越来小が国語の公開授業。記念講演は作家の大城貞俊さん（琉
球大学准教授）。兼松力教諭（ＮＩＥアドバイザー）、古波津聡越来小教諭、山城銀子小禄南
小校長、奥村敦子沖縄タイムス社学芸部デスク、佐藤ひろこ琉球新報社教育担当キャップを
パネリストに、佐久間洋宜野湾小教諭をコーディネーターにシンポジウム「新学習指導要領
とＮＩＥ」を行った
＜２０１１年（平成２３年）＞
２月９日 日本新聞教育文化財団の枝元一三コーディネーターを招いた特別講演会「新

学習指導要領とＮＩＥ」（主催＝読谷中、喜名小、共催＝県ＮＩＥ推進協議会）を読谷中学
校体育館で開催。村内の教職員ら約１２０人が参加した
２月１０日 金武正八郎県教育長に要請活動。山内会長、中根学沖縄タイムス社編集局長、

玻名城泰山琉球新報社編集局長、兼松アドバイザーらがＮＩＥ活動への理解と協力を要請
した
４月 ２０１０年６月にパイロット事業としてスタートした沖縄タイムス社と琉球新報

社による県指定校制度の継続を確認。５校を上限に指定予定
６月１７日 県ＮＩＥ推進協議会総会。事務局が琉球新報社へ
７月２４日 ＮＩＥ全国大会（青森県）。教師・事務局１３人、取材記者４人が参加
８月２日 ＮＩＥアドバイザー就任要請。山内会長らが４校訪問
９月１４日 日本新聞協会ＮＩＥ専門部会で仲程俊浩氏、佐久間洋氏、甲斐崇氏のＮＩＥ

アドバイザー認定が了承される
１０月１７日 日本新聞協会主催「第２回いっしょに読もう！新聞コンクール」の地域審

査（琉球新報社で）
１１月１２日 第５回県ＮＩＥ実践フォーラム（那覇市立小禄南小学校で）。全２６学級

で公開授業。保護者６００人を含む７５０人が参加
１２月１０日 県中学校総合文化祭。中学生が速報発行、両新聞社が支援。ＮＩＥ展示ブ

７月２６日 ＮＩＥ全国大会（兵庫県）参加
＜２００２年（平成１４年）＞
４月５日 県ＮＩＥ推進協議会総会。津留会長再任
８月１日 ＮＩＥ全国大会（北海道）参加

＜２００３年（平成１５年）＞
３月２７日 県ＮＩＥ推進協議会総会。会長に渡久地政吉元那覇市教育長。事務局を琉球

新報社へ
７月３１日 ＮＩＥ全国大会（島根県）参加

＜２００４年（平成１６年）＞
７月 日本新聞教育文化財団が「ＮＩＥアドバイザー」制度を発足。県内から兼松力教諭

が認定される
７月２９日 ＮＩＥ全国大会（新潟県）参加

＜２００５年（平成１７年）＞
３月２０日 「日本ＮＩＥ学会」が発足
４月２７日 県ＮＩＥ推進協議会総会。渡久地会長再任。事務局を沖縄タイムス社へ
７月２８日 ＮＩＥ全国大会（鹿児島県）参加
１１月７日 初めての「ＮＩＥ週間」実施

＜２００６年（平成１８年）＞
５月２５日 県ＮＩＥ推進協議会総会。渡久地会長再任
７月２７日 ＮＩＥ全国大会（茨城県）参加

＜２００７年（平成１９年）＞
県ＮＩＥ推進協議会総会。会長に山内彰元県教育長。事務局を琉球新報社へ
７月２６日 ＮＩＥ全国大会（岡山県）参加
１１月１０日 「沖縄県ＮＩＥ実践フォーラム」を初開催（琉球新報社で）

＜２００８年（平成２０年）＞
７月３１日 ＮＩＥ全国大会（高知県）参加
１１月８日 第２回県ＮＩＥ実践フォーラム開催（沖縄タイムス社で）

＜２００９年（平成２１年）＞
４月１７日 ＮＩＥ実践中間報告会（琉球新報社で）
５月９日 ＮＩＥワークショップ（琉球新報社で）
５月１８日 県ＮＩＥ推進協議会総会。山内会長再任。事務局を沖縄タイムス社へ
７月３０日 ＮＩＥ全国大会（長野県）参加
１０月３１日 第３回県ＮＩＥ実践フォーラム開催（琉球新報ホールで）

＜２０１０年（平成２２年）＞
３月５日 ＮＩＥ実践最終報告会（沖縄タイムス社で）
３月８日 山内会長、岸本沖縄タイムス社長、高嶺琉球新報社長らが県教育長を訪問し、
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入れられ、２０人が受講。推進協に講師派遣依頼があり、兼松、佐久間両アドバイザーが校
種に分かれて講師を務めた
１１月３０日 第７回実践フォーラム（県立総合教育センターで）。沖縄市立コザ小学校

の４年生、５年生が公開授業。パネルディスカッションは実践校の教員、県教育行政、教育
センターからパネリスト・コーディネーターを招いて議論を深め、新聞社による新聞解育セ
ンターからパネリスト・コーディネーターを招いて議論を深め、新聞社による新聞解説・ワ
ークショップもあった。約１５０人が参加。※古波津聡沖縄市立コザ小学校教諭が５人目の
ＮＩＥアドバイザーに承認
＜２０１４年（平成２６年）＞
２月６日 山内彰会長、玻名城泰山琉球新報社取締役編集局長、武富和彦沖縄タイムス山

内彰会長ら７人が県教育庁に諸見里明県教育長を表敬訪問
３月４日 実践報告会（沖縄タイムス社）１２校が発表。ほか２校が紙面発表。県指定校

の拡大にともない、過去最大の報告校数になった
５月２４日 九州アドバイザー・事務局長会議を沖縄で開催（沖縄タイムス社）。沖縄か

らは推進協発足の経緯やフォーラム開催などの活動報告、教育センターにＮＩＥ出前講座
が盛り込まれたことなどを報告
６月２８日 ６月のおきなわＮＩＥセミナーから、セミナー開催前の午前中に実践教員

に呼び掛けて「研究部会」を開催。それぞれの実践を持ち寄り、情報交換
７月３１日 ＮＩＥ全国大会（徳島県）参加。８月１日まで
１１月１日 第８回実践フォーラム（県立総合教育センターで）興南中学校の国語の公開

授業、授業研究会を行った。約５０人が参加
＜２０１５年（平成２７年）＞
２月１３日 山内彰会長、副会長の武富和彦沖縄タイムス社取締役編集局長、潮平芳和山

内彰会長、兼松アドバイザー、佐久間アドバイザーが県教育庁に諸見里明県教育長を表敬訪
問
３月２日 実践報告会（沖縄タイムス社）日本新聞協会指定のうち、指定最終年の名護実

践報告会（沖縄タイムス社）日本新聞協会指定のうち、指定最終年の名護市立真喜屋小、興
南中学・高校、那覇市立小禄南小から報告を受け、３グループに分かれて報告の内容や日頃
の実践について意見交換
５月１９日 県ＮＩＥ推進協議会総会。事務局が琉球新報社へ
６月２５日 山内彰会長、甲斐崇ＮＩＥアドバイザーらが北中城村教育委員会に森田孟

則教育長らを訪問。地域連携型のＮＩＥ の推進について意見交換
６月２７日 ＮＩＥ研究部会を開催。佐久間洋ＮＩＥアドバイザー、松田美奈子美東中教

諭が記事を使った道徳の授業について実践報告。１５年度から研究部会の開催を定例化し、
教員らの実践内容の共有、意見交換の場とすることを確認した
７月３０日 第２０回ＮＩＥ全国大会（秋田県）に、山内彰会長ら教育関係者７人と新聞

ースも設置。１１日まで
＜２０１２年（平成２４年）＞
２月１５日 大城浩県教育長を訪問（山内会長、アドバイザー、両新聞社編集局長）。夏

休みの短期講座の開催、全国大会への職員派遣を確認
３月５日 ＮＩＥ実践最終報告会（琉球新報社で）
４月２１日 県ＮＩＥ研究会発足。教員主体の研究組織を目指す。当面、新聞社主催の講

座に合わせて会合を開く
６月２２日 県ＮＩＥ推進協議会総会。地元２社の会費の増額を承認（６万円から１０万

円に）。他の加盟社の会費増額は次年度総会までに議論することにした
７月３０日 ＮＩＥ全国大会（福井県）参加。県教育庁から職員３人が参加
７月・８月 県立総合教育センターで初の教員向け研修。７月２７日に短期研修講座・小

学校社会科講座の一部として佐久間アドバイザーが講師。８月３日は中学校社会・高校地歴
公民講座の一部として兼松アドバイザーが講師
１１月３日 第６回県ＮＩＥ実践フォーラム（うるま市立中原小学校で）。県教育委員会、

うるま市教育委員会の後援を得た。特別支援を含む全学年全学級で公開授業を行い、保護者
や教育関係者、新聞関係者計８００人が来場した。教師向け、保護者向けのワークショップ
（分科会）も開催し、兼松・佐久間・甲斐アドバイザーが講師
＜２０１３年（平成２５年）＞
１月２０日 教師向けメーリングリスト開設
２月２０日 大城浩県教育長を山内会長らが訪問。全国大会への職員派遣、行政主催の研

修へのＮＩＥ採用に謝意を述べた
３月６日 実践報実践報告会（琉球新報社で）。協会指定、県指定１０校のうち９校が報

告した
４月 県立総合教育センターの出前講座にＮＩＥが開設。甲斐崇研究主事（ＮＩＥアドバ

イザー）が担当して校内研修や児童生徒の授業に対応開始
５月１１日 教師向け研修会「第１回おきなわＮＩＥセミナー」開催。昨年度まで新聞社

主催だった講座を推進協主催に。原則として偶数月に開催する
５月２４日 県ＮＩＥ推進協議会総会。会費、会則の変更を了承。会費は地元２社１０万

円から１５万円に、全国紙４社３万円から４万円に、通信社２社１万円から３万円に、宮古・
八重山２社３万円据え置き。役員では副会長を１名から２名とし、地元紙２社の編集局長を
充て、任期を１年から２年とした。再任を妨げないことは従来通り。事務局が沖縄タイムス
社へ
７月２５日 ＮＩＥ全国大会（静岡県）参加。県教育庁が前年に続いて職員を派遣し、県

内の教育関係者、新聞社関係者らが参加
７月３０日 金武町教育委員会が主催する教員研修に４人のＮＩＥアドバイザーを派遣
８月１３日 県中頭教育事務所が主催する１０年経験者研修の選択研修でＮＩＥが取り
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入れられ、２０人が受講。推進協に講師派遣依頼があり、兼松、佐久間両アドバイザーが校
種に分かれて講師を務めた
１１月３０日 第７回実践フォーラム（県立総合教育センターで）。沖縄市立コザ小学校

の４年生、５年生が公開授業。パネルディスカッションは実践校の教員、県教育行政、教育
センターからパネリスト・コーディネーターを招いて議論を深め、新聞社による新聞解育セ
ンターからパネリスト・コーディネーターを招いて議論を深め、新聞社による新聞解説・ワ
ークショップもあった。約１５０人が参加。※古波津聡沖縄市立コザ小学校教諭が５人目の
ＮＩＥアドバイザーに承認
＜２０１４年（平成２６年）＞
２月６日 山内彰会長、玻名城泰山琉球新報社取締役編集局長、武富和彦沖縄タイムス山

内彰会長ら７人が県教育庁に諸見里明県教育長を表敬訪問
３月４日 実践報告会（沖縄タイムス社）１２校が発表。ほか２校が紙面発表。県指定校

の拡大にともない、過去最大の報告校数になった
５月２４日 九州アドバイザー・事務局長会議を沖縄で開催（沖縄タイムス社）。沖縄か

らは推進協発足の経緯やフォーラム開催などの活動報告、教育センターにＮＩＥ出前講座
が盛り込まれたことなどを報告
６月２８日 ６月のおきなわＮＩＥセミナーから、セミナー開催前の午前中に実践教員

に呼び掛けて「研究部会」を開催。それぞれの実践を持ち寄り、情報交換
７月３１日 ＮＩＥ全国大会（徳島県）参加。８月１日まで
１１月１日 第８回実践フォーラム（県立総合教育センターで）興南中学校の国語の公開

授業、授業研究会を行った。約５０人が参加
＜２０１５年（平成２７年）＞
２月１３日 山内彰会長、副会長の武富和彦沖縄タイムス社取締役編集局長、潮平芳和山

内彰会長、兼松アドバイザー、佐久間アドバイザーが県教育庁に諸見里明県教育長を表敬訪
問
３月２日 実践報告会（沖縄タイムス社）日本新聞協会指定のうち、指定最終年の名護実

践報告会（沖縄タイムス社）日本新聞協会指定のうち、指定最終年の名護市立真喜屋小、興
南中学・高校、那覇市立小禄南小から報告を受け、３グループに分かれて報告の内容や日頃
の実践について意見交換
５月１９日 県ＮＩＥ推進協議会総会。事務局が琉球新報社へ
６月２５日 山内彰会長、甲斐崇ＮＩＥアドバイザーらが北中城村教育委員会に森田孟

則教育長らを訪問。地域連携型のＮＩＥ の推進について意見交換
６月２７日 ＮＩＥ研究部会を開催。佐久間洋ＮＩＥアドバイザー、松田美奈子美東中教

諭が記事を使った道徳の授業について実践報告。１５年度から研究部会の開催を定例化し、
教員らの実践内容の共有、意見交換の場とすることを確認した
７月３０日 第２０回ＮＩＥ全国大会（秋田県）に、山内彰会長ら教育関係者７人と新聞

ースも設置。１１日まで
＜２０１２年（平成２４年）＞
２月１５日 大城浩県教育長を訪問（山内会長、アドバイザー、両新聞社編集局長）。夏

休みの短期講座の開催、全国大会への職員派遣を確認
３月５日 ＮＩＥ実践最終報告会（琉球新報社で）
４月２１日 県ＮＩＥ研究会発足。教員主体の研究組織を目指す。当面、新聞社主催の講

座に合わせて会合を開く
６月２２日 県ＮＩＥ推進協議会総会。地元２社の会費の増額を承認（６万円から１０万

円に）。他の加盟社の会費増額は次年度総会までに議論することにした
７月３０日 ＮＩＥ全国大会（福井県）参加。県教育庁から職員３人が参加
７月・８月 県立総合教育センターで初の教員向け研修。７月２７日に短期研修講座・小

学校社会科講座の一部として佐久間アドバイザーが講師。８月３日は中学校社会・高校地歴
公民講座の一部として兼松アドバイザーが講師
１１月３日 第６回県ＮＩＥ実践フォーラム（うるま市立中原小学校で）。県教育委員会、

うるま市教育委員会の後援を得た。特別支援を含む全学年全学級で公開授業を行い、保護者
や教育関係者、新聞関係者計８００人が来場した。教師向け、保護者向けのワークショップ
（分科会）も開催し、兼松・佐久間・甲斐アドバイザーが講師
＜２０１３年（平成２５年）＞
１月２０日 教師向けメーリングリスト開設
２月２０日 大城浩県教育長を山内会長らが訪問。全国大会への職員派遣、行政主催の研

修へのＮＩＥ採用に謝意を述べた
３月６日 実践報実践報告会（琉球新報社で）。協会指定、県指定１０校のうち９校が報

告した
４月 県立総合教育センターの出前講座にＮＩＥが開設。甲斐崇研究主事（ＮＩＥアドバ

イザー）が担当して校内研修や児童生徒の授業に対応開始
５月１１日 教師向け研修会「第１回おきなわＮＩＥセミナー」開催。昨年度まで新聞社

主催だった講座を推進協主催に。原則として偶数月に開催する
５月２４日 県ＮＩＥ推進協議会総会。会費、会則の変更を了承。会費は地元２社１０万

円から１５万円に、全国紙４社３万円から４万円に、通信社２社１万円から３万円に、宮古・
八重山２社３万円据え置き。役員では副会長を１名から２名とし、地元紙２社の編集局長を
充て、任期を１年から２年とした。再任を妨げないことは従来通り。事務局が沖縄タイムス
社へ
７月２５日 ＮＩＥ全国大会（静岡県）参加。県教育庁が前年に続いて職員を派遣し、県

内の教育関係者、新聞社関係者らが参加
７月３０日 金武町教育委員会が主催する教員研修に４人のＮＩＥアドバイザーを派遣
８月１３日 県中頭教育事務所が主催する１０年経験者研修の選択研修でＮＩＥが取り
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新聞コンクールを授業に組み込む」（佐久間アドバイザー）。その後、６月はこども新聞沖縄
戦特別版の活用方法（松田アドバイザー）、１１月は「はがき新聞作り」（プール学院大学の
今宮信吾准教授）、２月に「 年間計画の立て方」（石川アドバイザー）を行った
８月３、４日 ＮＩＥ全国大会名古屋大会に山内彰会長、蔵根美智子前室川小校長、松田

美奈子アドバイザー、金城治・県立総合教育センター研究主事、宮城英誉・緑風学園教諭、
比嘉美保・森川特支教諭、内山直美・糸満中教諭、地元新聞社員が参加した
１２月９、１０日 「第２３回県中学校総合文化祭」（沖縄市民会館など）で、沖縄タイ

ムス、琉球新報の移動編集車両（ワラビーＧＯ！、りゅうちゃん号）を活用し、大会の速報
作りを行った。速報作りには糸満中、美東中の生徒が記者として参加し、新聞社が指導した
＜２０１８年（平成３０年）＞
１月１７日 名護市教育委員会の後援を得て、実践指定校の同市立小中一貫教育校緑風

学園で 実践フォーラムを開催。朝の フリートーク再現、５年生の社会、１年生と
８年生（中学２年）合同の国語の３本の授業を公開。小中一貫校らしい異学年の学びの蓄積
を他校教員、保護者らに見せた。学校の取り組みを振り返る全体会も行った
３月８日 ２０１７年度の実践報告会を那覇市の沖縄タイムス社で開催した。日本新聞

協会指定のうち、指定最終年の高原小、美東中、興南高校が報告発表を行った。その後、他
の指定校の代表者が３グループに分かれ、報告への質疑、実践交流を行った
５月１０日 緑風学園の宮城英誉教諭がＮＩＥアドバイザーに認定。北部地区での教師

ネットワークづくりへ
５月２６日 ６年目の「おきなわＮＩＥセミナー」スタート。この日は「話す力・書く力

を育てる指導法」をテーマに佐久間洋、宮城英誉両アドバイザーが講師。その後、６月「切
り抜き新聞」（甲斐崇アドバイザーがメイン講師）、１２月「はがき新聞」（講師は桃山学院
学院教育大学の今宮信吾准教授）を行った
５月３１日 県ＮＩＥ推進協議会総会。会長に仲村守和元県教育長を選出。山内彰会長は

顧問に就任。６月４日に新旧会長が平敷昭人県教育長を訪問した
７月２６、２７日 ＮＩＥ全国大会岩手大会に宮城英誉アドバイザー、比嘉美保桜野特別

支援学校教諭、宮城通就宜野座高校教諭、蔵根美智子放送大学沖縄学習センター客員准教授、
地元新聞社員が参加した
８月４日 実践資料集（仮称）制作のため、編集委員会を結成し、８、９、１０、翌年１

月に会議。編集作業を進めた
１０月９日 県教育庁の県立学校教育課、義務教育課から各１人の指導主事を推進協の

の幹事に任命
１１月８日 比嘉美保桜野特別支援学校教諭がＮＩＥアドバイザーに承認された
１１月１２日 糸満市立糸満中学校でＮＩＥ実践フォーラム開催。数学、英語、国語、理

科で公開授業を行った
１２月８、９日 「第２４回県中学校総合文化祭」（うるま市民芸術劇場など）で、沖縄

社関係者９人の計１６人が参加。「『問い』を育てるＮＩＥ思考を深め、発信する子どもたち」
をテーマにしたパネル討論や公開授業、実践発表などを通して論理的思考力など「２１世紀
型学力」とＮＩＥの取り組みを学んだ
９月９日 日本新聞協会ＮＩＥアドバイザーに、新たに石川美穂興南高教諭、松田美奈ア

ドバイザーに、新たに石川美穂興南高教諭、松田美奈子美東中教諭が認定
１１月１２日 日本新聞協会実践指定校の那覇市立城北小学校が１１月のおきなわＮＩ

Ｅ月間に合わせ、４年（総合学習）、５年（道徳）、６年（国語）の公開授業を同校で行った
１１月２６日 第６回「いっしょに読もう！新聞コンクール」（日本新聞協会主催）で、

小学生部門の最優秀賞に北中城小６年の瀬底蘭さんが選ばれた。同コンクールの最優秀賞
は県内初。奨励賞３人、優秀学校賞に大里南小が選ばれた
＜２０１６年（平成２８年）＞
２月１６日 山内彰会長、潮平芳和琉球新報編集局長、武富和彦沖縄タイムス編集局長の

両副会長らは県教育庁に諸見里明県教育長を表敬訪問。教育行政とのさらなる連携を確認
した。いっしょに読もう！新聞コンクール最優秀賞の瀬底蘭さんの受賞も報告した
３月１日 ２０１５年度の実践報告会を琉球新報社で開催。日本新聞協会ＮＩＥ実践校

のうち本年度で実践期間が終了する城北小、大里南小、興南中・高校がこれまでの取り組み
や成果を報告した
５月２８日 県ＮＩＥ推進協議会総会
６月１８日 ＮＩＥ研究部会を「ＮＩＥカフェ」として、ケーキやコーヒーの出る飲食店

で開催した。原則毎月第３土曜日の午後２時から開催し、教員が参加しやすい環境にした
８月４日 第２１回ＮＩＥ全国大会（大分県）に、山内彰会長ら教育関係者９人と新聞社

関係者が参加。パネル討論や公開授業を通し、大分や各地の事例や手法などに理解を深めた
１１月４日 県ＮＩＥ実践フォーラム２０１６（沖縄市立室川小学校で）。おきなわＮＩ

Ｅ月間（県教育委員会後援）の中心行事として開催。２、３、６学年（計３クラス）の公開
授業や全体会を行った。約１２０人が参加
１２月１０日 第２２回県中学校総合文化祭で中学生が速報を発行し、両新聞社が支援

した。ＮＩＥ展示コーナーも設置し、実践校や新聞社の活動を紹介。１１日まで
＜２０１７年（平成２９年）＞
３月１日 実践報告会（琉球新報社）日本新聞協会指定のうち、指定最終年の室川小、県

立森川特別支援学校が報告発表を行った
４月２０日 山内彰会長、副会長の普久原均琉球新報社編集局長、石川達也沖縄タイムスス

社社編編集集局局長長、、佐久間アドバイザー、石川アドバイザーらが県教育庁に平敷昭人県教育長を表
敬訪問
５月２６日 県ＮＩＥ推進協議会総会。共同通信社の会費増額を承認（３万円から４万円

に）。事務局が沖縄タイムス社へ
５月２７日 本年度最初のおきなわＮＩＥセミナー。新聞協会主催の「いっしょに読もう
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新聞コンクールを授業に組み込む」（佐久間アドバイザー）。その後、６月はこども新聞沖縄
戦特別版の活用方法（松田アドバイザー）、１１月は「はがき新聞作り」（プール学院大学の
今宮信吾准教授）、２月に「 年間計画の立て方」（石川アドバイザー）を行った
８月３、４日 ＮＩＥ全国大会名古屋大会に山内彰会長、蔵根美智子前室川小校長、松田

美奈子アドバイザー、金城治・県立総合教育センター研究主事、宮城英誉・緑風学園教諭、
比嘉美保・森川特支教諭、内山直美・糸満中教諭、地元新聞社員が参加した
１２月９、１０日 「第２３回県中学校総合文化祭」（沖縄市民会館など）で、沖縄タイ

ムス、琉球新報の移動編集車両（ワラビーＧＯ！、りゅうちゃん号）を活用し、大会の速報
作りを行った。速報作りには糸満中、美東中の生徒が記者として参加し、新聞社が指導した
＜２０１８年（平成３０年）＞
１月１７日 名護市教育委員会の後援を得て、実践指定校の同市立小中一貫教育校緑風

学園で 実践フォーラムを開催。朝の フリートーク再現、５年生の社会、１年生と
８年生（中学２年）合同の国語の３本の授業を公開。小中一貫校らしい異学年の学びの蓄積
を他校教員、保護者らに見せた。学校の取り組みを振り返る全体会も行った
３月８日 ２０１７年度の実践報告会を那覇市の沖縄タイムス社で開催した。日本新聞

協会指定のうち、指定最終年の高原小、美東中、興南高校が報告発表を行った。その後、他
の指定校の代表者が３グループに分かれ、報告への質疑、実践交流を行った
５月１０日 緑風学園の宮城英誉教諭がＮＩＥアドバイザーに認定。北部地区での教師

ネットワークづくりへ
５月２６日 ６年目の「おきなわＮＩＥセミナー」スタート。この日は「話す力・書く力

を育てる指導法」をテーマに佐久間洋、宮城英誉両アドバイザーが講師。その後、６月「切
り抜き新聞」（甲斐崇アドバイザーがメイン講師）、１２月「はがき新聞」（講師は桃山学院
学院教育大学の今宮信吾准教授）を行った
５月３１日 県ＮＩＥ推進協議会総会。会長に仲村守和元県教育長を選出。山内彰会長は

顧問に就任。６月４日に新旧会長が平敷昭人県教育長を訪問した
７月２６、２７日 ＮＩＥ全国大会岩手大会に宮城英誉アドバイザー、比嘉美保桜野特別

支援学校教諭、宮城通就宜野座高校教諭、蔵根美智子放送大学沖縄学習センター客員准教授、
地元新聞社員が参加した
８月４日 実践資料集（仮称）制作のため、編集委員会を結成し、８、９、１０、翌年１

月に会議。編集作業を進めた
１０月９日 県教育庁の県立学校教育課、義務教育課から各１人の指導主事を推進協の

の幹事に任命
１１月８日 比嘉美保桜野特別支援学校教諭がＮＩＥアドバイザーに承認された
１１月１２日 糸満市立糸満中学校でＮＩＥ実践フォーラム開催。数学、英語、国語、理

科で公開授業を行った
１２月８、９日 「第２４回県中学校総合文化祭」（うるま市民芸術劇場など）で、沖縄

社関係者９人の計１６人が参加。「『問い』を育てるＮＩＥ思考を深め、発信する子どもたち」
をテーマにしたパネル討論や公開授業、実践発表などを通して論理的思考力など「２１世紀
型学力」とＮＩＥの取り組みを学んだ
９月９日 日本新聞協会ＮＩＥアドバイザーに、新たに石川美穂興南高教諭、松田美奈ア

ドバイザーに、新たに石川美穂興南高教諭、松田美奈子美東中教諭が認定
１１月１２日 日本新聞協会実践指定校の那覇市立城北小学校が１１月のおきなわＮＩ

Ｅ月間に合わせ、４年（総合学習）、５年（道徳）、６年（国語）の公開授業を同校で行った
１１月２６日 第６回「いっしょに読もう！新聞コンクール」（日本新聞協会主催）で、

小学生部門の最優秀賞に北中城小６年の瀬底蘭さんが選ばれた。同コンクールの最優秀賞
は県内初。奨励賞３人、優秀学校賞に大里南小が選ばれた
＜２０１６年（平成２８年）＞
２月１６日 山内彰会長、潮平芳和琉球新報編集局長、武富和彦沖縄タイムス編集局長の

両副会長らは県教育庁に諸見里明県教育長を表敬訪問。教育行政とのさらなる連携を確認
した。いっしょに読もう！新聞コンクール最優秀賞の瀬底蘭さんの受賞も報告した
３月１日 ２０１５年度の実践報告会を琉球新報社で開催。日本新聞協会ＮＩＥ実践校

のうち本年度で実践期間が終了する城北小、大里南小、興南中・高校がこれまでの取り組み
や成果を報告した
５月２８日 県ＮＩＥ推進協議会総会
６月１８日 ＮＩＥ研究部会を「ＮＩＥカフェ」として、ケーキやコーヒーの出る飲食店

で開催した。原則毎月第３土曜日の午後２時から開催し、教員が参加しやすい環境にした
８月４日 第２１回ＮＩＥ全国大会（大分県）に、山内彰会長ら教育関係者９人と新聞社

関係者が参加。パネル討論や公開授業を通し、大分や各地の事例や手法などに理解を深めた
１１月４日 県ＮＩＥ実践フォーラム２０１６（沖縄市立室川小学校で）。おきなわＮＩ

Ｅ月間（県教育委員会後援）の中心行事として開催。２、３、６学年（計３クラス）の公開
授業や全体会を行った。約１２０人が参加
１２月１０日 第２２回県中学校総合文化祭で中学生が速報を発行し、両新聞社が支援

した。ＮＩＥ展示コーナーも設置し、実践校や新聞社の活動を紹介。１１日まで
＜２０１７年（平成２９年）＞
３月１日 実践報告会（琉球新報社）日本新聞協会指定のうち、指定最終年の室川小、県

立森川特別支援学校が報告発表を行った
４月２０日 山内彰会長、副会長の普久原均琉球新報社編集局長、石川達也沖縄タイムスス

社社編編集集局局長長、、佐久間アドバイザー、石川アドバイザーらが県教育庁に平敷昭人県教育長を表
敬訪問
５月２６日 県ＮＩＥ推進協議会総会。共同通信社の会費増額を承認（３万円から４万円

に）。事務局が沖縄タイムス社へ
５月２７日 本年度最初のおきなわＮＩＥセミナー。新聞協会主催の「いっしょに読もう
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事に任命した。
６月１６日 県ＮＩＥ推進協議会総会開催。仲村守和会長の再任、山内彰顧問の再任が承

認された。
６月 「すぐに活用できるＮＩＥ授業実践資料」が完成。県内の全小中高校、特別支援学

校のほか、教育委員会など関係機関に配布した。
１１月２２日 ＮＩＥ全国大会東京大会。新型コロナウイルス感染拡大のため、初のオン

ライン開催となった。
１２月１９日 「いっしょに読もう！新聞コンクール」地域表彰式を琉球新報本社で開催。

全国奨励賞５人、地域表彰６人のうち、８人が出席した。
１月２０日 実践校の一つである糸満中学校で「沖縄県ＮＩＥ授業研究会」開催。校内研

修として４教科の公開授業が行われ、アドバイザーが参加し助言を行った。
３月９日 ＮＩＥ実践報告会を琉球新報本社で開催。日本新聞協会指定の２年目の実践

校４校がオンラインで発表した。
４月 沖縄県ＮＩＥ推進協議会のサイト開設。

タイムス、琉球新報の移動編集車両で大会の速報作りを行った。速報作りには糸満中、美東
中の生徒が記者として参加し、新聞社が指導した
＜２０１９年（平成３１年）＞
１月７、１１日 仲村守和会長が沖縄タイムス社、琉球新報社の社長を訪ね、学校への購

読料軽減措置を要請。７日には平敷昭人県教育長を訪ね、学校図書館への新聞配備状況の調
査を要請した
３月１５日 ２０１８年度の実践報告会を那覇市のてぃるるで開催した。日本新聞協会

指定のうち、指定最終年の糸満中、宜野座高校が報告発表を行った。その後、他の指定校の
代表者が３グループに分かれ、報告への質疑、実践交流を行った
４月６日 ＮＩＥカフェ開催。４月２０日、７月、９月、翌年２月、３月とアドバイザー

の先生たちと実践と実践資料集（仮称）の編集会議を開催
５月７日 県立辺土名高校の宮城通就教諭が日本新聞協会のＮＩＥアドバイザーに承認

された。
５月２５日 ７年目の「おきなわＮＩＥセミナー」がスタート。「簡単にできるＮＩＥ入

門編」（宮城英誉教諭が講師）を行った。その後６月２９日に「簡単にできるＮＩＥ～特別
支援教育向けと他校種への応用」（比嘉美保教諭が講師）、１０月１９日に「時事カルタ」（宮
城通就教諭）のセミナーを実施した。１１月２日は、桃山学院教育大の今宮信吾准教授によ
るよる「はがき新聞づくり」ををセミナーの一環として開いた
５月２９日 沖縄県ＮＩＥ推進協議会総会開催
５月３１日 仲村守和会長ら３役が沖縄県教育庁を訪れ、県立学校教育課の石垣真仁指

導主事と義務教育課の山内かおり指導主事の２人を沖縄県ＮＩＥ推進協議会の幹事に任命
８月１、２日 ＮＩＥ全国大会栃木大会に、仲村守和会長、宮城英誉アドバイザー、佐久

間洋アドバイザー、宮城通就アドバイザーと実践指定校の古堅南小学校から教諭１１人、藏
根美智子放送大学学習センター客員准教授、地元新聞社員が参加した。
１１月１２日 読谷村立古堅南小学校でＮＩＥ実践フォーラムを開催。２年、３年、５年

の公開授業のほか、秋田大学大学院特別教授の阿部昇氏の講演会も実施
１２月７日 「第 回いっしょに読もう！新聞コンクール」の初の地域表彰式を那覇市

の琉球新報社で開催。
１２月７、８日 第２５回沖縄県中学校総合文化祭（浦添市のアイム・ユニバースてだこ

ホールなど）で、琉球新報、沖縄タイムスの両社がそれぞれ移動編集車両で大会の速報作り
作りに協力した
＜２０２０年（令和２年）＞
１月７、８日 仲村守和会長が琉球新報、沖縄タイムスの両社の社長を訪ね、学校への購

読料軽減措置を要請。また平敷昭人教育長を訪ね学校図書館への新聞配備を要望した
６月２日 仲村守和会長、与那嶺一枝副会長、松元剛副会長が金城弘昌県教育長を表敬訪

問。県立学校教育課の石垣真仁指導主事、義務教育課学力向上推進室の平良一指導主事を幹
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事に任命した。
６月１６日 県ＮＩＥ推進協議会総会開催。仲村守和会長の再任、山内彰顧問の再任が承

認された。
６月 「すぐに活用できるＮＩＥ授業実践資料」が完成。県内の全小中高校、特別支援学

校のほか、教育委員会など関係機関に配布した。
１１月２２日 ＮＩＥ全国大会東京大会。新型コロナウイルス感染拡大のため、初のオン

ライン開催となった。
１２月１９日 「いっしょに読もう！新聞コンクール」地域表彰式を琉球新報本社で開催。

全国奨励賞５人、地域表彰６人のうち、８人が出席した。
１月２０日 実践校の一つである糸満中学校で「沖縄県ＮＩＥ授業研究会」開催。校内研

修として４教科の公開授業が行われ、アドバイザーが参加し助言を行った。
３月９日 ＮＩＥ実践報告会を琉球新報本社で開催。日本新聞協会指定の２年目の実践

校４校がオンラインで発表した。
４月 沖縄県ＮＩＥ推進協議会のサイト開設。

タイムス、琉球新報の移動編集車両で大会の速報作りを行った。速報作りには糸満中、美東
中の生徒が記者として参加し、新聞社が指導した
＜２０１９年（平成３１年）＞
１月７、１１日 仲村守和会長が沖縄タイムス社、琉球新報社の社長を訪ね、学校への購

読料軽減措置を要請。７日には平敷昭人県教育長を訪ね、学校図書館への新聞配備状況の調
査を要請した
３月１５日 ２０１８年度の実践報告会を那覇市のてぃるるで開催した。日本新聞協会

指定のうち、指定最終年の糸満中、宜野座高校が報告発表を行った。その後、他の指定校の
代表者が３グループに分かれ、報告への質疑、実践交流を行った
４月６日 ＮＩＥカフェ開催。４月２０日、７月、９月、翌年２月、３月とアドバイザー

の先生たちと実践と実践資料集（仮称）の編集会議を開催
５月７日 県立辺土名高校の宮城通就教諭が日本新聞協会のＮＩＥアドバイザーに承認

された。
５月２５日 ７年目の「おきなわＮＩＥセミナー」がスタート。「簡単にできるＮＩＥ入

門編」（宮城英誉教諭が講師）を行った。その後６月２９日に「簡単にできるＮＩＥ～特別
支援教育向けと他校種への応用」（比嘉美保教諭が講師）、１０月１９日に「時事カルタ」（宮
城通就教諭）のセミナーを実施した。１１月２日は、桃山学院教育大の今宮信吾准教授によ
るよる「はがき新聞づくり」ををセミナーの一環として開いた
５月２９日 沖縄県ＮＩＥ推進協議会総会開催
５月３１日 仲村守和会長ら３役が沖縄県教育庁を訪れ、県立学校教育課の石垣真仁指

導主事と義務教育課の山内かおり指導主事の２人を沖縄県ＮＩＥ推進協議会の幹事に任命
８月１、２日 ＮＩＥ全国大会栃木大会に、仲村守和会長、宮城英誉アドバイザー、佐久

間洋アドバイザー、宮城通就アドバイザーと実践指定校の古堅南小学校から教諭１１人、藏
根美智子放送大学学習センター客員准教授、地元新聞社員が参加した。
１１月１２日 読谷村立古堅南小学校でＮＩＥ実践フォーラムを開催。２年、３年、５年

の公開授業のほか、秋田大学大学院特別教授の阿部昇氏の講演会も実施
１２月７日 「第 回いっしょに読もう！新聞コンクール」の初の地域表彰式を那覇市

の琉球新報社で開催。
１２月７、８日 第２５回沖縄県中学校総合文化祭（浦添市のアイム・ユニバースてだこ

ホールなど）で、琉球新報、沖縄タイムスの両社がそれぞれ移動編集車両で大会の速報作り
作りに協力した
＜２０２０年（令和２年）＞
１月７、８日 仲村守和会長が琉球新報、沖縄タイムスの両社の社長を訪ね、学校への購

読料軽減措置を要請。また平敷昭人教育長を訪ね学校図書館への新聞配備を要望した
６月２日 仲村守和会長、与那嶺一枝副会長、松元剛副会長が金城弘昌県教育長を表敬訪

問。県立学校教育課の石垣真仁指導主事、義務教育課学力向上推進室の平良一指導主事を幹
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校▽沖縄市立比屋根小学校▽伊平屋村立伊平屋小学校▽石垣市立石垣小学校▽沖縄アミー

クスインターナショナル▽宜野座村立松田小学校▽那覇市立小禄南小学校

＜２０１４年度＞

【日本新聞協会指定奨励枠】那覇市立小禄南小学校【日本新聞協会指定通常枠】名護市

立真喜屋小学校▽興南中学校・高校▽南城市立大里南小学校▽北谷町立浜川小学校▽那覇

市立城北小学校▽石垣市立伊野田小学校【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】南城市立大里中

学校▽沖縄市立比屋根小学校▽沖縄市立コザ小学校▽那覇市立城北中学校若夏分校▽伊平

屋村立伊平屋小学校▽石垣市立宮良小学校▽県立泊高校▽沖縄アミークスインターナショ

ナル▽宜野座村立松田小学校▽宮古島市立平良中学校

＜２Ｏ１３年度＞

【日本新聞協会指定奨励枠】那覇市立小禄南小学校▽沖縄市立越来小学校【日本新聞協

会指定通常枠】うるま市立中原小学校▽沖縄市立コザ小学校▽沖縄アミークスインターナ

ショナル▽名護市立真喜屋小学校▽恩納村立喜瀬武原小中学校▽興南中学校▽県立陽明高

校【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】南城市立大里中学校▽那覇市立城北中学校若夏分校▽

北谷町立浜川小学校▽伊平屋村立伊平屋小学校▽石垣市立伊野田小学校▽石垣市立宮良小

学校▽県立沖縄工業高校

＜２０１２年度＞

【日本新聞協会指定奨励枠】那覇市立小禄南小学校▽沖縄市立越来小学校【日本新聞協

会指定通常枠】うるま市立中原小学校▽沖縄市立コザ小学校▽沖縄アミークスインターナ

ショナル【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】南城市立大里中学校▽豊見城市立豊見城中学校

▽北谷町立浜川小学校▽伊平屋村立伊平屋小学校▽石垣市立伊野田小学校

＜２Ｏ１１年度＞

【日本新聞協会指定奨励枠】宜野湾市立宜野湾小学校▽北中城村立北中城小学校【日本

新聞協会指定通常枠】那覇市立小禄南小学校▽沖縄市立越来小学校▽うるま市立勝連小学

校▽宜野座村立漢那小学校▽読谷村立喜名小学校▽読谷村立読谷中学校▽県立真和志高校

【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】与那原町立与那原中学校▽豊見城市立豊見城中学校

＜２０１０年度＞

【日本新聞教育文化財団指定奨励枠】宜野湾市立宜野湾小学校▽北中城村立北中城小学

校【日本新聞教育文化財団指定】那覇市立小禄南小学校▽沖縄市立越来小学校▽うるま市

立勝連小学校▽宜野座村立漢那小学校▽読谷村立喜名小学校▽読谷村立読谷中学校▽県立

真和志高校【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】うるま市立比嘉小学校▽与那原町立与那原中

学校▽うるま市立石川中学校▽豊見城市立豊見城中学校 ※年度末で日本新聞教育文化財

団が日本新聞協会と合併

＜２００９年度＞

※これ以前はすべて日本新聞教育文化財団指定▽那覇市立さつき小学校▽那覇市立古蔵

中学校▽うるま市立比嘉小学校▽うるま市立高江洲中学校▽宜野湾市立宜野湾小学校▽北

沖縄県内の実践指定校一覧

＜２０２０年度＞

【日本新聞協会指定】▽石垣市立大浜小学校▽浦添市立牧港小学校▽石垣市立崎枝小中

学校▽糸満市立糸満中学校▽県立具志川高校▽ヒューマンキャンパス高等学校【沖縄県Ｎ

ＩＥ推進協議会指定】名護市立久辺小学校▽恩納村立恩納小学校▽与那国町立与那国小学

校▽名護市立小中一貫教育校緑風学園▽沖縄市立コザ中学校▽興南中・高校▽沖縄県立宜

野座高校

＜２０１９年度＞

【日本新聞協会指定】読谷村立古堅南小学校▽名護市立久辺小学校▽石垣市立大浜小学

校▽浦添市立牧港小学校▽石垣市立崎枝中学校▽県立具志川高校▽ヒューマンキャンパス

高等学校【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】沖縄市立比屋根小学校▽名護市立小中一貫教育

校緑風学園▽沖縄市立高原小学校▽うるま市立川崎小学校▽糸満市立糸満中学校▽沖縄市

立コザ中学校▽沖縄県立宜野座高校

＜２０１８年度＞

【日本新聞協会指定】うるま市立川崎小学校▽糸満市立糸満中学校▽県立宜野座高校▽

読谷村立古堅南小学校▽名護市立久辺小学校▽浦添市立仲西小学校【沖縄県ＮＩＥ推進協

議会指定】沖縄市立比屋根小学校▽沖縄市立美東中学校▽興南中学校▽名護市立小中一貫

教育校緑風学園▽伊平屋村立伊平屋小学校▽那覇市立城北小学校▽石垣市立石垣小学校▽

沖縄市立室川小学校▽沖縄市立高原小学校

＜２０１７年度＞

【日本新聞協会指定】沖縄市立高原小学校▽名護市立小中一貫教育校緑風学園▽沖縄市

立美東中学校▽興南高校▽うるま市立川崎小学校▽糸満市立糸満中学校▽県立宜野座高校

【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】沖縄市立比屋根小学校▽伊平屋村立伊平屋小学校▽那覇

市立城北小学校▽石垣市立石垣小学校▽名護市立久辺小学校▽久米島町立久米島小学校▽

渡嘉敷村立渡嘉敷中学校▽沖縄市立室川小学校▽県立森川特別支援学校

＜２０１６年度＞

【日本新聞協会指定】沖縄市立室川小学校▽宮古島市立福嶺小学校▽興南高校▽県立森

川特別支援学校▽沖縄市立高原小学校▽名護市立小中一貫教育校緑風学園▽沖縄市立美東

中学校【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】沖縄市立比屋根小学校▽伊平屋村立伊平屋小学校

▽那覇市立城北小学校▽石垣市立石垣小学校▽名護市立久辺小学校▽宮古島市立西辺小学

校▽久米島町立久米島小学校▽八重瀬町立具志頭中学校▽渡嘉敷村立渡嘉敷中学校

＜２０１５年度＞

【日本新聞協会指定奨励枠】興南中学校・高校【日本新聞協会指定通常枠】南城市立大

里南小学校▽那覇市立城北小学校▽沖縄市立北美小学校▽宮古島市立福嶺小学校▽沖縄市

立室川小学校▽県立森川特別支援学校【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】南城市立大里中学
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校▽沖縄市立比屋根小学校▽伊平屋村立伊平屋小学校▽石垣市立石垣小学校▽沖縄アミー

クスインターナショナル▽宜野座村立松田小学校▽那覇市立小禄南小学校

＜２０１４年度＞

【日本新聞協会指定奨励枠】那覇市立小禄南小学校【日本新聞協会指定通常枠】名護市

立真喜屋小学校▽興南中学校・高校▽南城市立大里南小学校▽北谷町立浜川小学校▽那覇

市立城北小学校▽石垣市立伊野田小学校【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】南城市立大里中

学校▽沖縄市立比屋根小学校▽沖縄市立コザ小学校▽那覇市立城北中学校若夏分校▽伊平

屋村立伊平屋小学校▽石垣市立宮良小学校▽県立泊高校▽沖縄アミークスインターナショ

ナル▽宜野座村立松田小学校▽宮古島市立平良中学校

＜２Ｏ１３年度＞

【日本新聞協会指定奨励枠】那覇市立小禄南小学校▽沖縄市立越来小学校【日本新聞協

会指定通常枠】うるま市立中原小学校▽沖縄市立コザ小学校▽沖縄アミークスインターナ

ショナル▽名護市立真喜屋小学校▽恩納村立喜瀬武原小中学校▽興南中学校▽県立陽明高

校【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】南城市立大里中学校▽那覇市立城北中学校若夏分校▽

北谷町立浜川小学校▽伊平屋村立伊平屋小学校▽石垣市立伊野田小学校▽石垣市立宮良小

学校▽県立沖縄工業高校

＜２０１２年度＞

【日本新聞協会指定奨励枠】那覇市立小禄南小学校▽沖縄市立越来小学校【日本新聞協

会指定通常枠】うるま市立中原小学校▽沖縄市立コザ小学校▽沖縄アミークスインターナ

ショナル【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】南城市立大里中学校▽豊見城市立豊見城中学校

▽北谷町立浜川小学校▽伊平屋村立伊平屋小学校▽石垣市立伊野田小学校

＜２Ｏ１１年度＞

【日本新聞協会指定奨励枠】宜野湾市立宜野湾小学校▽北中城村立北中城小学校【日本

新聞協会指定通常枠】那覇市立小禄南小学校▽沖縄市立越来小学校▽うるま市立勝連小学

校▽宜野座村立漢那小学校▽読谷村立喜名小学校▽読谷村立読谷中学校▽県立真和志高校

【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】与那原町立与那原中学校▽豊見城市立豊見城中学校

＜２０１０年度＞

【日本新聞教育文化財団指定奨励枠】宜野湾市立宜野湾小学校▽北中城村立北中城小学

校【日本新聞教育文化財団指定】那覇市立小禄南小学校▽沖縄市立越来小学校▽うるま市

立勝連小学校▽宜野座村立漢那小学校▽読谷村立喜名小学校▽読谷村立読谷中学校▽県立

真和志高校【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】うるま市立比嘉小学校▽与那原町立与那原中

学校▽うるま市立石川中学校▽豊見城市立豊見城中学校 ※年度末で日本新聞教育文化財

団が日本新聞協会と合併

＜２００９年度＞

※これ以前はすべて日本新聞教育文化財団指定▽那覇市立さつき小学校▽那覇市立古蔵

中学校▽うるま市立比嘉小学校▽うるま市立高江洲中学校▽宜野湾市立宜野湾小学校▽北

沖縄県内の実践指定校一覧

＜２０２０年度＞

【日本新聞協会指定】▽石垣市立大浜小学校▽浦添市立牧港小学校▽石垣市立崎枝小中

学校▽糸満市立糸満中学校▽県立具志川高校▽ヒューマンキャンパス高等学校【沖縄県Ｎ

ＩＥ推進協議会指定】名護市立久辺小学校▽恩納村立恩納小学校▽与那国町立与那国小学

校▽名護市立小中一貫教育校緑風学園▽沖縄市立コザ中学校▽興南中・高校▽沖縄県立宜

野座高校

＜２０１９年度＞

【日本新聞協会指定】読谷村立古堅南小学校▽名護市立久辺小学校▽石垣市立大浜小学

校▽浦添市立牧港小学校▽石垣市立崎枝中学校▽県立具志川高校▽ヒューマンキャンパス

高等学校【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】沖縄市立比屋根小学校▽名護市立小中一貫教育

校緑風学園▽沖縄市立高原小学校▽うるま市立川崎小学校▽糸満市立糸満中学校▽沖縄市

立コザ中学校▽沖縄県立宜野座高校

＜２０１８年度＞

【日本新聞協会指定】うるま市立川崎小学校▽糸満市立糸満中学校▽県立宜野座高校▽

読谷村立古堅南小学校▽名護市立久辺小学校▽浦添市立仲西小学校【沖縄県ＮＩＥ推進協

議会指定】沖縄市立比屋根小学校▽沖縄市立美東中学校▽興南中学校▽名護市立小中一貫

教育校緑風学園▽伊平屋村立伊平屋小学校▽那覇市立城北小学校▽石垣市立石垣小学校▽

沖縄市立室川小学校▽沖縄市立高原小学校

＜２０１７年度＞

【日本新聞協会指定】沖縄市立高原小学校▽名護市立小中一貫教育校緑風学園▽沖縄市

立美東中学校▽興南高校▽うるま市立川崎小学校▽糸満市立糸満中学校▽県立宜野座高校

【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】沖縄市立比屋根小学校▽伊平屋村立伊平屋小学校▽那覇

市立城北小学校▽石垣市立石垣小学校▽名護市立久辺小学校▽久米島町立久米島小学校▽

渡嘉敷村立渡嘉敷中学校▽沖縄市立室川小学校▽県立森川特別支援学校

＜２０１６年度＞

【日本新聞協会指定】沖縄市立室川小学校▽宮古島市立福嶺小学校▽興南高校▽県立森

川特別支援学校▽沖縄市立高原小学校▽名護市立小中一貫教育校緑風学園▽沖縄市立美東

中学校【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】沖縄市立比屋根小学校▽伊平屋村立伊平屋小学校

▽那覇市立城北小学校▽石垣市立石垣小学校▽名護市立久辺小学校▽宮古島市立西辺小学

校▽久米島町立久米島小学校▽八重瀬町立具志頭中学校▽渡嘉敷村立渡嘉敷中学校

＜２０１５年度＞

【日本新聞協会指定奨励枠】興南中学校・高校【日本新聞協会指定通常枠】南城市立大

里南小学校▽那覇市立城北小学校▽沖縄市立北美小学校▽宮古島市立福嶺小学校▽沖縄市

立室川小学校▽県立森川特別支援学校【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】南城市立大里中学
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中城村立北中城小学校▽豊見城市立豊見城中学校

＜２００８年度＞

那覇市立さつき小学校▽那覇市立古蔵中学校▽うるま市立比嘉小学校▽うるま市立高江

洲中学校▽宜野湾市立宜野湾小学校▽北中城村立北中城小学校▽豊見城市立豊見城中学校

＜２００７年度＞

那覇市立銘苅小学校▽名護市立大宮小学校▽糸満市立三和中学校（注１）▽那覇市立石

嶺中学校▽うるま市立石川中学校▽沖縄三育中学校 （注１）座間味村立慶留間小中学校

から実践者異動による実践校の変更

＜２００６年度＞

那覇市立銘苅小学校▽名護市立大宮小学校▽座間味村立慶留間小中学校▽那覇市立石嶺

中学校▽うるま市立石川中学校▽沖縄三育中学校▽県立向陽高校（注２）▽県立南風原高

校（注２） （注２）実践者の休職などによる指定中止

＜２００５年度＞

浦添市立当山小学校▽座間味村立座間味小中学校▽那覇市立小禄中学校▽那覇市立上山

中学校▽県立浦添商業高校

＜２００４年度＞

浦添市立当山小学校▽座間味村立座間味小中学校▽那覇市立小禄中学校▽那覇市立上山

中学校▽県立那覇高校▽県立浦添商業高校

＜２００３年度＞

那覇市立城北小学校▽沖縄市立室川小学校▽琉球大学教育学部附属中学校▽沖縄尚学高

校附属中学校▽県立那覇高校▽県立辺土名高校

＜２００２年度＞

那覇市立城北小学校▽沖縄市立室川小学校▽琉球大学教育学部附属中学校▽沖縄尚学高

校附属中学校▽県立中部商業高校▽県立辺土名高校

＜２００１年度＞

豊見城村立とよみ小学校▽沖縄カトリック小学校▽平良市立西辺中学校▽東風平町立東

風平中学校▽県立中部商業高校▽県立浦添高校

＜２０００年度＞

豊見城村立とよみ小学校▽沖縄カトリック小学校▽平良市立西辺中学校▽東風平町立東

風平中学校▽県立首里東高校▽県立浦添高校

＜１９９９年度＞

那覇市立古蔵中学校▽那覇市立松島小学校▽県立首里東高校
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校
学
小

すか生にり作聞新
　

導指の文短

字の短作文ワークシートを

示し、実戦を報告する堀口友紀

主幹教諭の動画

　江
戸
川
区
立
南
篠
崎
小
学
校
の
堀

口
友
紀
主
幹
教
諭
は

前
任
校
で
の

実
践
も
合
わ
せ
﹁
持
続
可
能
な
言
語

能
力
の
育
成
﹂
を
テ

マ
に
報
告
し

た
　実

践
を
①
体
系
的
な
書
く
指
導
②

語
彙
を
増
や
す
③
書
く
こ
と
に
慣
れ

い

ごる
｜
に
分
け
て
報
告

１
年
生
か
ら


音
뗊文
字
뗋
日
記
뗆
俳
句
・
川
柳
뗆


字
絵
日
記
と
徐
々
に
書
く
量
を
増

や
し
て
い
る
様
子
を
児
童
が
書
い
た

ワ

ク
シ

ト
で
示
し
た
뗇語
彙
は
뗆

毎
週
の
俳
句
作
り
で
季
語
を
知
り


関
連
す
る
語
も
学
ぶ
こ
と
で
増
や
し

て
い
る
と
し
た


　日
常
的
に
書
く
取
り
組
み
で
は


毎
週
の
校
長
講
話
︵
放
送
︶
の
内
容

を
１
５
０
文
字
に
ま
と
め

見
出
し

風
に
五
七
五
に
要
約
す
る
ワ

ク
シ


ト
を
紹
介

慣
れ
て
く
る
と
ま
と

め
は
５
分

五
七
五
は
１
分
で
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
い
う


　こ
れ
ら
の
指
導
で
培

た
書
く
力

を

行
事
の
振
り
返
り
や
学
習
成
果

を
整
理
す
る
た
め
年
間
を
通
し
て
取

り
組
む
新
聞
作
り
に
生
か
し
て
い

る

自
分
で
書
い
た
文
の
大
切
な
部

分
に
線
を
引
き

数
字
や
場
所

名

前
な
ど
具
体
的
な
言
葉
を
８


文

字
に
抜
き
出
し
て
見
出
し
に
す
る
よ

う
に
指
導

新
聞
作
り
を
通
し
て


制
限
さ
れ
た
字
数
に
ま
と
め
た
り


優
先
順
位
を
つ
け
る
な
ど

情
報
を

整
理
す
る
力
に
結
び
付
け
て
い
る


　堀
口
主
幹
教
諭
は

作

た
俳
句

を
披
露
し
合
う
こ
と
で
自
己
肯
定
感

や
制
作
意
欲
が
向
上
し
て
い
る
と
し

﹁
新
聞
作
り

短
作
文
が
児
童
を
変

え
て
い
る
﹂
と
児
童
の
成
長
の
過
程

を
報
告
し
た


政行

育教聞新け向員教
　

区北都京東

会
修
研
や
義
講

者
当
担
に
校
各

　特
別
分
科
会
の
﹁
行
政
を
挙
げ
た
Ｎ

Ｉ
Ｅ
活
動
の
紹
介
﹂
の
中
で

東
京
都

北
区
が
進
め
る
﹁
新
聞
大
好
き
プ
ロ
ジ


ク
ト
﹂
な
ど
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

北
区
教
育
委
員
会
事
務
局
振

興
部
教
育
指
導
課
の
根
本
淳
子
指
導
主

事
が
報
告
し
た


　北
区
で
は

教
員
が
新
聞
教
育
の
理

解
を
深
め
る
た
め
の
研
修
を
実
施
し
て

い
る

各
校
に
１
人

プ
ロ
ジ

ク
ト

の
推
進
担
当
者
を
置
き

年
間
２
回
の

連
絡
会
を
開
催

講
義
や
研
修

授
業

研
究
等
も
行

て
い
る

ほ
か

若
手

や
中
堅
を
対
象
に
し
た
研
修
の
中
で
も

新
聞
教
育
を
取
り
入
れ
て
い
る


　区
内
全
て
の
学
校
で
教
育
課
程
に
新

聞
教
育
を
位
置
付
け
た
取
り
組
み
を
し

て
お
り

そ
の
内
容
を
紹
介
し
た

複

数
の
新
聞
の
１
面
を
比
較
し
て
並
べ
る

な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
て
新
聞
を
掲
示
し

て
い
る
学
校
や

始
業
前
に
﹁
Ｎ
Ｉ
Ｅ

タ
イ
ム
﹂
と
称
し
て

ク
ラ
ス
全
員
で

新
聞
を
読
ん
で
記
事
を
切
り
抜
く
時
間

を
設
け
た
学
校
も
あ

た


　根
本
指
導
主
事
は
﹁
短
時
間
で
も


継
続
的
に
時
間
を
確
保
し
て
取
り
組
む

こ
と
で
新
聞
に
親
し
み

社
会
の
出
来

事
に
関
心
を
持

て
い
る
姿
が
見
ら
れ

る
﹂
と
報
告
し
た


でますあ
　

み込し申トイサ設特
能可聴視で料無

　
末月２年来

Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
実
践
報
告
な
ど
が
視
聴
で
き
る
特
設
サ
イ
ト

　
授業などの動画は日本新聞

協会の特設サイト（놰놼놼놸놻놌//

놶놱놭놼놷놳뇁놷.놲놸）で来年２月

末まで無料で視聴できるが、

あす日までに申し込みが必

要。動画は次の通り。

　
【分科会（ＮＩＥ実践発表

等땇】①小学校「学校全体で

取り組むＮＩＥ～新聞をフル

活用」②小学校「持続可能な

言語能力の育成땏③小学校땎課

題発見解決能力の育成～新聞

で社会とつながる」④中学校

「新聞を活用して意見形成を

図る実践」⑤中学校「新聞を

通して社会を見つめる」⑥中

学校「言葉を見つめる～新聞

の写真を題材に俳句を創作す

る」⑦高校「実社会と国語を

結び付けるための授業～ＮＩ

Ｅの実践を通して땏⑧高校땎新

聞で世界とつながり共に考え

るＮＩＥ～多国籍生徒たちの

挑戦」⑨高校「歳成人とＮ

ＩＥ～大人になることについ

て考えよう」

　
【特別分科会・行政を挙げ

たＮＩＥの取り組みの紹介】

東京都世田谷区、北区

　
【ＮＩＥはじめの一歩】①

理論編「なぜ今、ＮＩＥなの

か」②実践編「ＮＩＥの授業

のカタチは？」

   


































  




































会
科
分

方見な的面多
　

べ比み読
　

■

　
る知を分自」いなら知「

聞新ぐなつ々人
　

禍ナロコ

                                                         
































































































演
講
ん
さ
仁
山
真
　

家
説
小にけかっきの力像想

　
問疑

















　ま
や
ま
・
じ
ん

　１
９
６
２
年
大
阪

府
生
ま
れ

作
家

新
聞
記
者

フ
リ


ラ
イ
タ

を
経
て

２
０
０
４
年
に

企
業
買
収
を
描
い
た
﹁
ハ
ゲ
タ
カ
﹂
で

デ
ビ



ベ
ス
ト
セ
ラ

に

社
会

問
題
を
問
う
小
説
を
多
数
手
掛
け

著

書
に

뗒黙
示
뗓
뗒売
国
뗓
뗒神
域
뗓
な
ど
뗇

　新
聞
へ
の
不
信
感
は
深
刻
だ
と

感
じ
る

中
高
生
と
話
し
た
時


役
所
の
広
報
が
あ
る
か
ら
メ
デ


ア
は
い
ら
な
い
と
言
わ
れ

驚
愕

き

う
が
く

し
た

新
聞
は
偏

て
い
る
と
言

う
大
学
生
と
話
す
と

読
み
も
せ

ず
先
入
観
で
判
断
し
て
い
た

感

覚
が
近
い
人
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
︵
会
員
制

交
流
サ
イ
ト
︶
で
ニ


ス
を
共

有
し

自
分
が
信
じ
る
こ
と
を
追

認
す
る
も
の
が
正
し
い
と
信
じ
る

学
生
が
増
え
て
い
る


　新
聞
を
読
む
理
由
は

で
き
る

だ
け
事
実
に
基
づ
き

一
方
的
で

な
い
反
対
意
見
も
書
か
れ
て
い
る

か
ら

自
分
た
ち
が
複
雑
な
社
会

に
い
て

知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
知
る
努
力
を
し
て
い
な

い
と
気
付
く
は
ず
で
す


　で
き
る
こ
と
は

新
聞
に
書
い

て
あ
る
こ
と
が
ど
こ
ま
で
本
当
か

疑
う
こ
と

こ
れ
は
新
聞
は
う
そ

だ
と
思
う
こ
と
と
は
違
う

新
聞

は
知
ら
な
い
こ
と
を
知
り

疑
問

を
感
じ
る
き

か
け
に
な
る

疑

う
目
や
想
像
力
を
喚
起
し
な
が
ら

読
む
力
を
養
う
に
は

ア
ガ
サ
・

ク
リ
ス
テ

を
読
ん
で
ほ
し
い


平
易
な
言
葉
に
わ
な
が
あ
り

文

字
は
反
す
う
し
て
考
え
ら
れ
る


　社
会
や
未
来
の
ヒ
ン
ト
は
新
聞

に
あ
る

読
ん
で
分
か
ら
な
く
て

も

ど
う
い
う
こ
と
か
と
疑
う
想

像
力
を
持

て
も
ら
え
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す


   


















  




















ム
ウ
ジ
ポ
ン
シ
・
演
講

に
助
一
の
決
解
題
課

　﹁
第

回
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会
﹂
뗊
日
本
新
聞
協
会
主
催
︶
が

日

東
京
都
内
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
で
開

か
れ
た

大
会
ス
ロ

ガ
ン
は
﹁
と
も
に
生
き
る

　新
聞
で
つ
な
が
る
뗓

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
で
他
者
と
関
わ
る
機
会
が
減
り

物
理
的
に
も
心
理
的
に
も
距
離
感
が
広
が
る
中

情
報
の
基
盤
と
し
て
人

々
を
つ
な
ぐ
新
聞
の
役
割
を
確
認
し
た

多
角
的
な
情
報
に
触
れ
て
活
用
す
る
こ
と
で

子
ど
も
た
ち
の
課
題

解
決
能
力
を
育
て
る
教
育
実
践
も
紹
介
さ
れ
た

来
年
の
全
国
大
会
は
８
月
に
札
幌
市
で
予
定
さ
れ
て
い
る


シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
パ
ネ
リ
ス
ト
を
務
め
た
︵
右
か

ら
︶
小
説
家
・
真
山
仁
氏

文
部
科
学
省
視
学
官

・
大
滝
一
登
氏

愛
知
教
育
大
教
授
・
土
屋
武
志

氏

都
立
青
山
高
主
幹
教
諭
・
本
杉
宏
志
氏

足

立
区
立
西
新
井
小
教
諭
・
水
木
智
香
子
氏

毎
日

新
聞
社
編
集
委
員
・
城
島
徹
氏

司
会
を
務
め
た

日
本
新
聞
協
会
Ｎ
Ｉ
Ｅ
コ

デ

ネ

タ

・
関

口
修
司
氏
‖

日

日
本
新
聞
協
会

　記
念
講
演
で
小
説
家
の
真
山
仁

さ
ん
は

東
京
大
学
や
中
高
一
貫

の
難
関
進
学
校
で

学
生
や
生
徒

に
勉
強
会
や
講
演
を
し
た
経
験
を

基
に
新
聞
の
意
義
に
つ
い
て
話
し

た
　真

山
さ
ん
は
学
生
ら
が
新
聞
を

読
ま
ず

自
分
と
意
見
や
感
覚
が

似
て
い
る
人
た
ち
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
︵
会

員
制
交
流
サ
イ
ト
︶
に
転
載
し
て

い
る
記
事
の
み
で
自
分
の
価
値
判

断
を
追
認
し
て
も
ら
い

安
心
感

を
得
て
い
る
現
状
を
説
明

뗒
紙

の
新
聞
は
見
出
し
の
大
き
さ
や
順

番
で

ど
の
記
事
が
大
事
か
が
分

か
る

そ
れ
を
見
て
多
く
の
若
者

は

自
分
の
全
然
知
ら
な
い
と
こ

ろ
で
世
の
中
が
動
い
て
い
る
こ
と

に
初
め
て
気
付
く
뗓
と
指
摘
し
た
뗇

　そ
の
上
で
﹁
社
会
で
起
き
て
い

る
事
実
を
ベ

ス
に
し
な
い
と
意

見
は
言
え
な
い

自
分
が
な
ぜ
そ

う
思
う
か
뗆
裏
付
け
は
何
な
の
か
뗆

客
観
的
な
事
実
に
基
づ
き
判
断
で

き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
﹂
と
述
べ
た


　続
い
て
教
育
現
場
で
新
聞
を
活

用
し
て
い
る
教
諭
ら
が
参
加
し


﹁
ウ

ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
Ｎ
Ｉ
Ｅ

で
培
う
力
﹂
を
テ

マ
に
日
本
Ｎ

Ｉ
Ｅ
学
会
と
全
国
大
会
の
共
同
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た


　東
京
都
立
青
山
高
校
の
本
杉
宏

志
主
幹
教
諭
は

物
資
の
不
足
な

ど
信
ぴ

う
性
の
低
い
情
報
を
生

徒
た
ち
が
信
じ

拡
散
し
て
い
た

と
報
告

뗒
複
数
紙
の
読
み
比
べ

で
多
面
的
な
見
方

考
え
方
を
学

ぶ
Ｎ
Ｉ
Ｅ
は
ま
す
ま
す
必
要
に
な

る
﹂
と
語

た


　休
校
で
始
ま

た
新
年
度
に
２

度
の
ス
ク
ラ

プ
作
成
授
業
を
し

た
足
立
区
立
西
新
井
小
学
校
の
水

木
智
香
子
教
諭
は
﹁
子
ど
も
た
ち

は
意
欲
的
に
記
事
を
選
ん
で
い

た

も

と
記
事
を
読
み
た
い


友
達
が
選
ん
だ
記
事
を
知
り
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ

て
き

た

実
践
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で

学
び
に
向
か
う
力
が
着
実
に
育
つ

と
感
じ
た
﹂
と
述
べ
た


　日
本
Ｎ
Ｉ
Ｅ
学
会
副
会
長
の
土

屋
武
志
愛
知
教
育
大
教
授
は
学
会

報
告
か
ら

小
中
高
校
生
の
新
聞

へ
の
接
触
度
は
低
い
が

信
頼
度

は
他
メ
デ

ア
に
比
べ
圧
倒
的
に

高
い
と
指
摘

뗒
そ
の
理
由
を
高

校
生
は

テ
レ
ビ
や
ネ

ト
が
新

聞
を
引
用
し
て
い
る
か
ら
と
分
析

し
て
い
た

新
聞
が
質
の
高
い
情

報
を
届
け
よ
う
と
し
て
い
る
仕
組

み
自
体
を
学
ぶ
こ
と
も
重
要
に
な


て
く
る
﹂
と
新
聞
界
と
教
育
界

の
連
携
を
求
め
た


　文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局

の
大
滝
一
登
視
学
官
は

今
年
４

月
か
ら
の
学
習
指
導
要
領
が
﹁
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
﹂
を

掲
げ
た
こ
と
を
踏
ま
え

뗒
新
聞

の
新
鮮
な
情
報
を
通
じ

子
ど
も

た
ち
の
対
話
が
自
然
に
生
ま
れ
て

い
く
の
で
は
な
い
か
﹂
と
述
べ


新
聞
を
授
業
の
教
材
の
一
つ
と
し

て
活
用
す
る
必
要
性
を
強
調
し

た


                        










校
学
中

るて育力るす現表
　

材題ナロコ
　世
田
谷
区
立
船
橋
希
望
中
学
校

は

新
聞
を
使

て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
つ
い
て
考
え
る
２
年
生
の

授
業
の
様
子
を
録
画
し
뗆公
開
し
た
뗇

教
科
は
世
田
谷
区
独
自
の
﹁
日
本

語
뗓

深
く
考
え
る
能
力
や
コ
ミ


ニ
ケ

シ

ン
能
力
を
育
成
す
る
の

が
狙
い
だ


　授
業
は
２
時
間
構
成

１
時
間
目

は

新
聞
記
事
か
ら
感
染
の
広
が
り

や
休
校

マ
ス
ク
の
転
売


万
円

給
付
ス
タ

ト
と
い

た
社
会
の
動

き
を
振
り
返

た


　生
徒
は
自
分
の
気
持
ち
を
書
き
出

し

班
ご
と
に
共
有

뗒
ウ
イ
ル
ス

の
こ
と
を
知
ら
な
か

た
が

だ
ん

だ
ん
怖
く
な

た
﹂
뗒
最
初
は
休
校

が
う
れ
し
か

た
뗓
뗒退
屈
だ

た
뗓

と
い

た
意
見
が
出
た


　２
時
間
目
は

身
近
に
感
染
者
が

出
た
場
合
を
想
定
し

生
徒
に
ど
の

よ
う
に
感
じ
る
か
考
え
演
じ
さ
せ
た

上
で

偏
見
や
差
別
の
怖
さ
に
つ
い

て

担
当
し
た
末
松
紗
歩
教
諭
が
説

明
し
た


　情
報
を
正
し
く
判
断
す
る
メ
デ


ア
リ
テ
ラ
シ

の
要
素
も
織
り
込

み

医
療
従
事
者
の
家
族
へ
の
差
別

を
扱

た
記
事
と

医
療
従
事
者
へ

の
感
謝
の
メ

セ

ジ
を
取
り
上
げ

た
記
事
の
両
方
を
紹
介

末
松
教
諭

が
﹁
君
た
ち
は
こ
れ
か
ら
ど
う
し
ま

す
か
﹂
と
問
い
か
け

授
業
を
結
ん

だ
　終

了
後

生
徒
か
ら
は
﹁
あ
ら
た

め
て
コ
ロ
ナ
の
怖
さ
が
分
か

た
﹂

﹁
根
拠
の
あ
る
情
報
を
見
つ
け
て


生
か
し
た
い
﹂
뗒
正
し
い
知
識
を
持


て

正
し
い
行
動
を
取
り
た
い
﹂

と
い

た
感
想
が
出
て
い
た


新型コロナウイルスについて、

新聞記事を見ながら話し合う世

田谷区立船橋希望中の生徒

                             










校　

高

るめ深解理
　

りがなつのと界世

授業で新聞を読みながら話し合う

東京都立田柄高校の生徒＝年

（高橋伸明教諭提供）

　外
国
に
ル

ツ
を
持
つ
生
徒
と
一

緒
に

新
聞
を
通
し
て
世
界
と
の
つ

な
が
り
を
考
え
る
授
業
に
東
京
都
立

田
柄
高
校
で
取
り
組
ん
だ
高
橋
伸
明

教
諭
︵
現
都
立
新
宿
高
校
뗋

戦
争

や
持
続
可
能
な
開
発
目
標
︵
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
뗋

ジ

ン
ダ

な
ど
１
年
間
で

６
テ

マ
を
設
け
뗆知
識
や
思
考
力
뗆

表
現
力
が
身
に
付
く
よ
う
に
工
夫
し

た


　生
徒
の
３
割
以
上
が
外
国
に
ル


ツ
が
あ
り

多
国
籍
な
生
徒
が
通
う

田
柄
高
校

高
橋
教
諭
が
２
年
生
を

対
象
に
調
査
し
た
と
こ
ろ

多
く
の

生
徒
は

イ
ン
タ

ネ

ト
や
映
像

に
利
便
性
や
分
か
り
や
す
さ
を
感
じ

て
い
た


　そ
こ
で
授
業
冒
頭
は
ま
ず
動
画
を

活
用

戦
争
に
関
す
る
授
業
で
は
核

兵
器
の
映
像
を
視
聴
し
た

ま
た


生
徒
が
﹁
日
本
の
課
題
﹂
と
し
て
テ


マ
に
選
ん
だ
男
女
平
等
や
ジ

ン

ダ

の
授
業
で
は

ノ

ベ
ル
平
和

賞
受
賞
者
の
マ
ラ
ラ
・
ユ
ス
フ
ザ
イ

さ
ん
や
俳
優
の
エ
マ
・
ワ
ト
ソ
ン
さ

ん
の
国
連
で
の
ス
ピ

チ
を
聞
き


関
心
を
高
め
た


　そ
の
後

新
聞
を
使

て
当
事
者

の
証
言
や
数
字
な
ど
の
デ

タ

関

連
す
る
記
事
を
読
み
込
ん
だ

生
徒

が
事
実
と
自
分
の
考
え
を
分
け
て
整

理
し

他
の
生
徒
と
話
し
合
い
な
が

ら
理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
促
し

た
　高

橋
教
諭
は

新
聞
を
き

か
け

に
さ
ま
ざ
ま
な
対
話
が
生
ま
れ
﹁
世

界
を
映
す
鏡
と
し
て
の
新
聞
か
ら
生

徒
が
社
会
の
課
題
を
探
す
よ
う
に
な

り

助
け
合
い
な
が
ら
学
ぶ
よ
う
に

な

て
い

た
﹂
と
取
り
組
み
を
振

り
返

た


特 集 
　
年
　
땆令和２年땇

　
月

　
日

　
日曜日       第３種郵便物認可

中城村立北中城小学校▽豊見城市立豊見城中学校

＜２００８年度＞

那覇市立さつき小学校▽那覇市立古蔵中学校▽うるま市立比嘉小学校▽うるま市立高江

洲中学校▽宜野湾市立宜野湾小学校▽北中城村立北中城小学校▽豊見城市立豊見城中学校

＜２００７年度＞

那覇市立銘苅小学校▽名護市立大宮小学校▽糸満市立三和中学校（注１）▽那覇市立石

嶺中学校▽うるま市立石川中学校▽沖縄三育中学校 （注１）座間味村立慶留間小中学校

から実践者異動による実践校の変更

＜２００６年度＞

那覇市立銘苅小学校▽名護市立大宮小学校▽座間味村立慶留間小中学校▽那覇市立石嶺

中学校▽うるま市立石川中学校▽沖縄三育中学校▽県立向陽高校（注２）▽県立南風原高

校（注２） （注２）実践者の休職などによる指定中止

＜２００５年度＞

浦添市立当山小学校▽座間味村立座間味小中学校▽那覇市立小禄中学校▽那覇市立上山

中学校▽県立浦添商業高校

＜２００４年度＞

浦添市立当山小学校▽座間味村立座間味小中学校▽那覇市立小禄中学校▽那覇市立上山

中学校▽県立那覇高校▽県立浦添商業高校

＜２００３年度＞

那覇市立城北小学校▽沖縄市立室川小学校▽琉球大学教育学部附属中学校▽沖縄尚学高

校附属中学校▽県立那覇高校▽県立辺土名高校

＜２００２年度＞

那覇市立城北小学校▽沖縄市立室川小学校▽琉球大学教育学部附属中学校▽沖縄尚学高

校附属中学校▽県立中部商業高校▽県立辺土名高校

＜２００１年度＞

豊見城村立とよみ小学校▽沖縄カトリック小学校▽平良市立西辺中学校▽東風平町立東

風平中学校▽県立中部商業高校▽県立浦添高校

＜２０００年度＞

豊見城村立とよみ小学校▽沖縄カトリック小学校▽平良市立西辺中学校▽東風平町立東

風平中学校▽県立首里東高校▽県立浦添高校

＜１９９９年度＞

那覇市立古蔵中学校▽那覇市立松島小学校▽県立首里東高校
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まやま・じん １９６２年大阪

府生まれ。作家。新聞記者、

フリーライターを経て、２００４

年に企業買収を描いた「ハゲ

タカ」でデビュー、ベストセ

ラーに。社会問題を問う小説

を多数手掛け、著書に「黙示」

「売国」「神域」など。

土屋武志氏

大滝一登氏

関口修司氏

本杉宏志氏

城島徹氏

水木智香子氏

新
聞
を
め
く
り
、
俳
句
の
題
材
と
な
る
写
真
を
探
す

生
徒
た
ち
＝
東
京
都
の
町
田
市
立
真
光
寺
中
学
校

授業で新聞を読みながら話し合う東京都立田

柄高校の生徒＝２０１９年（高橋伸明教諭提供）

東
京
都
の
町
田
市
立
真
光
寺

中
学
校
の
山
田
慎
一
教
諭
は
、

新
聞
の
写
真
を
題
材
に
俳
句
を

創
作
す
る
授
業
を
展
開
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
新
聞
に
載
っ
て

い
る
数
多
く
の
写
真
か
ら
印
象

に
残
る
１
枚
を
選
び
、
感
じ
た

こ
と
を
表
す
言
葉
を
「歳
時
記
」

で
探
し
て
句
を
詠
ん
だ
。

授
業
は
３
年
生
の
国
語
の
時

間
に
行
わ
れ
た
。
山
田
教
諭
は

新
聞
の
写
真
を
使
う
こ
と
で
題

材
の
幅
を
広
げ
、
感
動
の
焦
点

を
絞
る
力
を
養
う
こ
と
を
課
題

と
し
た
。
「
写
真
の
ピ
ン
ト
を

合
わ
せ
る
感
覚
は
俳
句
の
『
切

れ
』
に
似
て
い
る
。
写
真
を
よ

く
観
察
す
る
こ
と
で
『
切
れ
』

の
感
覚
を
養
え
る
と
考
え
た
。

生
徒
は
撮
影
者
の
視
点
を
想
像

し
た
り
、
写
真
と
季
語
を
関
連

付
け
な
が
ら
創
作
し
て
い
た
」

と
説
明
し
た
。

台
風
で
家
路
を
急
ぐ
人
々
の

写
真
を
選
ん
だ
生
徒
は
「
心
身

の
感
じ
る
重
み
秋
嵐
」
と
詠
ん

だ
。
暑
さ
対
策
の
散
水
風
景
を

句
に
し
た
生
徒
は
「
親
を
待
つ

立
ち
話
の
間
水
遊
び
」
と
表
現

し
た
。
戦
争
関
連
の
１
枚
を
選

ん
だ
生
徒
も
多
か
っ
た
。

山
田
教
諭
は
「
写
真
を
じ
っ

く
り
見
る
こ
と
で
日
常
風
景
の

切
り
取
り
方
に
多
様
な
視
点
が

あ
る
と
気
付
け
た
。
吟
行
で
は

得
ら
れ
な
い
題
材
も
多
く
あ

り
、
新
聞
の
新
し
い
魅
力
に
気

付
く
こ
と
が
で
き
た
」
と
振
り

返
っ
た
。

■
登
壇
者

真
山

仁
氏
（小
説
家
）

大
滝

一
登
氏
（
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
視
学
官
）

土
屋

武
志
氏
（日
本
Ｎ
Ｉ
Ｅ
学
会
副
会
長
、愛
知
教
育
大
教
授
）

本
杉

宏
志
氏
（東
京
都
立
青
山
高
等
学
校
主
幹
教
諭
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

水
木

智
香
子
氏
（足
立
区
立
西
新
井
小
学
校
教
諭
）

城
島

徹
氏
（毎
日
新
聞
社
教
育
事
業
室
編
集
委
員
）

■
司
会

関
口

修
司
氏
（日
本
新
聞
協
会
Ｎ
Ｉ
Ｅ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

教育に新聞を活用する方法につい

て考える「第�回ＮＩＥ全国大会」

（日本新聞協会主催）が�月�日、

東京都内で開かれた。大会スローガ

ンは「ともに生きる 新聞でつなが

る」。新型コロナウイルスの感染拡

大などで社会の将来予測が難しくな

る中、子どもたちが多様な価値観を

知り、自ら課題を見つけ、解決する能力を身に付ける

ための一助として、教育現場に新聞をどう生かせるか

を議論した。新型コロナの影響で初めてオンライン開

催となった。配信された講演のほか、日本ＮＩＥ学会

との共同シンポジウム、実践発表を教育や新聞の関係

者が視聴した。

私
た
ち
は
日
々
迷
い
、
選
択
し
決

断
す
る
。
小
説
を
通
じ
て
選
択
肢
が

増
え
れ
ば
い
い
と
小
説
を
書
い
て
い

る
。
書
い
て
い
る
中
で
肝
に
銘
じ
て

い
る
の
は
常
識
を
疑
え
、
正
し
さ
を

疑
え
と
い
う
こ
と
だ
。

新
聞
へ
の
不
信
感
は
深
刻
だ
と
感

じ
る
。
中
高
生
と
話
し
た
時
、
役
所

の
広
報
が
あ
る
か
ら
メ
デ
ィ
ア
は
い

き
ょ
う
が
く

ら
な
い
と
言
わ
れ
、
驚
愕
し
た
。
権

力
の
監
視
が
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
で
あ

る
こ
と
を
説
明
し
た
。
新
聞
は
偏
っ

て
い
る
と
言
う
大
学
生
と
話
す
と
、

読
み
も
せ
ず
先
入
観
で
判
断
し
て
い

た
。
感
覚
が
近
い
人
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
会

員
制
交
流
サ
イ
ト
）
で
ニ
ュ
ー
ス
を

共
有
し
、
自
分
が
信
じ
る
こ
と
を
追

認
す
る
も
の
が
正
し
い
と
信
じ
る
学

生
が
増
え
て
い
る
。

そ
ん
な
学
生
に
は
、
と
に
か
く
新

聞
を
読
ん
で
ほ
し
い
と
言
っ
た
。
理

由
は
、で
き
る
だ
け
事
実
に
基
づ
き
、

一
方
的
で
な
く
反
対
意
見
も
書
か
れ

て
い
る
か
ら
だ
。
前
の
日
の
で
き
ご

と
の
中
で
、
各
社
が
一
番
伝
え
た
い

と
思
う
も
の
か
ら
順
番
を
付
け
て
作

っ
て
い
て
、
見
出
し
の
大
き
さ
や
記

事
の
順
番
で
ど
の
記
事
が
大
事
か
も

分
か
る
。
新
聞
が
大
事
な
の
は
、
自

分
が
知
っ
て
い
る
こ
と
を
追
認
す
る

た
め
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
が
複
雑

な
社
会
に
い
て
、
知
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
知
る
努
力
を
し
て
い

な
い
と
気
付
く
か
ら
だ
。

そ
う
説
明
す
る
と
学
生
た
ち
も
読

む
よ
う
に
な
っ
た
。
社
会
で
起
き
て

い
る
事
実
を
ベ
ー
ス
に
し
な
い
と
、

意
見
は
言
え
な
い
。
起
き
た
こ
と
に

対
し
て
自
分
の
考
え
は
ど
う
か
。
な

ぜ
そ
う
思
う
の
か
。裏
付
け
は
何
か
。

客
観
的
な
事
実
に
基
づ
き
判
断
で
き

る
よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
。

新
聞
に
書
い
て
あ
る
こ
と
が
ど
こ

ま
で
本
当
か
疑
う
こ
と
も
大
事
だ
。

矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
新
聞
は
う
そ
だ
と

思
う
こ
と
と
は
違
う
。
新
聞
は
知
ら

な
い
こ
と
を
知
り
、
疑
問
を
感
じ
る

き
っ
か
け
に
な
る
。

小
説
を
書
く
た
め
に
取
材
も
す
る

が
、
想
像
力
が
勝
負
だ
。
取
材
を
止

め
、
そ
の
先
は
想
像
力
を
駆
使
し
て

書
く
こ
と
も
あ
る
。
そ
こ
に
至
る
ベ

ー
ス
に
あ
る
の
が
新
聞
記
事
だ
。
新

聞
が
書
い
て
き
た
歴
史
的
事
実
の
積

み
重
ね
だ
。

社
会
や
未
来
の
ヒ
ン
ト
は
新
聞
に

あ
る
。
読
ん
で
分
か
ら
な
く
て
も
、

ど
う
い
う
こ
と
か
と
疑
う
想
像
力
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
う
。

３
割
以
上
の
生
徒
が
外
国
に

た

が
ら

ル
ー
ツ
が
あ
る
都
立
田
柄
高
校

で
は
、
新
聞
を
通
し
て
世
界
と

の
つ
な
が
り
を
考
え
る
授
業
を

年
間
通
し
て
実
施
し
た
。
戦
争

や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ

い
て
学
び
を
深
め
た
２
０
１
９

年
度
の
取
り
組
み
を
高
橋
伸
明

教
諭
（
現
・
都
立
新
宿
高
校
勤

務
）
が
発
表
し
た
。

外
国
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
生
徒

へ
の
日
本
語
教
育
で
は
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
や
男
女
平
等
な
ど
テ
ー

マ
を
設
け
、
グ
ル
ー
プ
で
中
高

生
向
け
の
新
聞
記
事
を
読
み
解

い
た
。

生
徒
ら
が
実
生
活
で
抱
え
る

困
難
や
問
題
意
識
を
出
発
点
に

す
る
こ
と
で
、
学
習
意
欲
が
高

く
保
た
れ
た
こ
と
、
世
界
中
に

同
じ
問
題
意
識
を
持
つ
人
が
い

る
こ
と
を
知
り
、
視
点
の
広
が

り
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
な
ど
を

成
果
と
し
て
挙
げ
た
。

２
年
生
対
象
の
キ
ャ
リ
ア
教

育
で
は
「
高
校
生
記
者
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
と
題
し
、
希
望
す
る

進
路
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進
す
る

企
業
へ
の
取
材
を
行
っ
た
。
取

材
先
の
検
討
、
日
程
調
整
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
や
結
果
を
ま
と
め

て
発
表
す
る
一
連
の
活
動
を
通

し
、
学
び
が
就
職
先
な
ど
実
社

会
と
リ
ン
ク
す
る
こ
と
を
実
感

で
き
た
と
報
告
し
た
。

高
橋
教
諭
は
「
世
界
を
映
す

鏡
で
あ
る
新
聞
か
ら
社
会
の
課

題
を
探
す
生
徒
の
姿
が
あ
っ

た
」
と
語
り
、
国
際
社
会
で
必

要
と
な
る
多
角
的
視
点
、
異
文

化
理
解
、
協
調
性
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
に
新

聞
が
有
効
だ
と
訴
え
た
。

関
口
修
司

文
科
省
の
コ
ロ

ナ
対
応
を
教
え
て
ほ
し
い
。

大
滝
一
登

６
月
に
「
学
び

の
保
障
」
総
合
対
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
を
ま
と
め
た
。
感
染
対
策
を

徹
底
し
な
が
ら
学
校
で
の
学
習

を
充
実
、
最
終
学
年
は
優
先
的

に
分
散
登
校
す
る
な
ど
の
方
針

を
盛
り
込
ん
だ
。
文
科
省
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
「
子
供
の
学

び
応
援
サ
イ
ト
」
を
開
設
し
、

自
宅
で
活
用
で
き
る
教
材
や
動

画
を
配
信
し
た
。

関
口

教
育
現
場
の
様
子

は
。土

屋
武
志

大
学
で
は
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
を
し
て
い
る
。
学

生
に
自
宅
で
新
聞
切
り
抜
き
作

品
を
作
っ
て
も
ら
っ
た
。
普
段

グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
む
が
、
自

宅
で
一
人
、
じ
っ
く
り
と
考
え

て
取
り
組
め
た
の
が
良
か
っ
た

と
言
う
学
生
も
い
た
。

関
口

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代

の
教
育
に
つ
い
て
。

真
山
仁

ク
ラ
ス
の
持
つ
社

会
性
は
大
事
だ
が
、
４
月
以
降

会
え
な
い
状
況
が
続
い
た
。
ば

ら
ば
ら
の
環
境
の
中
で
同
じ
記

事
を
読
め
る
、
同
じ
時
代
に
い

る
実
感
を
得
る
の
に
新
聞
が
使

わ
れ
る
の
も
面
白
い
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
こ
ん
な
と
き
だ

か
ら
こ
そ
、
み
ん
な
で
一
つ
の

こ
と
を
考
え
る
の
は
大
事
で
は

な
い
か
。

関
口

求
め
ら
れ
る
資
質
能

力
は
。

大
滝

新
学
習
指
導
要
領
の

方
向
性
で
あ
る
「
主
体
的
、
対

話
的
で
深
い
学
び
」
を
考
え
た

と
き
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
に
は
可
能
性
が

あ
る
。
言
語
能
力
、
情
報
活
用

能
力
、
課
題
解
決
能
力
を
育
て

る
こ
と
に
新
聞
が
活
用
で
き

る
。
予
測
困
難
な
時
代
だ
か
ら

こ
そ
た
く
ま
し
く
生
き
る
子
ど

も
の
育
成
が
重
視
さ
れ
る
。

関
口

大
正
時
代
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ

に
つ
い
て
紹
介
し
て
ほ
し
い
。

城
島
徹

大
阪
毎
日
新
聞
の

地
方
版
大
正
４
年
３
月
�
日
付

に
、
「
有
益
な
る
新
聞
教
育
」

の
見
出
し
で
記
事
が
載
っ
て
い

た
。
教
室
で
子
ど
も
た
ち
が
新

聞
を
広
げ
て
い
る
写
真
も
添
え

ら
れ
て
い
た
。
先
生
は
、
新
聞

記
事
は
莫
大
な
経
費
と
非
常
な

努
力
が
払
わ
れ
て
で
き
て
い
る

か
ら
読
む
べ
き
だ
、
健
全
な
新

聞
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。
現

代
に
つ
な
が
る
重
要
な
言
葉
だ

と
思
う
。
当
時
は
ス
ペ
イ
ン
風

邪
が
流
行
す
る
な
ど
閉
塞
感
も

あ
っ
た
。
短
い
時
間
だ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
が
、
新
聞
か
ら
社

会
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
教

育
が
な
さ
れ
て
い
た
。

関
口

今
後
実
践
し
た
い
Ｎ

Ｉ
Ｅ
や
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
必
要
性
に

つ
い
て
感
じ
た
こ
と
。

水
木
智
香
子

今
年
度
は
Ｎ

Ｉ
Ｅ
タ
イ
ム
を
２
回
実
施
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
意
欲
的
に

米
大
統
領
選
や
ス
ポ
ー
ツ
、
生

き
物
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

に
関
心
を
示
し
記
事
を
ス
ク
ラ

ッ
プ
し
た
。
友
達
が
ど
ん
な
記

事
を
選
ん
だ
か
知
り
た
い
と
い

う
気
持
ち
も
伝
わ
っ
た
。
こ
れ

を
積
み
重
ね
る
と
、
学
ぶ
姿
勢

が
着
実
に
育
つ
の
で
は
な
い
か

と
改
め
て
感
じ
た
。

本
杉
宏
志

中
央
紙
と
地
方

紙
の
電
子
版
を
使
っ
て
沖
縄
の

基
地
問
題
に
つ
い
て
考
え
さ
せ

た
。
同
じ
内
容
で
も
、
地
方
紙

の
方
が
詳
し
く
現
地
の
声
も
反

映
し
て
い
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
も

で
き
る
の
で
、
今
後
、
現
地
の

高
校
と
結
ん
で
意
見
交
換
す
る

と
、
考
え
が
深
ま
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
日
本
史
が
専
門
な
の
で

中
国
や
韓
国
の
生
徒
と
も
交
流

し
て
み
た
い
。
歴
史
認
識
の
違

い
を
認
め
な
が
ら
理
解
し
て
い

く
中
で
、
共
生
の
道
を
模
索
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

関
口

新
聞
へ
の
期
待
は
。

土
屋

学
会
で
、
小
中
高
生

の
メ
デ
ィ
ア
接
触
状
況
に
つ
い

て
の
調
査
発
表
が
あ
っ
た
。
ど

の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
情
報
を
得
て

い
る
か
は
、
だ
い
た
い
テ
レ
ビ

か
ネ
ッ
ト
で
、新
聞
は
少
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
信
頼
す
る
メ
デ
ィ

ア
を
聞
く
と
、
新
聞
が
圧
倒
的

に
多
い
。
で
は
な
ぜ
読
ま
な
い

か
と
い
う
と
、
堅
い
イ
メ
ー
ジ

で
、
ど
こ
か
ら
読
ん
で
い
い
か

分
か
ら
な
い
と
い
う
。
社
説
か

ら
読
む
と
良
い
と
コ
メ
ン
ト
す

る
生
徒
が
い
た
。
新
聞
社
の
考

え
方
が
分
か
り
や
す
く
書
い
て

あ
り
、
共
感
す
る
か
は
別
に
し

て
、
読
ん
で
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
。
社
説
は
難
し
い

と
思
い
が
ち
だ
が
、
こ
う
考
え

る
高
校
生
も
い
る
。

関
口

印
象
に
残
る
実
践

は
。水

木

学
級
新
聞
作
り
と
、

�
分
間
の
「
ロ
ン
グ
Ｎ
Ｉ
Ｅ
タ

イ
ム
」
。
週
２
回
新
聞
を
発
行

し
た
。
分
担
し
て
取
材
し
記
事

を
書
き
、
会
議
も
開
く
。
伝
え

る
力
、
表
現
力
が
付
い
た
。
本

物
の
新
聞
か
ら
割
り
付
け
の
工

夫
、
見
出
し
な
ど
を
学
ん
だ
。

ロ
ン
グ
Ｎ
Ｉ
Ｅ
タ
イ
ム
は
、
通

常
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
タ
イ
ム
に
交
流
の

場
面
を
設
け
た
。

本
杉

新
聞
記
事
を
使
っ
て

小
中
高
を
つ
な
ぐ
実
践
に
試
行

的
に
取
り
組
ん
だ
。
同
じ
記
事

を
読
ん
で
意
見
交
換
し
て
考
え

を
深
め
る
、
交
換
日
記
み
た
い

な
も
の
。小
学
校
と
高
校
な
ど
、

校
種
を
超
え
、
生
徒
た
ち
は
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

関
口

実
践
を
聞
き
感
想

は
。大

滝

新
聞
活
用
の
可
能
性

が
ふ
ん
だ
ん
に
発
揮
さ
れ
て
い

た
。
表
現
力
、
話
す
力
、
聞
く

力
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
力
を
育
て

て
い
る
。

関
口

本
日
の
感
想
な
ど
。

真
山

教
育
と
メ
デ
ィ
ア
両

方
の
方
々
が
、
問
題
意
識
を
持

っ
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
考
え
る

姿
勢
と
、
場
が
あ
る
の
は
大
切

だ
と
感
じ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
心
配
な
の
は
、
正
し
い
と
い

う
の
に
す
が
り
つ
い
て
い
る
こ

と
。
新
聞
で
も
学
校
で
も
、
正

し
さ
は
一
つ
で
な
く
、
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
ほ
し

い
。
多
様
性
に
つ
な
が
る
だ
ろ

う
。

（２２）特 集２０２０年（令和２年）１２月 ３ 日 木曜日第３種郵便物認可
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会究研業授践実ＥＩＮで中満糸

算
計
で
数
関
　

入
収﹂
滅
鬼
﹁

味実現で字数の事記





































     






  








学数

辻由加里教諭

　
宮城通就

アドバイザー

数
学
の
授
業
で
グ
ラ
フ
に
す
る
情
報
を
記
事
か
ら
読
み
取

る
２
年
生
‖

日

糸
満
中
学
校

仮
説
立
て
て
検
証

根
拠
あ
る
思
考
に

　宮
城
通
就
ア
ド
バ
イ
ザ


　生
徒

の
目
が
輝
い
て
い
た

뗒
仮
説
を
立

て
て
検
証
す
る
の
が
楽
し
か

た
﹂

と
言
う

学
び
の
基
本
だ
と
思
う


教
え
合
う
場
面
で

自
分
の
言
葉
に

し
て
お
り

学
び
が
定
着
す
る
だ
ろ

う

理
由
を
付
け
て
収
入
金
額
を
予

想
さ
せ
る
こ
と
で

根
拠
を
持

て

考
え
る
力
を
育
て
て
い
た

新
し
い

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
は
問
題
文
が

長
く

い
く
つ
も
の
資
料
を
参
照
す

る
必
要
が
あ

た

読
解
力
が
求
め

ら
れ
る
中
で

い
い
種
を
ま
い
て
い

る
と
言
え
る

︵
辺
土
名
高
教
諭
︶

　２
年
数
学
の
授
業
で
は
映
画
﹁
鬼き

滅
の
刃
﹂
の
興
行
収
入
の
記
事
を

や
い
ば

め

つ読
み

１
次
関
数
を
使

て
今
後
の

収
入
を
予
想
し
た

辻
由
加
里
教
諭

は
﹁
教
科
書
で
は
割
り
切
れ
る
数
値

だ
が

記
事
の
数
字
を
使
う
こ
と
で

現
実
味
が
出
て

数
学
が
現
実
の
中

で
生
き
る
と
分
か
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
た
﹂
と
振
り
返

た


　興
行
収
入
の
積
算
を

過
去
の
ヒ


ト
作
뗒
千
と
千
尋
の
神
隠
し
뗓
뗒君

の
名
は
뗇
﹂
と
比
べ
て
グ
ラ
フ
に
し

た
記
事
を
使

た

公
開
か
ら

週

目
で
３
４
６
億
円
で
あ
る
뗒鬼
滅
｜
뗓

の
収
入
が

週
目
に
は
い
く
ら
に
な

る
か
各
自
で
予
想
さ
せ
た


　生
徒
ら
は

前
例
２
作
の
グ
ラ
フ

が
あ
る
時
点
か
ら
ほ
ぼ
平
行
に
な
る

こ
と
か
ら

뗒
鬼
滅
｜
﹂
も
同
じ
推

移
を
た
ど
る
と
予
想

뗒
千
と
千
尋

｜
﹂
の

週
目
と

週
目
の
収
入
か

ら
﹁
傾
き
﹂
を
求
め

１
次
関
数
の

式
で
表
し
た

予
想
や
仮
定
に
集
中

さ
せ
る
た
め

計
算
は
電
卓
を
使


た

予
想
額
は
４
０
２
・
５
５
億
円

と
な

た


　今
回
の
授
業
は
復
習
に
当
た
る


他
教
科
の
教
諭
か
ら
は
﹁
生
徒
が
意

欲
的
に
解
い
て

教
え
合

て
い
る

の
が
よ
か

た
﹂
뗒
私
自
身

数
学

は
苦
手
だ
が

教
科
書
で
や

た
こ

と
を
使
え
た
の
が
感
動
的
だ

た
﹂

な
ど
の
意
見
が

た


訳
和
を
紙
字
英

　

材
題
な
近
身

認
確
で
書
辞

　

点
要
に
し
出
見

   








  










語
英

久山智恵子

　　
教諭

　
松田美奈子

アドバイザー

ペ
ア
や
個
人
で
英
字
新
聞
を
読
み
解
く
１
年
生

表
現
力
の
成
長
に

コ
ロ
ナ
禍
は
好
機

　松
田
美
奈
子
ア
ド
バ
イ
ザ


　授
業

規
律
が
し

か
り
し
て
い
た
こ
と
に
感

心
し
た

評
価
基
準
を
授
業
の
初
め
に

示
し

分
か
ら
な
い
単
語
も
辞
書
を
引

く
よ
う
促
す
な
ど
生
徒
が
能
動
的
に
活

動
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
た

制
限

の
あ
る
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ

記
述

す
る
力

文
字
で
表
現
す
る
力
を
身
に

付
け
さ
せ
る
よ
い
機
会
に
な

て
い

た

子
ど
も
た
ち
が
学
習
し
て
い
る
こ

と
を
世
の
中
と
つ
な
ぐ
の
が
新
聞
の
良

さ

日
頃
か
ら
教
材
に
で
き
る
記
事
が

な
い
か
意
識
し
て
ほ
し
い


︵
コ
ザ
中
主
幹
教
諭
︶

　１
年
英
語
で
は

学
習
者
向
け
の
英

字
新
聞
뗒
ジ

パ
ン
タ
イ
ム
ズ
ア
ル
フ


뗓
を
活
用

推
測
し
な
が
ら
読
め
る

難
易
度
で
生
徒
が
興
味
を
引
き
そ
う
な

話
題
の
記
事
を
用
意
し

ペ
ア
で
協
力

し
な
が
ら
読
解
す
る
授
業
が
行
わ
れ

た
　東

京
デ

ズ
ニ

ラ
ン
ド
の
新
情
報

を
読
み
取
る
こ
と
が
目
当
て

久
山
智

恵
子
教
諭
は
英
字
新
聞
の
読
み
方
と
し

て

ま
ず
見
出
し
や
各
段
落
の
１
文
目

を
追
う
こ
と
で
概
要
を
つ
か
む
よ
う
促

し
た

初
め
は
辞
書
を
引
か
ず
に
全
体

に
目
を
通
し
た
後

分
か
ら
な
い
単
語

は
辞
書
を
使
い

ペ
ア
で
段
落
ご
と
の

概
要
を
日
本
語
で
ワ

ク
シ

ト
に
書

い
た


　次
に
ペ
ア
に
割
り
当
て
ら
れ
た
段
落

の
和
訳
を
ホ
ワ
イ
ト
ボ

ド
に
記
入


黒
板
に
並
べ
て
張
り
出
し

学
級
全
体

で
﹁
中
学
生
の
デ

ズ
ニ

ラ
ン
ド
の

入
場
料
が
ピ

ク
時
に
６
９
０
０
円
か

ら
７
３
０
０
円
に
な
る
﹂
と
い
う
記
事

の
内
容
を
確
認
し
た

뗒
こ
の
値
段
だ

と
行

て
み
た
い
？
﹂
な
ど

読
解
し

た
記
事
か
ら
生
徒
の
意
見
を
引
き
出
す

場
面
も
あ

た


　久
山
教
諭
は
﹁
生
徒
か
ら
は
英
文
を

読
む
の
が
好
き
に
な

た

読
解
の
ス

ピ

ド
が
上
が

た
と
い
う
肯
定
的
な

感
想
も
多
い

語
彙
や
文
法
の
レ
ベ
ル

い

ご

が
上
が
れ
ば

よ
り
充
実
し
た
英
字
新

聞
の
活
用
が
で
き
る
と
思
う
﹂
と
期
待

し
た


に
章
文
え
考

　

き
解
み
読
表
図

握把も題課
　

みごラプや餓飢














































































     






  








語国

国
語
の
授
業
で
ワ

ク
シ

ト
に
取
り
組
む
１
年
生

神里千影教諭

　　
甲斐崇

アドバイザー　
國吉美穂

アドバイザー

世
界
知
る
入
り
口

記
事
選
び
を
評
価

　國
吉
美
穂
ア
ド
バ
イ
ザ


　

生
徒
た
ち
に
落
ち
着
き
が
あ

り

授
業
に
め
り
は
り
が
あ


た

使
用
し
た
新
聞
記
事
も
世

界
を
知
る
入
り
口
と
し
て
い
い

内
容
を
選
ん
で
い
た

全
４
時

間
の
授
業
構
成
で

前
回
の
授

業
は
異
な
る
記
事
を
使
用
し
て

い
る
が

前
回
も
今
回
も
同
じ

記
事
を
用
意
し
て

意
味
調
べ

を
し
な
が
ら
じ

く
り
記
事
を

読
み
込
ま
せ
る
の
も
い
い

ワ


ク
シ

ト
の
中
で
発
表
者
の

話
を
メ
モ
す
る
欄
な
ど
が
あ
れ

ば

聞
き
手
も
感
想
を
書
け
る

の
で
い
い
と
思
う


︵
興
南
高
教
諭
︶

　１
年
国
語
の
授
業
で
は

記

事
に
加
え
て

図
や
グ
ラ
フ
な

ど
の
非
テ
キ
ス
ト
情
報
を
正
確

に
読
み
取
り

自
分
の
考
え
を

書
く
こ
と
を
狙
い
と
し
て

世

界
の
問
題
を
図
表
な
ど
使

て

紹
介
し
た
記
事
を
活
用
し
た


　神
里
千
影
教
諭
は
最
初
に


記
事
を
読
む
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

を
説
明

数
値
を
チ


ク
す

る

注
目
す
る
語
句
に
線
を
引

く

問
題
点
を
見
つ
け
る
こ
と

を
指
導
し
た


　世
界
の
飢
餓
や
人
口
集
中


廃
プ
ラ
ス
チ

ク
問
題
に
つ
い

て
書
か
れ
た
五
つ
の
記
事
の
う

ち
一
つ
を
グ
ル

プ
ご
と
に
配

布

生
徒
は
記
事
の
気
に
な
る

箇
所
や
グ
ラ
フ
の
数
値
に
線
を

引
き
な
が
ら
読
み
込
み

分
か


た
こ
と
を
ワ

ク
シ

ト
に

記
入
し

グ
ル

プ
内
で
意
見

を
発
表
し
合

た


　生
徒
は
﹁
都
市
部
に
人
口
集

中
し
て
い
る
国
々
で
は

課
題

解
決
の
た
め
の
対
策
を
す
べ

き
﹂
뗒
正
規
職
よ
り
非
正
規
で

職
に
就
い
て
い
る
人
の
方
が
多

い
こ
と
が
分
か

た

給
与
の

問
題
が
あ
る
と
思
う
﹂
な
ど
と

感
想
を
発
表
し
た


　今
後
の
授
業
で
感
想

　
を
分

か
り
や
す
い
文

　
章
に
ま
と
め

る

神
里
教
諭
は
﹁
少
し
難
し

い
テ

マ

　
も
あ

た
の
で


興

　
味
の
持
て
る
記
事
を

　
選
ぶ

よ
う
に
し
た
い

こ
れ
を
き


か
け
に

　
み
ん
な
が
新
聞
に
興

味
を
持

て
ほ
し
い
﹂
と
振
り

返

た


뗒伝
え
る
뗓設
定
で

意
欲
を
引
き
出
す

　甲
斐
崇
ア
ド
バ
イ
ザ


　先

生
の
指
示
に
て
き
ぱ
き
と
答
え

て
い
て

生
徒
た
ち
も
頑
張


て
い
た

小
学
校
６
年
生
に
も

分
か
り
や
す
く
世
界
で
起
き
て

い
る
問
題
を
伝
え
よ
う
と
い
う

テ

マ
が
い
い
と
思

た

何

の
た
め
に
記
事
を
読
み
取
り


伝
え
る
の
か
を
生
徒
に
明
ら
か

に
す
る
と

さ
ら
に
子
ど
も
た

ち
も
意
欲
的

主
体
的
に
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る

記
事
か
ら
分

か
る
問
題
点
だ
け
で
な
く

そ

こ
に
対
す
る
改
善
点
に
つ
い
て

も
ワ

ク
シ

ト
で
問
う
工
夫

が
あ

て
も
い
い


︵
西
原
町
教
委
指
導
主
事
︶

用活聞新へび学的体主
　

県ＮＩＥ推進協議会（仲村守和会長）主催のＮＩＥ実践授業

研究会が日뙘日本新聞協会指定ＮＩＥ実践校の糸満中学校땆伊

井秀治校長）で開かれた。数学、国語、英語、体育の４教科で

新聞を使った授業を公開。同校の教諭とＮＩＥアドバイザーが

教科ごとの分科会で授業の成果と課題を振り返った。生徒に身

近な話題が載り、図やグラフなど文章以外の情報もある新聞記

事の特徴を生かし뙘主体的・対話的に学ぶ授業の実例を示した뙙
































  































                                                

集募校６の践実度年来 協進推県

　
県ＮＩＥ推進協議会は来

年度の日本新聞協会指定Ｎ

ＩＥ実践校６校を募集して

いる。

　
指定は２年間。小学校か

ら高校、特別支援学校が対

象。実践校になると、学校

を配達区域とする全国紙、

地元紙を一定期間無料で提

供する。年度末に実践報告

書の提出が必要となる。

　
新聞提供開始を５～８月

に希望する場合の締め切り

は２月日、９月以降希望

の場合は５月中旬。

　
問い合わせは、県ＮＩＥ

推進協議会事務局（琉球新

報社内땇、電話（）

、メール놶놱놭@놺뇁놽놳뇁놽놻놰놱

놵놸놷.놫놷.놲놸

見
意
徒
生

　

否
賛
の
催
開
輪
五

較
比
を
論
世
国
全
と
内
校

   








  










育
体

伊佐常克

　
教諭

　
宮城英誉

アドバイザー

東
京
五
輪
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合

い
考
え
を
深
め
た
２
年
生

ア
ン
ケ

ト
活
用

当
事
者
意
識
育
む

　宮
城
英
誉
ア
ド
バ
イ
ザ


　体

育
で
Ｎ
Ｉ
Ｅ
と
い
う
こ
と
で
驚
い

た
が

文
化
と
し
て
の
ス
ポ

ツ

を
考
え
る
た
め
に
東
京
五
輪
と
い

う
機
会
を
逃
さ
な
か

た
こ
と
が

素
晴
ら
し
い

世
論
調
査
と
同
じ

ア
ン
ケ

ト
を
し
た
の
は

比
較

を
通
し
て
生
徒
が
自
分
ご
と
と
し

て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か


た

生
涯
を
ス
ポ

ツ
で
豊
か
に

し
て
ほ
し
い
と
い
う
伝
え
た
い
思

い
が
先
生
に
あ
り

授
業
で
生
徒

の
対
話
や
発
言
も
で
き
て
い
た


糸
満
中
の
学
び
が
濃
縮
さ
れ
て
い

る
と
感
じ
た
뗇

뗊大
宮
小
教
諭
뗋

　２
年
体
育
の
授
業
は
東
京
五
輪

が
テ

マ

開
催
す
べ
き
か
否
か

を
聞
い
た
世
論
調
査
の
記
事
を
参

考
に

同
じ
設
問
で
校
内
で
調
査

し

生
徒
の
関
心
を
高
め
た

安

全
に
開
催
す
る
た
め
に
一
人
一
人

が
で
き
る
こ
と
を
考
え
た
ほ
か


ス
ポ

ツ
へ
の
多
様
な
関
わ
り
方

が
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ


　共
同
通
信
社
が
２
０
２
０
年
７

月
に
実
施
し
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た

五
輪
に
関
す
る
世
論
調
査
と



月
に
２
年
生
全
員
に
聞
い
た
回
答

を
比
較

再
延
期
を
求
め
る
声
が

多
か

た
の
は
共
通
で

中
止
を

求
め
る
声
が
校
内
で
は
少
な
か


た

授
業
で
は

両
方
の
調
査
の

相
違
点
を
ワ

ク
シ

ト
に
書
か

せ
た


　医
療
の
視
点
か
ら
の
記
事
を
参

照
し
な
が
ら

開
催
に
必
要
な
個

人
の
対
策
を
考
え
た

生
徒
か
ら

は
﹁
手
洗
い
や
う
が
い
な
ど
の
意

識
を
高
め
る
﹂
な
ど
の
意
見
が
あ

り

隣
の
生
徒
と
意
見
を
交
換
し

た
　伊

佐
常
克
教
諭
は
﹁
ス
ポ

ツ

は
﹃
す
る
﹄
だ
け
で
な
く
﹃
見
る

・
支
え
る
・
知
る
﹄
と
い
う
関
わ

り
方
も
あ
る
﹂
と
紹
介

そ
の
一

環
で

同
校
出
身
の
カ
ヌ

選
手

・
當
銘
孝
仁
さ
ん
へ
の
応
援
メ


セ

ジ
を
書
か
せ
た


　授
業
後
の
分
科
会
で

伊
佐
教

諭
は
﹁
ス
ポ

ツ
へ
の
多
様
な
関

わ
り
方
を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
な
ら

よ
か

た
﹂
と
感
想
を
語

た


チーロプアるな異で科教
）長校中満糸（氏治秀井伊

伊井秀治校長

　
一つの記事の内容をじっ

くり扱う、授業の導入とし

て使い興味を持たせる、生

徒の考えを表現させるな

ど、教科によって記事の使

い方にいろいろなアプロー

チがあり、ＮＩＥは授業の

改善に生かせる。

　
新聞は社会のいろいろな

側面が詰まっていて発見が

あり、同じことでも新聞に

よって伝え方が違う。生徒

が社会とつながり、考え、

発信するために新聞は有効

だと思う。

実充も業授ばめし楽生先
）長会協進推ＥＩＮ県（氏和守村仲

仲村守和会長

　
「鬼滅の刃」や東

　
京五

輪など、生徒が関心を持ち

そうな記事をツールとした

授業は、生徒に「主体的・

対話的で深い学び」を体現

させていた。素晴らしい授

業だった。コロナ禍の厳し

い
　
状況でも不断の実

　
践を

したことに
　
敬意を表した

い。

　
新聞を使った実践で生徒

の力を培うとともに、先生

がＮＩＥを楽しんでほし

い。先生が楽しそうだと、

子どもたちも授業が楽しく

なると思う。

特 集 
　
年
　
땆令和３年땇

　
月

　
日
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